
    
      
        
      
    

  





























本作品の全部または一部を無断で複製、転載、配信、送信すること、あるいはウェブサイトへの転載等を禁止します。また、本作品の内容を無断で改変、改ざん等を行うことも禁止します。

本作品購入時にご承諾いただいた規約により、有償・無償にかかわらず本作品を第三者に譲渡することはできません。

本作品を示すサムネイルなどのイメージ画像は、再ダウンロード時に予告なく変更される場合があります。

本作品の内容は、底本発行時の取材・執筆内容にもとづきます。





本作品は縦書きでレイアウトされています。

また、ご覧になるリーディングシステムにより、表示の差が認められることがあります。






































































　　▼１




　薔薇色、赤、黄色、オレンジ。

　くだけた光の欠片かけらをばらまいたような夕暮れの海上を、３騎の〈鷲獅子グリフオン〉が飛んでいく。

　東からやってくる夜に追い立てられた空は、次第に紫に染まり暗さを増してゆくが、それだけに西へと去りゆく茜あかね色いろの夕日は、足下の海に長く伸びる光の尾を引いて、美しい後ろ姿を残している。

　先頭をいく〈鷲獅子グリフオン〉の上で、灰銀の鎧よろいを着けた青年が振り返り、陽気そうな笑顔で大きく手を振った。どうやら、合図を送っているらしい。

　直継なおつぐのその仕草を受けて、シロエは背中にしがみつく小柄な少女に「摑まっててね」と声をかける。

　かかとで小さな合図を与えると、シロエの乗る巨大な動物、〈鷲獅子グリフオン〉は、片方だけで３メートルもあるその翼の先端を、ほんの少し傾ける。風を切り裂く怪物は、大きく弧を描いて、陸上へと進路をとった。




　ススキノを脱出した５人──シロエとアカツキに直継、そして今回救出した〈三み日か月づき同盟どうめい〉の年若い〈森ド呪ル遣イいド〉セララに、彼女の保護者である猫人族ねこびとぞくのにゃん太は、飛び立ったあとは休憩も取らずに「ライポート海峡」を一気に飛び越えて、今ではオウウ地方へとさしかかっている。

　ゆっくり沈みつつある夕日が示すとおり、まもなく世界は夜の闇に覆われてしまうだろう。

　一般の〈冒険者〉は持たない飛行可能な騎乗生物、〈鷲獅子グリフオン〉での移動だとはいえ、今日は少しでもススキノから距離をとりたかったシロエたちは、荒野を旅するものとしては、ずいぶん遅くまで移動を続けてしまった。

　野営というのは、なかなかに手間がかかる。

　テントを張るにも、食事の支度をするにも、少なからぬ時間が必要だ。経験がないとぴんとこないが、焚き火の材料である枯れ枝を集めるだけで、１時間以上かかることさえある。

〈大災害だいさいがい〉以降、この世界に広がる荒野や森林ですごすことを覚えたシロエたちは、ススキノに向かう旅の最中、無理をしないように気をつけていた。しかし、セララを助け出した今日ばかりは、一刻も早く海峡を越えて、追っ手の可能性がなくなる地域まで進みたかったのだ。

　３騎の〈鷲獅子グリフオン〉は互いの進路を予想しあって、結果として綺麗な弧を描いてひとつの丘へと降りてゆく。




「別に怖いわけじゃないぞ」

　シロエに手を差し出されて〈鷲獅子グリフオン〉から降りたアカツキは、言い訳がましくそういった。目が泳いでいるところを見ると、やはりおっかなびっくりなのだろう。とはいえ、彼女も今回の旅で〝空を飛ぶ〟という新しい経験にはすっかり慣れたようだ。

　彼女が少しだけ怖がっているのは、〈鷲獅子グリフオン〉という生物そのものである。

〈鷲獅子グリフオン〉は鷲の上半身と獅子の下半身を持つ巨大なモンスターだ。その力強い翼は、広げれば５～６メートルにも達する。かぎ爪を備えた前足もそうだが、鋭いくちばしもまた鷲そのもので、サイズが大きいため、小柄なアカツキの頭などひとかじりに思えるのだろう。

　地面に降り立つと素早く距離をとるアカツキに気づかれないように小さく笑ったシロエは、腰のうしろに回していた〈魔法の鞄マジツク・バツグ〉から大振りな肉の塊かたまりをとりだすと、〈鷲獅子グリフオン〉に差し出す。

　確かに見かけは恐ろしいモンスターだが、召喚の魔ま笛てきによってあらわれるこの種の生物は、忠実そのものだ。首筋を撫でられた〈鷲獅子グリフオン〉はうれしそうに肉をひとのみにする。




「おう、うまくいったな」

　シロエに近づいてきたのは親友の直継だった。彼は自分の〈鷲獅子グリフォン〉の背から降りて、丘を登ってくる。

「そうですにゃ、よい手際でしたにゃ」

　反対から近づいてきたのは、にゃん太とセララのふたり組だった。

「あのっ。ありがとうございました！　わたし、感激しましたっ」

「うん、まぁ、気にしないで。たいしたこと、したわけじゃないから」

　シロエは、ぴょこんと頭を下げるセララにそう返事をした。自分でもぶっきらぼうな態度だなぁとは思うのだが、他に言葉が見つからない。照れくさくて、視線を逸らすことしかできないのだ。

　シロエはマリエールに念話による報告を行なおうと、周囲を見晴らせる丘の上でメニューを開く。ずっと連絡を待っていたであろうマリエールは、明らかにほっとした声でシロエの報告を受けてくれた。




　考えてみればシロエたちは、マリエールたちの旅を奪い取るような形で、北へとやってきたのだった。

〈大だい災さい害がい〉からあとの混乱。沈み込んだ街の雰囲気。分断されてしまった仲間たち。誰しもが無力感と、わけのわからない焦しよう燥そうにとりつかれていた。

　シロエはそんな雰囲気がいやで、セララを助ける旅を引き受けた。

　もちろん〈三日月同盟〉、マリエールやヘンリエッタの力になりたいという気持ちがあったのはほんとうだ。しかし、それだけではなく、心の中にいいしれない嫌悪感があったのも確かなことだと思う。

「本当に、気にしちゃダメだ」

　シロエは、自分の勝手でやっただけだ。

　だから、言葉が上手くでてこないで、つたなく告げるだけになってしまう。

「シロエちは昔から照れ屋さんですからにゃ」

　にゃん太は、聞く人をほっとさせるような穏やかさでそういってくれた。

「にゃん太班長」

「シロエさんとにゃん太さんは、昔からのお知り合いなのですか？」

「そうだぜ、俺もなっ」

　横から話に割り込んできた直継がそれを引き取る。

「そうですにゃ。我が輩とシロエち、直継っちは、その昔、〈エルダー・テイル〉がまだゲームだった時代には、よく連れ立って暴れたものなのですにゃあ」

　──まだゲームだった時代。

　その言葉が、哀切なまでに胸に食い込んだ。

　そのとおりだ。もう、ここは〈エルダー・テイル〉ではなくなってしまった。あの〈大災害〉の日からこちら、ここは〈エルダー・テイル〉に似た、しかし、その何十倍も過酷なひとつの現実でしかない。

　そこに思い至ったのか、セララもどことなく沈んだ表情を浮かべる。シロエは困ったが、かけるべき言葉なんてありはしない。

「主君、野営の準備をしないと」

　アカツキの言葉に救われた気分のシロエは、仲間たちに声をかけた。にゃん太も、セララ自身も、後ろ向きな気分がなんの役にも立たないということに気が付いていたのだろう。かえってほっとしたかのように、天幕を張る場所を探しはじめた。




　日は暮れていたがこの辺りのゾーンに強力な敵生物の気配はない。

　直継とセララは小さな天幕を張りはじめる。この季節、寝袋さえあれば星空の下で一晩をすごしても問題はないが、万が一夜中に雨でも降り出すと面倒だ。

　アカツキとにゃん太は互いに声をかけ合うでもなく、無言のコミュニケーションで森へと向かった。おそらく枯れ枝を集めにいったのだろう。




　このような遅い時間からはじめる野営は効率が悪い。

　魔法の明かりがあるとはいえ、闇の中では天幕の設置も薪集めも時間がかかってしまう。丘陵の下生えを掘り起こし、風よけの石をいくつか並べて火を熾おこしたのは、グリフォンが着地してから２時間近くが経ったあとだった。

　この分では朝までに十分な休養は取れないかもしれないが、それでも５人の表情は明るかった。なんといってもセララ救出のこの旅は山場を越えたのだ。

　グリフォンでいくつものゾーンをまたいできた以上、追っ手がかかる心配はまずないだろう。残る任務は安全にアキバに帰還することだが、セララとすでに合流したからには、迎えにきたときに比べて速度を要求される旅ではない。

　体調によってはこの丘陵でもう１泊したって構わないのだ。

　そんな余裕が、みんなの表情にも表れていた。

　にゃん太とアカツキが森というよりは灌木かんぼくの茂みの連鎖へ焚き付けを探しにいき、直継が河へと水を汲みにいっている間、シロエとセララは、手際よく天幕を張った。魔法の品ではないが、帆ほ布ぬので作った天幕は冒険の必需品だ。かなりかさばって重いが、アイテムの重量を消去してくれる〈魔法の鞄マジツク・バツグ〉があるこの世界では、持ち運びもさほど苦にならない。

　そのテントを張る前に、セララはアキバの街で待っていてくれるマリエールに念話で連絡を取ったようだ。シロエ自身は、すでにさきほど報告をすませている。

　いつでも明るい笑みを絶やさないマリエールではあるが、心配していないわけがなかった。シロエの報告でも、張りつめていた気がゆるんだのか、涙声になっていたほどだ。

　セララからの報告を聞いたマリエールがどれだけ喜んでいるのか、テントの前に腰を下ろして荷物を広げていたシロエにも、セララの受けこたえだけで十分に想像がついた。

「おーい、汲んできたぞーう」

　丘を登ってくるのは直継だった。

　携帯用の水袋に沢から水を汲んできてくれたのだ。もうすっかり日は暮れて、磨き抜いたターコイズよりも透き通った夜空に、漆黒の森がシルエットとなって浮かび上がっている。もう少しすれば、にゃん太とアカツキが森から戻ってくるだろう。

　ともあれ、ススキノからのセララ救出作戦は、成功したのだ。




　　▼２




「やばい。なんだこれ、すげぇよっ!!」

　直継が感極まったような声を漏らす。

　５人の目の前でパチパチと火の粉をあげる焚き火。

「主君、主君っ。これはなんというべきか、至福だっ」

　普段は感情の起伏に乏しい感じの生真面目なアカツキでさえ、紅潮した頰をオレンジの炎で染めてうれしそうな声を上げる。

　シロエはそんなふたりに頷きかけるが、そのシロエだって落ち着いているわけではない。興奮している。どうにも不器用なシロエは、その高ぶりをうまく態度に出せないだけだ。

「にゃはは、まだまだたくさんありますにゃ」

　にゃん太の言葉など耳に入らないかのように、直継は一心に肉にかぶりついていた。

　脂の弾ける音を立てて香ばしく焼ける鹿肉。

　それだけのことが、大事件なのだ。

　事の起こりは、薪を集めにいったにゃん太とアカツキが、一匹の鹿を仕留めて帰ってきたことだった。

　この異世界において、野生動物は珍しくはない。むしろ、現実世界の日本と比べて人口が１００分の１程度になってしまったこの世界では、野生動物は楽園といってもよいほどの繁殖環境を手に入れていた。

　だから森や丘陵などの自然豊かなゾーンにおいては、鹿や野鳥、猪、山羊など、野生動物や野生化した家畜を頻繁に目にする。もちろん、そういった動物の中には、野犬や狼、熊のように危険な動物もいる。特に猪や熊は〈緑小鬼ゴブリン〉と比べてもなかなかの戦闘能力をもっているので注意が必要だった。

　だがそういった一部の危険な動物さえ避ければ、鹿や野鳥などは比較的与くみしやすい相手であり、低レベルの冒険者の格好の練習相手として、また食材の供給源として重宝な存在だ。

　アカツキとにゃん太は、薪を拾いにいった森の中で、一頭の鹿を仕留めたらしい。

　にゃん太は怪訝そうに見つめるシロエたちの目の前でその鹿を捌さばき、あろうことか驚くほど美味な鹿肉の串焼きを作り上げたのだ。

　それは焚き火でじゅうじゅうぱちぱちと爆はぜるところからして、今までのものとはまったく違っていた。

　脂身の焼ける甘い香り。

　本当の料理とはこんなに複雑で豊かな香りをもっていたのかと愕然とさせられる。まるで何日間も食事をしていなかったように、突然空腹感を覚えたシロエたちは、もう我慢ができなかった。

　そしてにゃん太が差しだしてくれた切り身をひとくち食べた途端に広がる、塩とローズマリーで味付けられた肉汁のとろけるような甘み。「食料アイテム」ではなく、「料理」。その違いは目の前に突きつけられてみれば圧倒的だ。

　それは蛍の光と稲妻ほどにも似つかないものだった。

「おいしいです……けど。──なんでっ？」

　シロエもこれには驚きの声を上げてしまった。

　直継もアカツキもあっけにとられている。ただセララとにゃん太だけがニコニコと自慢げな表情だ。

　それはここ１ヶ月で食べた中でもっとも美味な食事だった。

　この異世界の悲しい現実として「すべての食料アイテムには味がない」というルールがあったはずだ。そのせいで、シロエたちは──いや、この異世界に取り込まれた３万人以上の日本人プレイヤーは落ち込むような気持ちを味わってきた。

　オムレツを食べても、カレーを食べても、ポタージュを飲んでも、焼き魚を食べても、それらは一様に「湿った煎餅のような味」しかしないのだ。塩味も薄いので、煎餅よりも悪いかもしれない。直継などは「食用段ボール」とはっきりいっていたほどだ。

　この数週間ですっかり絶望してしまって、あきらめていたはずのこの異世界の常識が、今目の前で崩れている。

　にゃん太の作ってくれたものは、料理としてはけっして手が込んでいるわけでも、気取っているわけでもなかった。鹿を捌いて、香辛料やハーブ、それに岩塩で味付けをして、フライパンでソテーをしたり、直に火で炙あぶったりしただけのもの。

　それは最高級ではなかったかもしれないけれど、日々の暮らしを憂鬱なものにしていた「塩気のないふやけ煎餅」に比べれば天上の美味といえた。

「おいしい！　これすっげぇよ。にゃん太班長すごいっ！　ぱんつの次くらいに愛してる!!」

「大げさですにゃぁ」

　にゃん太はそういうと、バッグから取り出した鉄串に鹿肉を刺しては次々に焼いていく。その隣に膝をきちんとそろえて座ったセララが、かいがいしく食器を並べて、小さなナイフで付け合わせのタマネギを剝いている。

「班長っ。おい！　にゃん太先生っ。なんでこんな味なんだ？　っていうか、なんで煎餅味にならないんだよっ!?　被告の証言を求めます祭りっ」

　直継は両手に串を１本ずつ握りながら尋ねる。「お代わりはたくさんあるからそんなにがっつかないでもいいですにゃ」というにゃん太の言葉に納得しない直継はこうして食べる分をキープしなければ安心できないようだった。

　普段だったらそんな直継に「卑いやしいバカ直継」とツッコミを入れる役のアカツキも、「おいしいぞ、すごい、すごい」と呟きながらローストされた鹿肉をはむはむと食べている。

　にゃん太は慎重な手つきで内臓を切り分けながら言葉を続ける。

「料理するときに、素材をそろえてメニューから作りたい料理を選ぶと、食料アイテムが完成するですにゃ？」

　語っている内容は、〈エルダー・テイル〉における一般的なアイテム作成手段だ。

「そうやって料理をすると、どうやってもあの味の食料アイテムになってしまうのですにゃ。素材を集めて、メニューを開かないで直接切ったり焼いたり煮たりして料理をすればいいんですにゃ。現実世界とまったく同じですにゃ」

　にゃん太はこともなげにそう説明する。

「でもそれは──」

　肉を飲み込むアカツキに水筒をわたしながら、シロエが台詞の後半を引き取る。

「それはやってみましたけど、その方法でやっても結局は謎アイテムができるだけでは？　魚を焼こうとしたときも魚とは無関係な奇妙な消し炭か、スライムみたいなペーストができるだけだったし。……この世界では普通の料理ができないはずですよね？」

　それがシロエたちの知っているこの世界の常識のはずだった。

　ゲームなのだから、ゲーム的なスキルをもっていないと、行動は失敗する。それが当たり前の常識だ。

「それは、〈料理人〉ではないか、〈料理人〉であっても調理スキルが低いために起きる現象ですにゃ。現実と同じように調理する場合であっても、調理スキルは必要なのですにゃん。──つまり〈料理人〉が料理作成メニューを使わないで、普通の手順で料理をする。そうすれば素材の味を生かした料理になるのですにゃ」

　シロエはにゃん太の言葉に呆然として、やがて納得する。

　考えてみれば、食料アイテムに塩をかけて食べていたことがすでにおかしかった。もし仮に料理は料理メニューでしか作れないとするのならば、塩をかけることすらもメニューから選択しなければできなかったはずではないだろうか？

〈料理人〉などの生産職は、未習得の場合でも、経験値５程度の最小限の値はもっている。「塩をかける」という最低限の調理は、〈料理人〉ではないその他のサブ職業をもつ者でもできる最高レベルの「現実的な調理」だったのだ。

「んじゃ、もしかして班長はさっ」

「そうですよ。直継っち。〈料理人〉ですにゃ。……さぁ、もう１本いかがですにゃ？」

　にゃん太の勧めで肉にかぶりつくシロエたち。

　中型の鹿は５人で食べてもまだ余りある分量で、明日の食事もこれでまかなえそうだった。にゃん太からあのススキノの街で作っておいたというアップル・ブランデーを振る舞われて、賑やかな夜の宴は続く。




　にゃん太がセララのことを改めて３人に紹介する。

「はじめましてっ。ご挨拶も遅れましてっ。今回は助けていただいてありがとうございます、セララですっ。〈森ド呪ル遣イいド〉の19レベルで、サブは〈家政婦〉で、まだひよっこ娘こですっ」

　みんなと焚き火を囲んで座っていたセララは、礼儀正しく立ち上がってぴょこんと頭を下げる。

（元気な女の子だなぁ）

　少女らしい穏やかな顔と、なだらかで小さな丸い肩。うしろでひとつにまとめた髪の毛をもつ娘に、シロエはそんな感想をもつ。

「クラスの３大可愛い娘でいうと３番目なんだけどラブレターをもらう数は一番多いとかそんな感じだぜっ」

「は、はひぃっ!?」

　初対面のはずの直継の、返答に困るような評価に言葉を詰まらせるセララ。アカツキはそんな直継の顔面に音高く膝蹴りをたたき込む。

「膝はやめろっ！　膝はっ！」

「主君、失礼な人に膝蹴りを入れておいた」

「しかも事後報告かよっ!?」

　そんな直継は顔面をかばいもせずなにをしているのかと見れば、両手に構えた鹿肉串を落とさないように必死に耐えている。その様子を見てセララも笑みを零こぼす。

「ふふふっ」

「あー。これは直継。〈守護戦士ガーデイアン〉。腕は信用できる」

「でも下品でおバカ」

　シロエとアカツキの解説に、微笑んだままのセララが頷く。

「前線での活躍、見てました。わたしの拙つたない回復呪文ヒールスペルでは回復しきれなくてすみません」

　直継はその言葉に「気にすんなよ、あれで十分助かったぜ」と返す。セララはしきりにレベルが低くてごめんなさいと謝っているが、ここはシロエも直継に同感だ。覚悟を決めたあとのセララの集中力と、全力投入の果断さは、十分評価に値するとシロエは思う。そもそも、レベルなんて、時間をかければ誰でも上がるのだ。謝るようなことじゃない。

「直継っちは昔からこうなのですにゃ。えっちくさい人だと思って大目に見てあげて欲しいのですにゃ。それに、さっきの台詞はセララさんを褒めているのですにゃん」

「え？」

　自分の隣に座る、細い目をさらに細めて微笑むにゃん太をセララは見上げる。

「クラスで一番もてる。そういってくれてるのですにゃ。直継っちは照れ屋ですからにゃー」

「おい、ちょっとまて班長。別にそういうわけじゃねぇ。俺は美少女よりもおぱんぎゅっ!!」

　直継の台詞を遮るように再びアカツキの膝蹴りが決まる。

「痛っぇ～。だんだん容赦がなくなるな、ちみっこ」

「主君、変態の顔を陥没させた。あと肉を没収した」

「え？　あっ。あ～っ!!」

　アカツキは膝蹴りの瞬間に直継から奪った、鹿の串焼き肉をもぐもぐと食べている。

「そんなのねぇよ……」

　落ち込む直継に新しい焼き肉を与えたにゃん太は、そちらのお嬢さんは？　とアカツキに話を振る。それに気が付いたシロエはアカツキの紹介をにゃん太にはじめる。

　直継や自分と一緒に旅をしてきた少女。〈暗殺者アサシン〉にして〈追跡者〉。腕のよい職人で頼れる存在。

　にゃん太をじぃっと生真面目な視線で凝視したアカツキは、やがて頭を下げると「若じゃく輩はい者もののアカツキです、老師」と挨拶をする。

　俺の場合とずいぶん態度が違うじゃないかと騒ぐ直継の口の中に、まだ生焼けの肉をつっこんだアカツキ。ちみっこ、バカ直継！　とやり合うふたりの果てしない小競り合いに、他の３人は笑い声を立てた。

「そして、これがシロエち。我が輩が以前所属していた団体で、参謀役をやっていた賢い若者なのですにゃ」

　こう、にゃん太に紹介されてシロエが軽く頭を下げると、セララは恐縮しきって何度も繰り返し礼を述べるのだった。




　明るくていい子だな、とシロエは思う。

　いくつだろう？　シロエはぼんやりと疑問に思った。

　この異世界での容姿は、どうやら現実世界でのそれの影響を受けるようである。しかし、体形やおおざっぱな造形はＭＭＯ‐ＲＰＧであった〈エルダー・テイル〉のキャラクターデータを基本としている。身長や体形だけで相手の年齢を決めつけると、失礼なことにもなりかねない。そのことをシロエはアカツキの事例で学んでいた。

　しかし、セララの喋り方はまださほど歳がいっているようには思えない。

（高校生か、もしかしたら中学生かも──）

　毎月のプレイ料金が発生するタイプのゲームだった〈エルダー・テイル〉は、多くの無料ネットゲームよりもユーザーの平均年齢が高い傾向にあった。しかしそれはあくまでも傾向であり、中学生がプレイしていることは驚愕するほど珍しいことではない。




　考えてみれば〝双子〟も確かそれぐらいの年齢であったはずだ。

　シロエもススキノから脱出する一連の騒動ではかなり緊張していたのだろう。こうして安全な場所にたどり着いた安心からか、賑やかな食事の解放感からか、〈大災害〉が起きる直前の出会いを思い返したのだった。




　　▼３




　シロエがその双子と知り合ったのは、もちろんまだこの異世界が異世界ではなく、〈エルダー・テイル〉がただのゲームとして世にあった頃の話だった。

　シロエは少し風変わりな──高レベルの〈付与術師エンチヤンター〉なんて風変わり以外の何ものでもないのだが──ソロプレイヤーとして、アキバの街を活動拠点としてゲームとしての日々をすごしていた。

〈放蕩者の茶会デボーチエリ・テイーパーテイー〉がなくなったあと、シロエは本当の意味での根無し草だった。もちろんそれは悪い意味ではなく、シロエ自身はそんなゲームライフをそれなりに楽しんでいたのである。

　アキバの街の広場にいればパーティーメンバーを募る声はそこら中にあったし、当時はまだただのゲームでしかなかった〈エルダー・テイル〉には募集チャンネルというサーバー全域にメッセージを伝達するシステムもあったのだ。

　そんなシステムを利用した、いわば野良のパーティー募集に参加して戦闘することもあったし、時にはマリエールのような顔なじみに誘われてダンジョンに赴おもむくこともあった。もちろん単独で行動して、興味をもったゾーンを調べたりアイテムを採集したりすることもあった。

　シロエのもつサブ職業〈筆写師〉は生産職でもある。〈筆写師〉は書籍や図面、魔術の教本などを複製するのが主な能力だ。〈エルダー・テイル〉において、アイテムの生産とは、素材の合成加工とほとんど同義語である。アイテムを生産するに当たっては、素材となるアイテムが必要とされるのだ。

　その素材は〈筆写師〉の場合、紙とインクだ。かといって、紙とインクでさえあれば、なんでもよいというわけではない。通常の写本であればインクはノンプレイヤーキャラクターが売っている安価なものでよいが、魔力を込めた高位の魔術書や奥おう義ぎ書しよを作り出すためには、魔力を秘めたインクが必要となる。魔力を秘めたインクを作り出すのも〈筆写師〉の仕事であり、そのためにはドラゴンの血液やダンジョンの奥深くで発見される貴重な鉱石などが必要なこともあった。

　こういったさまざまな素材を手に入れるためには、あちこちのゾーンへ出かけたり、調査をしたり、戦闘を切り抜けることも必要だったのである。〈放蕩者の茶会デボーチエリ・テイーパーテイー〉がなくなって、シロエを振り回すわがままな〈彼女〉がいなくなったあとも、シロエはなんだかんだと忙しく動き回っていたのだ。




　そんな日々をすごすシロエに最初に声をかけてきたのは双子の方だった。

「兄ちゃん、兄ちゃん。へい、すとぉっぷ！」

「あのー。すいません。申し訳ありません。お聞きしてよろしいでしょうか？　質問的なことなのですがっ」

　そう話しかけてきたのは、身長がシロエの肩までもないようなふたり組だった。

　少年の方は安っぽい鎧を着けて、刀を背負っていた。

　少女の方は白いローブに鈴のついた長い杖をもっていた。

「いいけど、どしたの？」

　アキバの街の雑踏の中だったようにシロエは記憶している。

　装備を見ただけでふたりは明らかに初心者だとわかった。それも最初期の無料配布装備であることから見て完全な初心者だろう。ボイス・チャットから聞こえてくる声は中学生か、小学生か。とにかく幼いものだ。

「魔法が弱くて、トウヤの傷が治らないんです。聞いてみたら、もっと高いの買えっていわれたんですけど、どこで売ってるかわからなくて。もしかしたら、販売場所をご存じですか？」

　ボイス・チャットから漏れてくる少女の口調は、ずいぶんとしつけがよさそうだった。

「俺の技もほしいんだ。兄ちゃん知ってたら教えてよ。たのむよ～」

　ふたりの頭上には名前を示す表記が碧みどり色いろの文字で浮かんでいる。少女はミノリ、少年はトウヤ。ふたりともレベルは６。




〈エルダー・テイル〉における初めのクエストはチュートリアルだ。アキバの街を開始場所に選んだプレイヤーは〈カーネル少佐の戦闘訓練場チユートリアル・グラウンド〉という専用ゾーンへ強制的に送られ、そこでゲームの基本的な操作を実習させられる。

　ちなみにカーネル少佐は白髭の温厚そうな紳士という外見をもっていながら一旦激高するとなにをしでかすかわからないという困った設定のノンプレイヤーキャラクターだ。その名称からして、少佐なのか大佐なのかわからないと一部では評判の人物だった。

　このカーネル少佐の訓練は１時間ほどで終了して、ゲームをはじめたばかりのキャラクターも訓練卒業時にはレベル４になる。それを考えれば、ふたりはおそらく、昨日か今日ゲームをはじめたばかりのまったくの初心者ということになるだろう。

「もしかして、今日が初日なのかな？」

「はい」「そうだぜっ」

　ふたりの声が重なり合う。

　人付き合いがそんなに得意ではないシロエとはいえ、別に人間嫌いというわけではない。ただ損得感情で近寄ってくる他人に対して構えてしまうだけだ。

　その意味で、シロエは初心者プレイヤーが嫌いではない。彼らはシロエが比較的財産を多くもっているということも知らないし、ゲームを効率よくプレイしようというつもりもまだないから、シロエを利用することも思いつかないのだ。

　そんな後ろ向きの理由がなかったとしても、シロエは〈エルダー・テイル〉を好きなひとりのプレイヤーとして、初心者は歓迎したいと思っている。古参プレイヤーである責任を考えれば、なおさらだ。

「そっか──。案内するよ。こっちだよ」

　街を案内する程度のことは労苦というほどでもない。

　そう考えてシロエはふたりの先頭に立って歩き出した。




　こうしてそのふたり、ミノリとトウヤという双子と知り合ったシロエは、それからもたびたびふたりと付き合うことになった。

　物もの怖おじしない性格のトウヤは街中で見かけると必ずシロエに大きな声で呼びかけてきたし、ミノリの方は礼儀正しくて折に触れ礼を述べに訪れるからだ。

　ふたりは本当に双子で、その出生時間は僅きん差さであり、ミノリの方が姉ということになるらしい。大人びていて委員長気質の姉が、明るいが向こう見ずで遠慮知らずの弟の面倒を見る。それがふたりの基本的な活動スタイルのようだった。

　ふたりは中学２年生で、シロエからは幼いといえるほどに若かった。シロエも古参プレイヤーだったから、今までさまざまなプレイヤーに出会ったが、中学生というのは多くない。年齢差から話も嚙み合わないために、今までそんなプレイヤーとは、知り合っても一緒に冒険をするという機会はなかったが、この双子はシロエのことを慕ってくれて、一緒に行動することもあったのだ。

　ふたりはこの〈エルダー・テイル〉が最初のオンラインゲームで、はじめての経験にすっかり興奮している。そんな話は最初に出かけたフィールドゾーンでふたりが口々に説明してくれた。

　その最初の冒険は相当に大騒ぎだった。

　モンスターを見かけるとまるで誘導ミサイルででもあるかのようにトウヤがつっこむ。それを慌ててミノリが追いかける。ふたりで悪戦苦闘をして泣きそうになる。

　そんな微笑ましい光景が何回も何回も繰り返されたのだ。




〈エルダー・テイル〉には〈師範〉というシステムがある。

　簡単にいうと高レベルのプレイヤーが低レベルのプレイヤーと一緒に遊ぶためのシステムだ。シロエがふたりに対してこのシステムを使用すると、90レベルのはずのシロエは、一時的にふたりに合わせてレベルが低下する。もちろんレベルだけではなく、ＨＰや能力値、攻撃力など、全般的なステータスが大幅に低下してしまう。

　これは、低レベルの仲間とも、同じような強さになって一緒に冒険をするためのシステムだ。

　もちろんシロエには古参プレイヤーとしてのゲーム知識があるし、弱体化したとはいえ、かなり高価な装備をもっているから、一般的な初心者に比べればまだ強力だ。しかし、その差はレベルに換算して１～２というところだろう。〝師範役〟をするのにはちょうどよい、便利なシステムだった。

　シロエはそのシステムを活用してふたりを追いかける。

　攻撃魔法を撃って敵の数を減らすのだが、ただでさえ低い威力の〈付与術師エンチヤンター〉の攻撃魔法は、レベル低下によって見るも哀れな威力になっていた。しかしそれでもまだ駆け出しのふたりにとっては心強い援護だったようだ。

「さんきゅー！　兄ちゃん！　そら、あっちの敵にも突撃だぁ!!」

「待ちなさいよ、トウヤったら!!　ほら、ＨＰ減ってるんだってばぁ!!」

　そんなふたりに引きずり回されて、終日狩り場を駆け巡ったりもした。

　弟のトウヤは戦士系３職のうちのひとつ、〈武士サムライ〉。

〈エルダー・テイル〉においては魔法も剣技も〈特技〉として表現される。特技には固有の名称や効果の他に、消費ＭＰと、発動時間と再使用規制時間リキヤスト・タイムという数値が設定されている。

　発動時間は、使用を決定してからその特技が実際に発動するまでの時間。いわゆる「タメ」に相当する時間だ。再使用規制時間リキヤスト・タイムは、その特技を１回使用したあと、再び使用できるまでにかかる時間を示す。

〈武士サムライ〉の特徴は多くの技の再使用規制時間リキヤスト・タイムが長いことにある。

　威力は強大だが、連射の利く特技は少なく、「１回の戦闘に１回か２回しか使用できないような大技」が多い。それは細かい技を積み重ねてコンボを成立させてゆく〈武モ闘ン家ク〉とは真逆の特徴だ。

〈武士サムライ〉は強力な特技が多いため、短時間に決着をつける場合に限れば戦士系職業の中ではもっとも攻撃力が高い。その意味では爽快感のある人気職業だ。

　一方、うまく使いこなせないと、手持ちの特技を使い切ってしまい、再使用準備中の間はなにが起きても打てる手がなくなってしまう。とっさの対応手段や保険がなくなるという弱点を抱えていて、極めるのはなかなか難しい職業クラスでもあった。

「いっけぇぇぇ～っ！　〈兜かぶと割わり〉ッ!!」

　つっこんだトウヤが１匹のゴブリンに向かって正面から太刀を振り下ろす。その攻撃はゴブリンの中途半端な装甲を断ち切って一撃で大きなダメージを与えるが、トウヤ自身にも技後硬直リカバリー・レジデイテイで大きな隙が生まれる。

「グガァッ！」「ガフッ！　ガフッ！」

　ゴブリンの群れはその隙を見逃さず殺到する。トウヤは慌てるが、硬直時間中は回避行動さえ取れない。




「ああっ。トウヤっ。下がって、危ないってば！　ううっ。〈禊みそぎの障壁〉っ!!」

　ミノリが鈴のついたスタッフを振るうと、水色に輝く鏡のような画面効果エフエクトが現れて、ゴブリンの攻撃を受け止めた。

　姉のミノリは回復職３職のうちのひとつ、〈神祇官カンナギ〉。

　回復職とは、ＨＰを回復し、仲間の状態異常を治療する職業だ。また、仲間の能力を高める多彩な呪文ももっている。

　すべての回復職は、仲間のＨＰを回復するという点では似たような呪文をもっているが、それ以外にも、それぞれ固有の回復特技をもっていて、そこが３つのクラスを特徴付けている。

　古き神々の使徒たる〈神祇官カンナギ〉のもつ固有回復能力は、「ダメージ遮断」だ。特定の仲間や仲間全体を対象にするこの呪文系統は、ある種の結界を張り、合計が一定量になるまですべてのダメージを無効化してしまう。

　総合的な回復能力においては３職中で比較的劣る〈神祇官カンナギ〉だが、「ダメージ自体をなかったことにする」という特殊性は、場合によっては非常に強力なアドバンテージを発揮する。

　しかし一方で、この能力は、敵の攻撃の種別や範囲を事前に予測しなければならないために、使いこなすのがなかなか難しい。

〈エルダー・テイル〉においてはどのメイン職業でもそうなのだが、簡単には上達できないように設計されている。それが「奥深い」部分でもあるから仕方ないが、トウヤとミノリの双子は、そんなことは気にもかけず、純粋にゲームを楽しんでいるようだった。

　シロエはふたりにせがまれて、アキバの街近郊のさまざまなゾーンを案内したし、買い物にも付き合って、いろいろな質問にも答えた。

　シロエは一度「もうちょっといい装備とかあげようか？」と尋ねたことがある。よい装備とはいってもレベル10程度のものだ。90レベルのシロエなら、簡単にマーケットで購入することもできたし、それこそ何百個だって手に入れることができる。

　しかしトウヤはシロエのそんな提案を、「えー。要らないよ。だってわざわざゲームやってるんだよ？　一番面白いところは集めるところなんだから、もらっちゃったら、遊んでるだけ損だよ～」といって断った。ミノリは「ごめんなさい、ごめんなさい。トウヤが生意気をいって本当にすみません。でもシロエさんには本当によくしてもらっちゃってますからっ！　でも、なにかもらうより、一緒に遊んでくれる方がうれしいです！」と何度も頭を下げた。

　そんなふたりだから、シロエも安心して「師範役」を務めることができたのだ。シロエを利用価値のある古参プレイヤーとしてあつかわない双子と遊ぶのは、楽しい経験だった。

　そしてそれは「あの日」の〈大災害〉が起きる直前まで続いたのだった。
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「へぇ、そんな双子がいたのかぁ。そんで？」

「それで、って？」

「その双子のそのあとのことはわからないのか？　主君」

　雑談代わりにその双子との出会いを話していたシロエに、他のメンバーはそんな疑問をぶつけてきた。

　オレンジ色の焚き火に照らされて、丘の上のテントには、シロエたちの影がゆらゆらと揺れている。穏やかな野営の空気だ。

「フレンド・リストにはいるよ。……実はあの〈大災害〉のあとにも何度か見かけた」

「やっぱし巻き込まれたのか」

「直前まで一緒にいたからね。僕もあっちもアキバの街に引き戻されたけど、そこでばらばらになっちゃった」

「わたしも廃墟の中に転移させられた」

〈大災害〉の瞬間、それぞれのプレイヤーは手近な街に強制移動させられたらしい。そのことを思い出したのか、セララもにゃん太も、ものを思うような表情となる。

「声、かければよかったのによ。あっちはあっちで大変だったろうに。素人なのにこんなことになっちまって」

　直継はそう話す。

〈放蕩者の茶会デボーチエリ・テイーパーテイー〉にいた仲間は多かれ少なかれ面倒見がよい人間ばかりだったけれど、その中でも直継はとりわけ下の面倒を見るプレイヤーだったとシロエは思い出す。

（みんなのことを守る〈守護戦士ガーデイアン〉なんて、面倒見がよくないとできることじゃないよね。……直継の場合、その言葉遣いで損してる感じなんだけど）

　アカツキのことをチビあつかいしていようと、その件で膝蹴りをされようと、ひとたび戦闘になれば仲間に危害が及ばないように全力を尽くすのが直継という男だ。

「まぁ、シロエちにもいろいろあったのでしょう？」

　そういうと、にゃん太はブリキのマグカップに熱い茶を注いでくれた。本物の茶ではなく、ハーブと干したりんごの皮を入れたものらしい。そんなあり合わせのものですら、長い間味のついていない水だけを飲んできたシロエたちにはうれしく、アカツキは宝物のようにカップで両手を温めていた。

「まぁね。最初の数日、僕たちも精一杯だったし、余裕がなかったんだよ。それに、その次見かけたときはふたりともギルドに入ってて」

　正確にいえば、シロエたちだけではなく、全プレイヤーがそれどころではなかったのだ。全員が自分以外のことを考える余裕を失っていた。

「へぇ、そうなのか」

「あの頃は勧誘も激しかった」

　アカツキの語る言葉に、そういえばそうかと直継も頷く。

「レベル20だっけ？　それくらいなんだよな」

「今ではもう少し育っていると思う」

「じゃぁ、ギルドに入っておくに越したことはないか。右も左もわからないもんなぁ」

　直継はそういうと、大きく伸びをしながら身体ごとくるりとシロエを振りかえる。

「で、そのミノリって娘は可愛いのか？」

「……え？」

　シロエは思い出す。考えてみれば、ふたりのことをちゃんと見ていたのはゲームとしての〈エルダー・テイル〉でのことだ。当時は画面の中のポリゴン人形でしかなかったのだから、可愛いもなにもわかるわけがない。〈大災害〉のあとは面と向かって話したわけでもないので、そんなことを聞かれても困る。

「いや、いいんだって。そーゆーのは。ボイス・チャットで喋ってたんだろ？　声からわかるじゃないか、可愛いかどうかってのは」

　シロエがわからないといったにもかかわらず直継は食い下がる。

　ふたりの会話に呆れ気味なアカツキは、やれやれ、またはじまったかというような冷たい視線を送ってきたのみだ。

　たのみの綱のにゃん太に助けを求めようとそちらを見れば、「セララちは、少し冷えませんか？」などという紳士的な気遣いを見せている。そのジェントルマンシップを旧ふるい仲間にもほんのちょっぴり分けてくれないだろうか？　シロエがそう思っている間にも、直継はさらに詰め寄ってくる。

「んー。可愛いか可愛くないかでいえば──。やっぱりわからないよ、そんなの。……話し方は女の子らしくて丁寧で──育ちがいい感じ？　かな。ヘンリエッタさんとは違った意味で、しつけのいい家庭なんじゃないかって思う」

　シロエが思い出しながら説明するその言葉のひとつひとつに、直継はうんうんといちいち頷く。非常にうれしそうだ。

「そうだよなぁ。女子中学生はそうでなきゃいけないっ！」

「なんでそこで年齢指定が出てくるのさっ！」

「バカ直継……」

　まったくだ！　とアカツキに頷くと、直後に「主君も主君だ、バカ」といわれてしまう。

「帰ったら、ちょっくら連絡取ってみようぜ。デート祭りっ。俺が前衛！　そしてシロエが後衛！　やっぱおんなの子はいいよなっ」

「まぁ、そりゃ認めるけど」

「シロはおぱんつが好きだな！」

「好きじゃないよ!?　世の男子一般と同じくらいしかパンツに興味ないよっ」

　直継の提案に、シロエとしては面倒くさいことになったと思いながらも頷く。面倒くさいのは連絡を取ることではなく、直継へのツッコミだったりするのだが、これはこれで仕方ない。

　最近ではアカツキにいじめられて、直継も可哀想なのだ。

　それからは、夜遅くまで焚き火を囲んで宴うたげは続いた。

　ギルドのことや互いのこと、おいしい食事と、この世界の星空のこと。飽きもせずに話し合い、夜は更けていく。

　久しぶりに食べた味わい深い食事とオレンジ色の炎に、５人の冒険者の笑い声が重なる。余りにも心地よくて、誰もお終いを言い出すことができなかったのだ。名残惜しくて、ふわふわと気持ちよかった。

　アカツキとセララは、互いにもたれ合いながら、こくん、こくんと船をこぎはじめた。その様子さえもが愛らしくて、いつもその暴力にさらされている直継が、苦笑いをしながら毛布をかけた。

　とうとうにゃん太が断固として就寝を宣言したのは、もはや東の空が白みはじめる頃だった。

「あー。食った食った！　こんなにうまい飯食ったのは久しぶりだ。この飯を食えただけでエッゾくんだりまで来たかいがあるってもんだぜ祭りっ。やっぱさぁ、旅っていうのはこうじゃなきゃいけねえよなっ」

　満腹感と眠さで足下もおぼつかなくなり、それでも漏らした直継の一言が、全員の偽らざる心境だった。

　５人はそれぞれの寝袋にくるまって、焚き火の温かさを感じながら眠りについたのだった。




　　▼５




　翌日からの旅は順調に進んだ。

　たった３人でススキノまでの旅を切り抜けたシロエたちである。

　優秀なアタッカーにゃん太、レベルが低いとはいえ回復呪文を操るセララ。そこへ、このふたりが加わったのだ。

　多少の強引な攻めで負ったかすり傷程度ならばセララが回復させてくれるとなれば、戦術の幅は広がる。フィールドゾーンのモンスターや野生動物には負ける恐れはなかった。

　かといって強行軍だったわけではない。

　シロエたちはむしろ旅の前半よりゆっくりとしたペースの移動を心がけていた。最初の野営の大きな寝坊のあとは、午前中のよい時間を選んでグリフォンを駆る。グリフォンの使用には時間的制限があるため、正午をすぎると大地に降り立ち、馬や徒歩でゆっくりと移動しながら、午後の早い時間には野営場所を探しはじめる。

　彼らは夕暮れになる前に天幕を張り、たっぷり時間をかけて夕食の準備をした。用意されるのは当然ながら野外料理ではあったけれど、いままでの貧しい食生活に比べれば夢のようなご馳走ばかりだった。

　もちろん、にゃん太も努力をして、その料理にバラエティを持たせようとしていた。小さな焚き火でじっくりと煮込まれたシチューは好評で、星空の下もとでの野営を大いに慰めた。

　５人はさまざまな話をした。

　セララがススキノの街で受けた嫌がらせについては深く触れなかったが、セララがそれを恐怖しつつも今では乗り越えているらしいことがシロエたちには救いだった。

　意外にもセララはにゃん太に想いを寄せていて、それにまったく気が付いていないのはにゃん太本人だけのようであった。もっともセララ自身はにゃん太を含め、シロエたち全員に、自分の思いを隠し通せていると考えているようなのが、可笑しくもあり微笑ましくもある。

　にゃん太と離れているときのセララは、ふとした拍子に視線がにゃん太を探している。夕飯時、炎の周りに集まると、いつもにゃん太の隣にちんまり座って幸せそうにしている。

　セララにとってここ最近でもっとも幸福なニュースは、にゃん太がこのままアキバの街まで付き添って、しかもそのあとはアキバに活動拠点を移すという決心だったらしい。思わずにゃん太に抱きついたセララは、鍋をひっくり返しそうになり大変恐縮していた。

　そんなセララを見て、直継はいたずらを思いついた悪ガキのような笑いを浮かべている。ちょっと意地が悪いな、とは思いつつも、シロエにもその気持ちはわかるのだった。

　自分のことを「年寄り」だなどととぼけるだけあって、にゃん太は〈放蕩者の茶会デボーチエリ・テイーパーテイー〉においては浮いた噂ひとつなかったのだ。にゃん太の過去を知るふたりにとってこれはビッグ・ニュースであり、ちょっとしたイベントだった。

「それにしても、なんで中年趣味かねぇ」

「直継もひどいなぁ。にゃん太班長だよ？　班長の魅力さぁ」

「セララは趣味がいい」

　くすくすと笑うふたりに、アカツキはしれっと答える。

「アカツキもにゃん太はＯＫなの？」

「老師は一流の剣士だ」

　びっくりしたシロエが尋ねると、アカツキは丁寧に頷いた。それはそれで評価軸としてはどうなのだろうと思うけれど、近接攻撃職同士でこそ通じる、戦闘技術への敬意というものがあるのだろうとシロエは納得することにする。

　確かに大人の落ち着きという意味でにゃん太は頼りがいがある。

　年寄り、年寄りなどと本人は連呼しているが、客観的に見て40代前半か、30代後半だろう。身体はすらりとしているし、多少目が細すぎる嫌いはあるものの、なかなか見栄えもよい。

（うーん。にゃん太班長は、ありかぁ、ありなんだなぁ）

　考えごとをするときの癖で顎さきに指を添えながらシロエがそんなことを思っていると、アカツキはなにを思ったのか近づいてきて、その袖を引っ張る。

「主君。主君」

「どうしたの？」

「主君は剣士ではないが、大層手て練だれだと思うぞ」

　どうやら慰められたらしいと気が付いたシロエは、アカツキの滑らかな前髪にそっと触れて、礼の言葉を述べる。少しだけ困ったようなアカツキが「別に大したことはいってない」とそっぽを向くのがくすぐったかった。
















　彼らが〈アーブ高地〉の上空を飛んでいると、遙か南西の方角から墨汁をかき混ぜたように不吉な暗雲が速いペースで進んできた。

　直継は前方に垂れ込めつつある雲を発見して、目を凝らす。遙か遠くにあったが、雲の内側には、時にひび割れるような白光が瞬いているように見えた。

「おーい。シロ～。にゃん太班長～」

　念話機能を立ち上げる手間も惜しんで、直継は自分より10メートル下方を飛ぶシロエたちに声を張り上げる。

「雨雲がぁ、きてるみたいだぞ～」

　シロエがその声に目を凝らせば、確かに西の方では日も遮られているようだ。空気が重くなってきているのか、グリフォンも高度を上げるのに苦労している。

『シロエち。今日は早めだけど雨宿りの場所を探した方がいいにゃ』

　こちらは冷静に念話を繫いできたにゃん太が提案する。雨雲を再確認したシロエは右手を掲げるとそのまま大きく風の道を外れて降下をはじめた。

　シロエたちが駆け込んだのは広大な〈アーブ高地〉に点在する、小さな集落だった。旧時代の農村だった場所にあるのだろう。何本かの未舗装の道路の交差点に、肩を寄せ合うように20軒ほどの木造の建物が群れている。

　危ういところだったといえるだろう。

　グリフォンが村はずれに着陸すると、その直後に腹の底に響くような音を立てて雷光が走りはじめたからだ。夏のはじめに見られる唐突な空模様の変化だった。

　シロエたちは急いで村の中心部を目指す。

　この集落は典型的な農村のようだった。この種の農村は、今や日本サーバーの管理区域である５つの領域のどこででも見ることができる。

　旧世界の科学文明がほとんど崩壊して、環境が千年単位で逆行したという設定らしいこの〈エルダー・テイル〉世界では、野生動物の大繁殖と共に豊かな土壌が復活し、モンスターの少ない地方では農業が復権を遂げているのだ。

　もちろん、こういった農村部に住むのはプレイヤーではない。

〈大地人〉と自らを呼ぶノンプレイヤーキャラクターだ。

〈エルダー・テイル〉がまだゲームだった時代、各地に残るこういった村々を回って、さまざまな問題や事件を解決するのも、クエストのうち大きな割合を占めていた。この種の村は、冒険の背景であり、なんらかの事件の舞台であることが多いのだ。




　天気の急変に気が付いたのだろう、村の通りには白いブラウスと厚手のふんわりした布地でできたスカートを着けた主婦や、犬を連れた牛追いの少年が小走りに駆けている。

　年齢も様子もさまざまな農民たちが現れては、足早に農具を片付け、あるいは羊を小屋に入れようと奮戦している。

　シロエたちの予想通り、中心部の大きな家は共用の倉庫と公民館をかねたような建物であるらしかった。このような開拓村ではよくあることだ。

「こんにちはぁっす！」

　先頭を切って大きめの木造建築に入った直継が、乾燥した草の爽やかな匂いのする屋内に声をかける。

「はいはい。旅人さんかね」

　現れた老人は、村の世話役を名乗るノンプレイヤーキャラクターだった。短く刈り込んだ白髪と、度の強い眼鏡をかけた60歳ほどに見える老人だ。荒野に暮らす開拓民の世話役だけあり、年齢に似合わずまだ背筋はしゃっきりと伸び、壮健そうである。

　彼はしっかりした物腰でシロエたちの話を聞くと、格安で一晩の屋根を貸すと申し出てくれた。

　シロエたちは礼をいって、倉庫の中に入る。

　そこは冬場のための牧草を貯蔵しておく場所らしく、今でも余り物の藁が山のように積まれていた。その頃になると、雨雲はすっかり辺りを覆っていた。初夏の雨は冷たくはないが強く、大粒の鉛玉のように村を叩いている。

　シロエが戸口から村の通りを振り返り、暗い空を見ていると、背後の室内からは明るい声が聞こえてきた。

「こりゃいいな。藁の山とか俺大好きだぜっ」

　直継が喜びの声を上げる。

　ゲームの世界の利便性を受け継いだこの異世界において、寝袋や天幕などの性能はかなりよい。だが、多少寝心地がよいとはいえ、寝袋は所詮寝袋だ。地面の上で一晩寝れば体温も奪われるし、筋肉もがちがちになってしまうことは少なくない。

　それに比べれば、藁の山で寝られるなど、宿屋のベッドの寝心地に等しいというものだ。

「そうですにゃ～。ここは居心地のよさそうな場所ですにゃ」

　大きな倉庫の中を調べて、窓や裏口の位置を確認してきたアカツキが頷く。木造の建物だが、壁には漆喰しつくいのような粘土が塗りつけてあり、すきま風もない。屋内はひんやりと乾燥して、清潔な匂いもしている。

　屋根に穴を開けよとばかりに豪雨が降ってきている今、この開拓村にたどり着けたのは相当なラッキーだといえるだろう。

「どこか火を熾せるところはないですかにゃ」

「にゃん太さん。あっちにかまどがありましたよっ」

　早速晩ご飯の心配をしはじめたにゃん太を、セララが引っ張ってゆく。そちらは任せたとばかりに、直継とアカツキはふたりで藁の山を崩しはじめた。おそらく５人分の寝床を作るつもりなのだろう。




「おい、なんだよそのちいせぇ寝床は。ハムスター用かよ」

「うるさいバカ直継。あっちの端っこに寝床作れ」

　ふたりがじゃれ合う声を聞きながら苦笑しているシロエに、先ほどの老人が話しかけてくる。

「旅人さんたちは、ツクバの街からですか？　〈冒険者〉のみなさんでしょうか？」

「ええ、はい。〈冒険者〉です。もっともアキバの街へと向かっている最中ですけれどね」

　シロエは感じのよい老人に答える。〈冒険者〉というのは、ノンプレイヤーキャラクターがプレイヤーのことを指し示すときに用いる言葉だ。

「どうですか？」

「これはありがたい……。お茶……ですか？」

　シロエは鞄から取り出したにゃん太特製の甘い茶をブリキのカップに注いで老人に手渡す。自分は水筒の蓋に注ぐと、手近にあった木こ挽びき台だいに腰をかけた。

　老人は丸太で作った椅子を引きずってくると、シロエの近くに場所を定めて腰を下ろす。

「どうです？　なかなかいけませんか？」

　はじめて味わったのか、びっくりしたようにその甘くてほろ苦い茶を飲む老人にシロエは微笑みかける。老人は、これは素晴らしいと相好を崩した。

「なんだよ。丁寧に作ってるじゃないか」

「これは主君のだ。当たり前だ」

「ふーん。そうなのかぁ。人間サイズの寝床を作るの大変だろう？」

「バカにするな。スケベ人間」

　なおも小競り合いを続けながら寝所を整えるアカツキと直継。その声をＢＧＭにシロエと老人はゆっくりとお茶を飲む。ひさしの外の街路はぬかるみはじめているが、老人が動じていないところを見ると、この程度の降雨はさほど珍しくないらしい。

「元気のよいお仲間ですなぁ」

「そうですね。お恥ずかしいです」

「いやいや、旅暮らしにはそれくらいの元気が必要ですよ。〈冒険者〉のみなさんであれば、それも当然です」




　プレイヤーの間では〈大災害〉後、もっとも影響を受けた事象のひとつがノンプレイヤーキャラクターの変質だといわれている。

　ゲームとしての〈エルダー・テイル〉におけるノンプレイヤーキャラクターというのは、他のあらゆるゲームと同じように人格をもった存在ではなかった。できの悪い家庭用ＲＰＧよりはずっとキャラクターとして高性能だし、簡単な質問にならば答えてくれたが、それもあらかじめ定められたキーワードに反応するようなレベルの人工知能であり、プログラム仕掛けの自動人形でしかなかったのだ。

　だが〈大災害〉後の異世界において、ノンプレイヤーキャラクターはほとんど完全な人間に見える。〈ブリガンティア〉のメンバーはそう思っていなかったのかもしれないが、少なくともシロエにはそう思えた。

　彼らは考え、呼吸をし、食事もとり、生きている。

　こうやって一緒にお茶を飲むこともできるし、さまざまなことを話し合うこともできる。ひとりひとりが名前をもち、記憶をもっている。

　彼らは人間ではないが、だからといってモンスターでもない。この世界の構成要素のひとつなのだろう。




　シロエと直継、アカツキの３人は、〈大災害〉以降、アキバの街には長期滞在をしていない。郊外での連携修練に重きを置いていたからだ。そして、アキバの街は〈冒険者〉のスタートタウンであるために、同規模の街としては比較的ノンプレイヤーキャラクターが少ない。

　それゆえに、シロエには今までノンプレイヤーキャラクターと余り親しく接する機会がなかったのだ。しかし、こうやって話していると、これがゲームのキャラクターだと思うことは難しかったし、話せば話すほど同じ人間という感覚しかもてない。




「わたしたち〈大地人〉は旅をあまりしませんからなぁ」

　老人は好々爺然と目を細めて、アカツキを見ながらそんなことをいう。

〈大地人〉という言葉は、たとえば人間やエルフ、ドワーフなどといった種族を表す言葉ではない。プレイヤーである〈冒険者〉に対して、ノンプレイヤーキャラクターが自分たちを指して呼ぶ言葉である。

　これらの呼称はゲームとして〈エルダー・テイル〉が稼働している時代からあったが、その頃は〈大地人〉などという呼び方をしているプレイヤーはいなかった。自分たちはプレイヤー。機械仕掛けの登場人物はノンプレイヤーキャラクター。それですんでいたのだ。

　しかし、今となっては違う。

「〈大地人〉ですか──」

「ええ、この村はよいところですし、困ることはあまりありません」

　彼らがプレイヤーを〈冒険者〉と呼ぶとき、そこには大きな畏怖が表されている。彼らにすれば、プレイヤーというのは自分たちとは異なる文化をもち、根本的な能力の違いをもった存在である。

〈冒険者〉は戦闘を繰り返すことによりどんどん成長し、その初期段階と比べて数十倍から数百倍の戦闘能力を手に入れることができる。そのうえ致命傷を負っても完全には消滅せず、大神殿へと戻って復活をとげる無限の魂をもち、世界各地に残る遺跡へ赴きジャイアントやアンデッド、ドラゴンという恐るべき脅威を秘めたモンスターとさえ戦いを行ない勝利を収める。

　そういう超越的な存在を指して、彼らは〈冒険者〉と呼んでいるのだ。

〈大地人〉というのは、そのような戦闘能力をもたず、身体が傷つけば倒れ、死んでしまえば復活することもできない、「この世界の普通の人間」を指す言葉だ。

　もちろん一部のノンプレイヤーキャラクターはゲームの仕様上、プレイヤーと同じ、時には凌りよう駕がするほどの能力が与えられている場合もある。そのような存在は〈大地人〉からは、自分たちとも〈冒険者〉とも違う生物として、〈古来種〉と呼ばれている。




〈大地人〉は、その区分方法によればもっとも力のない存在だ。もし〈冒険者〉がその気になれば、一方的に命や財産を奪われる対象となる。

〈大災害〉以降の人口爆発を受けて、〈大地人〉はその数を５～10倍に増やしたようだが、戦闘能力で見ればその格差は致命的だ。

　だがシロエの見る限り、彼らにはそのことに対する怨えん嗟さも悲嘆もないように見える。彼らにとってはそれが自然で、生まれ育ったこの世界そのものが「そういう世界」としてはじめからあったせいなのだろう。

（〈大地人〉って名前からして、もうそうだよな……。地面と一緒に生きてるんだもん。なんか、敵かなわない感じだ……）

　老人と言葉少なく、ぽつりぽつりそんな話をしていると、しみじみとそう感じる。この世界にはどれほどの〈大地人〉がいるのか？　このような村落は、おそらくこの〈アーブ高地〉だけでも１００はくだらないと思える。

（考えてみれば、僕は〈大地人〉のことなんてろくに知らないんじゃないか？　〈大地人〉が普段なにを食べて、なにをしているのかもよく知らないし……。それってなにかすごく……）

　言葉にならない違和感に急かされて、老人に尋ねようとしたシロエに、朗ほがらかな声が背後からかけられた。




「シロエち。朗報があるにゃ！」

　にゃん太が軽い足取りで近づいて来る。じゃれるように傍らで弾んでいるセララの笑顔からすれば、彼女はその朗報の中身をすでに知っているらしかった。

「どしたの？」

「ご近所を何軒かまわってみたのにゃ。話をしたら、食料を売ってくれたのにゃー」

「すごいんですよ！　ミルクでしょ。チーズでしょ？　ソーセージもあるしベーコンもあるし、それに卵っ！　卵もあるんですよっ！　お砂糖はススキノで買ってあるから、クッキーが作れますよ！」

「キャベツとジャガイモも手に入れたのにゃ～」

　ふたりは手柄顔で戦利品を見せてくれる。それだけの食材があれば、アキバの街までは狩りをしなくても余裕でもたせることができそうだった。

「いいんですか？」

　一応シロエが老人に尋ねると、彼はもちろんだと頷いた。

「この春は天候がよくて家畜たちも増えましたからな。村の衆も、多少の金貨を得られてかえってありがたいでしょう。……おおそうだ。ベリーの樽漬けがありますよ？　よろしかったらそちらも買いませんか？」

　思いついたように付け加える老人。彼もまた「多少の金貨」が手に入れば喜ぶに違いない。

「喜んで」

　シロエは案内をする〈大地人〉の老人について歩き出した。




　　▼６




　トウヤは頰についた泥を左手で乱暴に拭った。

　戦闘用の籠こ手ては獣皮と鋼の針金で作られているために、擦られた頰はひりひりと痛んだが、それぐらいの方が丁度よかった。

　痛いくらいの方がにじむ涙をこぼさずにすむ。

「早くしろっ。もたもたするなっ！」

　パーティーリーダーが耳障りな声で怒鳴る。

　今日も戦列が崩壊したことが不満でならないらしい。

　その気持ちはわかる。トウヤのクラスは〈武士サムライ〉。戦士系３職のひとつであり、その役割は壁役だ。

　壁役とは、前線で戦列を支える役割を指す。すべてのパーティーには、この壁役が一名以上いて、怪物の攻撃を引き受けて、支えるのだ。そうすれば、攻撃役は、怪物たちの攻撃を気にかけず、自由な場所から、その能力を生かした攻撃を安全に行なうことができる。

　そのために必要な要素はふたつ。第一に死なないこと。壁役が死んでしまっては、モンスターの攻撃を引き受ける担当がいなくなって、防御力の弱い魔術師や、回復役へと被害が広がる。そうなれば、戦線崩壊だ。第二に、敵の攻撃を自分ひとりに引きつけ、他のパーティーメンバーの安全を確保すること。自分が生き残っていても、モンスターの攻撃を引きつけないと、結局は仲間たちが被害に遭ってしまう。やはり戦線の崩壊だ。

（シロエ兄ちゃんに稽古つけてもらったから、基本は理解できるけど……）

　基本が理解できていたからといって、理解と実践は異なる。

　確かに戦列を支えるのは壁役の責務だ。存在意義といってもよい。トウヤにしたってむざむざパーティーを危険にさらしたくはない。しかし、それはパーティーの仲間の支援なしには成立しない。

　壁役が死なずに前線を支え続けるためには、後列から回復支援してもらう必要がある。防御力に優れた戦士職だとて、モンスターの攻撃を受け続ければやがて倒れる。それを避けるためには、後列からの断続的な回復支援が必要だ。そして同時に、回復役が周辺の敵を気にすることなく回復に専念できるように戦士職はモンスターを引き受けなければならない。

　このふたつはコインの表裏であって、どちらが欠けても前線の戦士職であるトウヤは倒れて──ひいては戦列が崩壊してしまう。

　さらに敵を引きつけるためには、パーティーの誰よりも、敵の敵ヘ愾イ心トを煽り、自分を注視させなければならない。戦士職は敵の意識を集中させ、自分に攻撃を集めるための特技を数多くもっている。多くはタウントと呼ばれる挑発技だ。ある種の精神操作ともいえるこれらの特技で、戦士職は敵の意識野から自分以外の存在を消失させる。




　──引きつけたあとは、度胸と冷静さ、そして仲間のヒールを信じる意志の強さの問題だ。トウヤはミノリのこと信じているんだから、簡単だろう？

（シロエ兄ちゃんはいってたけど……。それだけじゃ、だめだよ……）

　通常、戦士職の挑発特技は、敵と味方がおおむね同じ程度の実力であれば、なんの問題もなく機能する。しかし、自分以外の味方のレベルが壁役より著しく高かったり、攻撃が激しすぎる場合はこの限りではない。

　つまり、前線で敵を引きつけるはずの戦士よりも、攻撃役、もしくは回復役の方が敵から見て〝脅威〟であると判断されてしまうのだ。

　トウヤの現在のパーティーがこのケースだといえた。

　リーダーを任された男のレベルは46。〈エルダー・テイル〉ではちょうどまん中あたりのレベルに当たる。トウヤから見れば２倍のレベルをもっているのだ。

〈召サ喚モ術ナ師ー〉である彼の攻撃力に対して、トウヤの前線掌握能力は致命的に不足している。敵モンスターから見た場合、前線を支えるトウヤよりも、〈召サ喚モ術ナ師ー〉の方が脅威だと判断されてしまうのだ。

　当然彼の過剰な攻撃は敵モンスターの怒りを引き起こし、攻撃はトウヤではなく彼に向かうことになる。しかし、リーダーの〈召サ喚モ術ナ師ー〉は、２倍のレベルをもっていても、その防御能力はトウヤに劣る程度のものでしかない。

　また、敵の攻撃がトウヤとリーダーに分散しているような状況では、回復役の意識も分断されてしまう。パーティーから攻撃を受ける被害者がふたりも出れば、回復量は分散して、最悪の場合、「どちらの回復も必要に足りない」という事態を引き起こす。

　さらに足並みが乱れれば、事前に組んだフォーメーションは乱れ、攻撃担当者はどの敵から撃破すれば事態を収拾できるか判断をつけられなくなるのだ。予定どおりトウヤの戦っている正面の敵を一体ずつ倒せばよいのか、それともリーダーの〈召サ喚モ術ナ師ー〉を救うため、群がる敵に目標を変えるべきなのか？　そのように攻撃担当者の意志が乱れれば、攻撃力の集中も各個撃破もままならない。




　結果として、戦闘は長引き、ただでさえ崩れた戦列がさらに傷口を広げることになる。──悪循環の完成だ。

（だからシロエ兄ちゃんは「師範システム」を使ってたんだなぁ。まともにやったら自分の方にモンスターが来ちゃうから……）

　トウヤは最近やっとそのことに思い至った。

　シロエがけっして伊だ達てや酔狂で、あるいは同情で自分たちのレベルに合わせてくれていたわけではなく、そのことによって集団戦闘の基礎を仕込んでくれていたということに。

　そこへいくと、今のリーダーである〈召サ喚モ術ナ師ー〉は違う。

　今日の狩り場の対象モンスターのレベルは25。トウヤを初め、初心者組からすれば格上で、相手をするのはいっぱいいっぱいのモンスターであるリザードマンだった。

　しかし、リーダーにとっては自分よりも10レベル以上下の雑ざ魚こモンスターなのだ。そのような雑魚にちんたら戦うのが耐えられない。──俺がお前たちに合わせるんではなく、お前たちが俺に合わせるのが筋合いだ。彼ははっきりとトウヤたちにそういった。

　そもそも彼にしてみれば、ギルドマスターに押しつけられた子守りにすぎないのだ。採取や稼ぎのノルマが果たせなければ、彼自身もギルド上層部からなんらかの注意を受けるのだろう。

　彼にすれば、トウヤたちは「足手まとい」だ。

　暗あん紅こく色しよくのローブを纏まとったリーダーは、苛立ちを隠そうともしなかった。

　仲間たちは一様にくたびれ果てて、虚うつろで精気のない瞳をしている。

　今日は仲間のうち４人が死んだ。そのたびに大神殿からの再出発になるのがリーダーの苛立ちをさらに募らせるらしい。

　しかしそれでも自らのやり方を改めないのだ。いっそ「師範システム」を使ってトウヤたち新人組と同じようなレベルにあわせれば、戦闘連携のバランスが取れるはずなのだが、彼は、自分がレベルを落とすという発想に我慢できないようだった。「そんなことをすればただでさえペースの遅い戦闘がさらに遅くなって、ノルマが達成できない」と怒鳴り散らす。

　アキバの街の路地裏、なんでもない小道なのによろめいた〈吟遊詩人バ　ー　ド〉の仲間が倒れそうになる。

「……ごめんね。……なんか、ふらついて」

　支えたトウヤにその少女は謝罪する。彼女の瞳の中には疲れ切って澱よどんだような濁にごりしか見ることはできない。

「もうちょいだ。がんばろーぜ」

　トウヤはそんな少女に肩を貸しながら励ました。トウヤよりさらに１、２レベル低いはずの〈吟遊詩人バ　ー　ド〉の体重は軽く、汗と垢にまみれたマントのすえた臭いが鼻をついた。それは自分も一緒だろう。身体を洗うような暇も余裕も、与えられてはいない。

（女の人ならつらいのかもしれないけど……）

　横目で見た少女は、もう自らのみすぼらしさを気にする余裕もないようだ。唇の形だけで小さく歩数を数えているのは、そうして気をそらしていないと、疲労のあまり倒れてしまうからだろう。

　トウヤは唇を嚙む。

　なんでこうなってしまったのだろう。考え飽きたはずの疑念が、疲労と怒りで混沌とした心の中を、出口も見出せずにどろどろと駆けまわる。




　パーティーはリーダーの先導で中央広場までやってくると、隊たい伍ごを整えさせられる。リーダーは口を歪ゆがめてトウヤたちを睨にらむと、ひとりひとりから今日の狩りで得た素材アイテムを回収してゆく。

　いくらギルドホールがあるとはいっても、アイテムを無制限に貯蔵できるわけではない。中途半端で要らないアイテムは、狩りの直後にマーケットに販売してしまうのが〈ハーメルン〉のやり方だった。

「ずいぶんため込んだなぁ、トウヤ」

　粘つくような声でリーダーが絡む。トウヤはレベルが低いとはいえ、戦士職だ。他の職業より当然筋力は高く、多くの荷物をもてる。仲間の疲労を少しでも軽減しようとした結果にすぎない。

「がんばって運びました」

　そんなことはリーダーだってわかっているはずだ。トウヤは視線を合わせずに答える。殴りかかりたい気持ちがわき上がるが、ここはすでに戦闘行為禁止区域だ。そして仲間たちはもう体力の限界を迎えようとしている。こんなところでいざこざを起こして、わずかな休息の時間を減らしたくはない。

「ふんっ」

　そんなトウヤをバカにしたように鼻を鳴らしたリーダーは、回収したアイテムをすべてマーケットに流す。

「お前たちの実力じゃこの二束三文のアイテムを集めるのがせいぜいってことだな。ま、それでも食くい扶ぶ持ちを支給されるってのはありがたいことだ。〝ポット〟があるおかげともいえるけどな」

　トウヤの奥歯が意識しないままにギリリと鳴る。

　ミノリが。

　姉がギルドホールに軟禁されていなければ、こんなしたり顔をした小悪党に好き勝手なことをいわせてはおかなかったのに。自分でも視線に敵意がこもり、重油のような怒りがわき上がってくるのがわかる。トウヤはそれを悟られないように、土埃にまみれた街並みに視線を逸らす。

　リーダーは所詮中間管理職にすぎない。

（こんなクズ野郎。切ったら俺の刀が汚れるって。……だけど、こんなのがいつまで続くんだ。なんでこんなことになっちまったんだよ。……ポットなんて俺たちは要らない。そんなのはちっともほしくない。だからほしいならほしいだけくれてやる。でもミノリだってもう限界なんだ。こんなギルドに入りさえしなければ……）




「──だいま帰りました。はい、ありがとうね。うん……大丈夫」

　トウヤの灰色に煙っていた視界に突然真っ白い光が差してきた。

　それはわずか１ヶ月足らずの間になつかしくなってしまった声。忘れかけていたシロエの少し困ったような、思慮深い話し方。

　弾かれたように顔を上げて、広場に視線を走らせる。

　マーケット、違う。

　露天商、違う。

　鍛冶屋、違う。

　武器屋、防具屋、酒場、宿屋……そこにあるべき顔を探して、探して……絶望しかける。トウヤはこの声の持ち主の顔を知らないのだ。

　この声を聞いたのは、ボイス・チャット越しでしかない。〈大災害〉が起きたあとのシロエの顔を、トウヤは知らない。トウヤはそれに気が付くと、胸を押しつぶされたような感覚に襲われる。

　しかし、広場と大通りを結ぶアーチ状の門から十数人の騒がしい集団が入ってくると、そこにトウヤの瞳は吸い寄せられた。いかにも長旅から帰ったかのような小集団を、何人もの街住みギルドの連中が囲んでいる。

　その中心部にいるにもかかわらず、浮かれたところのない、ちょっと困ったような表情の青年は、シロエだった。

「大丈夫やって！　うちらの仲間の〈料理人〉だってその話聞いてからすごいんやて。もうな、毎日試食の嵐やね。英語にするとストームやねっ。シロ坊たち帰ってくるっていうたららんらんるーでパーティー大準備やもんっ」

「うっわ、ご馳走かよ。期待祭りだぜっ」

「それは素晴らしいですにゃー」

「そんなに大げさにしなくてもいいのに。マリ姐」

　もどかしく感じるほどに慌てて脳内メニューを開くトウヤ。目の前の人物の名前を確かめるために、カーソルを当てて名前と所属ギルド表示を呼び出す。ギルド、未所属。名称、シロエ。職業、〈付与術師エンチヤンター〉。

　それは〈大災害〉が起きるまでのほんのわずかな期間、トウヤとミノリと共にすごし、ゲームの基本を仕込んでくれた熟練のプレイヤー。今でもトウヤと姉の間では「兄ちゃん」と呼ばれる青年だった。




「にいちゃ──」

　しかしトウヤが張り上げようとした声は、途中でせき止められたように凍り付く。

　シロエがこっちを向いたような気がしたのだ。

　それは錯覚かもしれなかったが、こちらを向いたシロエの中に、トウヤは以前よりもずっと逞しくなったなにかを感じた。

　シロエもまた、〈大災害〉後のこの世界を「生きて」いる。

　それを感じた瞬間、驚愕したトウヤは言葉を凍らせてしまった。

　世界は変わった。

　あの〈大災害〉によって不可逆で決定的な変更を受けてしまった。夢見がちな少年や少女なら必ず一度や二度は夢想する、異世界召喚。しかも、ゲームの世界が現実化するという英雄物語のような出来事。

　しかし、それは蓋を開けてみれば灰色の牢獄だった。

　〝初心者を助けるためのギルド〟──そんな言葉に引っかかってしまったトウヤとミノリが悪かったのかもしれない。しかし、それを差し引いたとしても、この世界は「持つ者」が強大な世界なのだとトウヤは思う。

　金、アイテム、経験値。すべてのリソースは、そのリソースが集まる者にその恩恵を与える。金貨をもつ者はより多くの金貨を得、アイテムを多くもつ者はより多くのアイテムを得る。そして多くの経験値──すなわち高レベルプレイヤーはより強い敵と戦い、より一層の実力を得ていく。それがこの弱肉強食世界の真理だ。

「持つ者」はさらに能力を手に入れ、「持たざる者」は永遠の後発者として、「持つ者」の背中を眺めるしかない。それが〈エルダー・テイル〉の世界──オンラインゲームの世界の真相の一端ではある。現実になってしまったゲームは、その残酷な真理を一層明確にさせ、しかももはやゲームではないために、離脱を許さない。

　トウヤのまだ幼いともいえる思考回路では、明確な言葉にして、その真理を説明はできなかったが、それでも、その幼さゆえに真理の実体を鋭敏に嗅ぎ取ってもいた。

　同じであるということを。

　ありとあらゆる世界のありとあらゆる場所において、それは本質的な摂理なのだ。適者生存を許容するならば、強者と弱者が存在することは正しい。ゲームだから弱者に厳しいのではない。元の世界だってそうだったではないか。露骨な搾取や差別は確かに禁止されていた。しかしだからといってそれらがなかったわけではない。

　それをトウヤは知っている。

　動かない両足で知ったのだ。

　トウヤもミノリも、初心者プレイヤーだ。

　初心者プレイヤーは戦力が低く、世界に対する知識も少ないうえに、財産ももっていない。その意味するところは、無力であるということだ。

　無力である、子供であるということについて、自分ほどそれに詳しい人間はいないと、トウヤはかみ締めた唇の鉄の味とともに思う。

　──弱い者には己を守る力がない。そして弱い者をただ救済してくれるような奇跡はどの世界にもありはしないのだった。

　トウヤが飲み込んだ言葉は、「助けてくれ」だったのか、「救ってくれ」だったのか。断ち切られた今、それはトウヤ自身にもわからない。

　トウヤの意識の中でシロエはゲームの達人だった。誰よりもこの〈エルダー・テイル〉に詳しいように見えていた。シロエであればどんな苦境からも自分たちを救ってくれると思っていたのかもしれない。

　しかし、なんでそんなことがいえるのか。

〈大災害〉が起きる前、〈エルダー・テイル〉がただのゲームでしかなかったときに、１週間かそこら遊んでくれただけの、ただの知り合いに、自分は救いを求める権利があるのか。

　たとえていえば、破産者、借金をもった人間。そんな人間がいたとして、家族でもない他人にいきなり助けを求められるはずがない。〝現実〟であるというのは、そういうことだ。トウヤだって、そのくらいのことはわかる。

　シロエでさえもこの世界で生き抜くために代償をはらっているに違いないというのに。

　甘えて許されるはずがない。

　トウヤはそう考えると握りしめていた拳を降ろした。

　いつの間にか広場には、細かい雨が降り出していた。


































　　▼１




　ギルド──〈冒険者〉たちが作る任意の規模のコミュニティは、〈エルダー・テイル〉においてもプレイヤー交流の中心的役割を果たすシステムだった。ギルドはふたり以上のギルド未所属プレイヤーが所属して作られる永続的な関係で、同じギルドに所属している〈冒険者〉は、共同の貸金庫や、専用の通話機能が使えるなど、さまざまな特典がある。

　そんな特典のひとつがギルドホールであり、これはギルドが所有または借り受けることができるゾーンを指す。

　たとえば、このアキバの街のギルド会館におかれたギルドホールには大きく分けて４つのランクがあり、それぞれ３部屋、７部屋、15部屋、31部屋となっている。自分たちのギルドに見合った大きさのギルドホールをもつのは〈エルダー・テイル〉において常識だった。個人の銀行貸金庫には置ききれないさまざまなアイテムも保管できるし、アイテム製作をするための設備をおくこともできる。

　巨大なギルドになると、ギルド会館ではなく、外部のビルを丸ごとひとつ使用するなどしている例もある。

〈エルダー・テイル〉の世界は実際の地球の未来の姿ではないかといわれており、〈ハーフガイア・プロジェクト〉により再現された秋葉原／アキバの街には、数多くの廃墟が存在する。そんな廃墟の多くは無人で、かなりの金額が必要とはいえ、ギルドや個人が購入あるいは賃借できるのだ。

　こういった購入可能なゾーンは、購入者が設定画面で指定することにより、アイテムを置いておくこともできれば、戦闘行為の許可や、そのゾーンへの出入りをユーザーごとに許諾設定するなどのカスタマイズも可能だった。

　巨大ギルドは、そういったビルなどを丸ごとひとつ購入して本部にあてるのである。

〈三み日か月づき同盟どうめい〉のギルドホールは、アキバの街のギルド会館でいうＢランク。７つの部屋をもっている。

　けっして広大というわけではないが、この規模のギルドにしては十分な設備──４つの部屋とひとつの作業場、ひとつの倉庫、そして中規模の会議室をもっていて、マリエールにいわせると「使い勝手がよい」。

　だが、その会議室でさえ、せいぜい15人も入ればいっぱいで、とてもではないがシロエたちを含めた30人以上の宴会を催せるようなサイズではない。

　そのためにマリエールらギルドのメンバーは、セララ帰還のこのパーティーに際して、ギルドホールの倉庫以外の部屋すべてを飾り付けていた。

　部屋のあちこちには心ばかりの生花が飾られ、普段は小物作りや作業に使われているテーブルには清潔なクロスがかけられていた。ギルドホールは隅々まで綺麗に掃き清められ、部屋によっては車座になって歓談ができるように、背の低い籐のテーブルや多くのクッションが用意されている。廊下にさえも臨時の籐椅子が並べられているほどだったのだ。

　それらはけっして高価なものではなく、〈三日月同盟〉に所属する生産職人たちが、自分たちの作れる精一杯のものを作り、持ち寄った成果であるらしかった。

　セララを救出したシロエたちが街に帰還すると、街外れまで迎えにきていたマリエールたちは大喜びでギルドホールに迎え入れてくれた。念話機能で毎日のように連絡を取っていたから、シロエたちが帰りつくのは数日前から〈三日月同盟〉のメンバーにはすっかりわかっていたのだ。

　同じく念話での連絡によってにゃん太から〝本物の料理〟の秘訣を聞かされた〈三日月同盟〉の〈料理人〉は、その数日の間に多くの食材を組み合わせて、パーティー用の料理を作り上げていた。

　マリエールの話によれば、伝えられたまったく新しい料理の仕方、すなわち〈料理人〉がアイテム作成メニューを使用せずに直接料理を作る方法に慣れるために、〈三日月同盟〉の〈料理人〉はそれこそ寝る間も惜しんで多くの料理を作りに作ったのだそうだ。

　その試食でさえも、今までの単調で気の滅入るような食料しか与えられなかった〈三日月同盟〉の仲間には大好評で、セララの帰還と共に、大きな喜びになっているとのことだった。

　もっともこの新しい調理術にも問題がないわけではない。

　まず、新しい手法では実際に時間をかけて調理をする必要がある。いままでのアイテム作成メニューを使用した調理では、煮込み料理であろうが漬け物であろうが10秒で完成したが、新手法では煮込み料理には煮込むだけの、発酵調理には発酵するだけの時間がしっかりとかかってしまう。

　また、アイテム作成メニューから作る場合、必要とされる素材は多くて５種類程度に制限されていた。細かい調味料や油、副次的な材料などはゲームとしての利便性から省略されていたのだろう。しかし、新しい手法では、用意しなかった素材は、ごく当たり前だが完成品にも入っていない。肉とジャガイモとタマネギと香辛料だけで作ったカレーには、にんじんは入っていないのだ。

　ある程度以上に難しい料理を作成しようとすると、調理スキルの判定が行なわれるらしいこともわかった。調理スキルが求められる基準に達していないと、どのような材料を使っていようが、その料理は失敗し、黒こげの奇妙な物体か、スライム状の粘塊になってしまう。全体的な傾向として、揚げたり、ローストしたり、蒸したりといった特殊な調理技術を用いると、必要とされる調理スキルの値は高くなるようだが、詳細はまだつかみ切れてはいない。

　さらにより根源的な問題点もあった。

　今までは、同じ材料を使い、アイテム作成メニューから同じ目的アイテムを選択さえすれば、誰が作ってもまったく同じ食料アイテムを作り出すことができた。もちろん見かけも同じだし、味も（湿った煎餅という固有のそれではあるが）同じものだ。

　しかし新しい手法では、アイテム作成メニューを使用しないために、同じレベルやスキル値をもった〈料理人〉同士であろうと、出来上がった料理の質には大きく開きがある。調理スキルが高かろうと、実際に調理をするのはそのプレイヤー本人なのだ。調理スキルは「どれくらい難しい料理を作ることが許可されているか」という上限を表す数字となり、「どんな料理を作れるか？」を表すものではなくなったといえる。

　このように、制約の多い新しい手法であったが、だからといって価値がないわけではなかった。いや、むしろ莫大な価値のある発見だったといえるだろう。時間がかかることも、さまざまな材料が必要なことも、作る人によって味が違うことも、元の地球における調理の常識からすれば、むしろ当たり前なのである。

　なにより、シロエたちと同様〈三日月同盟〉のメンバーたちも、あの味気のない工場生産の栄養バーにも似た食料アイテムには飽き飽きしていた。

「いっやー。自分たち、食料アイテムに調教されてすっかり見失ってましたよ。餌と食事は違うんス！　俺たちがいま食ってるこれが食事っていうもんス！」

　宴の最中〈三日月同盟〉の若い魔術師がいったとおり、おいしい料理にありついてはじめて、自分たちがいかにひどい食生活を送っていたかを悟るという状態であった。

　慌ただしい料理の支度と飾り付けが終わり、シロエたちがメインゲストとして招かれたギルドホールはすっかりお祭りの雰囲気だった。

　シロエたちは会議室に作られた大テーブルに案内されて「もう１時間もすれば料理もすっかり出来上がるから！」とまずは食前酒を出された。旅装をほどいたシロエと仲間たちはそれぞれに歓待を受ける。

　もてなされるシロエたちもだが、もてなす〈三日月同盟〉のメンバーにとっても、それは楽しい宴だった。こんなにも豪華で華やかで、しかもおいしい料理に満ちた大騒ぎは、あの〈大災害〉以降はじめてだったのだ。

「今日はお祝いやから！　飲んで食べて騒いでや！」

〈大災害〉からの日々に気落ちしていたメンバーにとって、マリエールの明るい宣言はなによりの励ましとして響いた。




　しばらくは感謝の言葉で埋め尽くされていた会議室だが、にゃん太は「ちょっと見てきますにゃ」などといい残すと立ち上がる。セララは慌ててそのにゃん太についていく。微笑ましい様子のふたりは、あとから聞いたところによれば、作業場すべてを占領している臨時厨房にいって、〈三日月同盟〉の〈料理人〉と一緒になって激戦区の古参兵のように料理にいそしんでいたらしい。

　新しい料理手法を用いようとすれば、アイテム作成メニューに登録された食料アイテムの一覧は役に立たない。〈料理人〉はその〈料理人〉が知っている料理と料理方法しか実践することはできないのだ。こればかりは、現実世界でどんな料理をしたことがあるかに大きく左右される。

　そこで、にゃん太と〈三日月同盟〉の〈料理人〉は、お互いの料理の知識を披露し合って、知っているレシピを分かち合い、より一層の彩りを宴会のご馳走に加えるのだった。

　会議室以外の部屋でも、会議室には入りきれなかった〈三日月同盟〉のメンバーが思い思いに陣取って酒盛りしている。

　料理は次から次へと運ばれてきた。

　鶏の揚げ物、トマトのたっぷり入ったオムレツ、コーンとレタスのサラダに、サフラン入りのシーフードパエリア、ナンに似た無発酵パンに、香辛料をぴりりときかせた羊肉のスープ。岩塩とハーブをきかせた鹿肉のロースト。大皿に盛られた色とりどりの果物に、カスタードに似たクリームをたっぷりとかけた薄焼きのビスケット。

　そんな料理の大皿をもって、セララはあちこちの部屋を廻っては給仕して歩いた。セララはどの部屋でも「せっかく無事に戻ってきたセララを祝うための宴なのだから、ゆっくり座って楽しめばいいのに」といわれていた。でも、そんな言葉には笑って「自分を助けてくれたみなさんへの恩返しですから」と返し、まめまめしく給仕してまわるのだった。

　そんな様子のセララはいじらしくて、〈三日月同盟〉の中に大いにファンを増やし、それならせめてと、どの部屋でも乾杯に付き合わされて、すっかり酔ってしまったようだ。




　シロエたちの仲間も、あちこちで引っ張りだこだった。

　直継なおつぐは若手のプレイヤーに囲まれて、戦闘談義をしている。

〈三日月同盟〉はまだ若いギルドだ。90レベルになっているのはマリエールを初め数人しかいない。そのマリエールたちも90レベルになっただけで「その先」を見たわけではない。

「つまり、レベルってのは仲間と揃ってればそれでいいいんだって。大切なのはレベルじゃなくて、レベルの先にあるものだなっ」

「レベルの先……奥おう義ぎですかっ？」

　串焼きにした甘辛い鶏肉にかぶりついた直継に、酒に酔ったのか赤い顔をした〈盗剣士スワツシユバツクラー〉の小竜しようりゆうが尋ねる。小竜は、〈三日月同盟〉では戦闘や狩りの取りまとめをしている若手で、直継とも何回も出掛けていた。彼からすれば、直継は英傑に見えるのだろう。

「ふむ。それは──おぱんつだっ!!」

　直継の力強い宣言に、部屋の中の誰もが一瞬あっけにとられて、なんとも気まずい空気になった。さすがの小竜も「なにをいってるんだ、この人は」という表情になってしまう。

　その空気については、直継もまずいと思ったのか、なんども咳払いをしたあとにごまかすように続ける。

「あー。いまのはツカミだ。小粋なジョークだ。……えーっと、なんだ？　レベルに頼った戦い方をしている限り、敵に負けた理由は〝レベルが足りなかった〟ってことになるだろ？　そのまま最高レベルになったらどうなる？　最高レベルになっても勝てない相手には、永久に勝てないってことだよな。だってもうレベルを上げることはできないんだから。そうなったら最後、大絶賛絶望もう勝てない祭りだぜっ。そうならないためには、勝つための工夫と仲間との連携だな。このふたつがなければ、結局はどこかで負ける。レベルが上がりきったあとに気が付いたとしてももう遅い。１回も仲間と力を合わせたことのないヤツが、敵に勝てないからってすぐさま連携行動なんて取れるわけがない。逆にいえば、連携だの工夫だのなんて、どんな低レベルだってできる。そしたら、もうあとは最強一直線だぜっ。『他にできることはないか？』って問い続けるのが重要だ。うちのシロエなんてその道の大家だぞ。なんせ〝腹ぐろ眼鏡〟だからな。勝つためだったらどんなせこい手でも使うんだぜ！」

　今度の演説はそれなりに感銘を与えたようだ。

　もっとも、シロエが聞いていたならば、「僕をオチに使わないでよ」とコメントしただろうが。

　そのあとは、じゃぁこんな敵と戦うときの工夫はどうするのか、こんな状況ならどうするのか──さまざまに話は盛り上がった。良くも悪くも、この世界にいるプレイヤーはゲーマーで、異世界に飛ばされたとしても、魂に活気さえ取り戻せば向学心はあったのだ。




　一方、アカツキは一室に監禁されていた。

〈三日月同盟〉の女性が使っている部屋のひとつである。

　ポプリや鏡台が飾られた部屋は、シンプルではあるが清潔感があってどことなく華やかだ。その部屋の中でアカツキは５人の女性に囲まれている。

「さ、アカツキちゃん。そろそろ覚悟の時間ですわ」

「拒否する」

　いつもの少し不機嫌そうに見えるほど生真面目な表情のアカツキは、それでも視線を左右に走らせて逃げ場を探すが、完全に包囲されていてその隙は見あたらない。

「そんなに怖がらないで、優しくしてさしあげますから」

「それは悪役の台詞だと自覚しろっ」

　女性たちのリーダー格、明るい蜂蜜色の巻き毛が優美な〈吟遊詩人バ　ー　ド〉のヘンリエッタが両手をわきわきさせて迫ってくるのが怖くて、アカツキは１歩下がる。しかし、その結果、背後にいた長身の女性に抱きしめられてしまった。

「小さくて可愛ゆいっ」

「小さいゆうな。わたしの方が年上だ、たぶんっ」

〈三日月同盟〉のギルドマスターはマリエール。

　女性が代表を務めるギルドというのは、なかなかに珍しい。そのために〈三日月同盟〉には他のギルドと比べて割合多めの女性が集まっている。その中にはギルドの会計を取り仕切っているヘンリエッタ──この〈吟遊詩人バ　ー　ド〉の女性のように可愛いものに目がないというプレイヤーも少なくはないのだ。

　アカツキはその背丈の低さと人形のように愛らしい顔立ちから、〈三日月同盟〉では多くのファンを獲得していた。もちろん密かに想いを寄せている男子もちゃんと存在したのだが、より熱狂的で始末に負えないのは女性側のファンクラブである。

「じゃぁん。本日は３種類のサマードレスを用意しましたっ」

「待て。どんな戦闘に着ていくのだ、そんな服っ」

　少女用の華やかなワンピースを、なにを勘違いしたのか恥じらいに頰を染めて紹介しはじめるヘンリエッタにアカツキはすかさずツッコミを入れる。

　女性が相手なので直継にするような攻撃的な合いの手も入れられず、アカツキはじたばたと暴れるしかない。しかも、その暴れる姿が可愛いといわれてしまうのだから、アカツキとしては抵抗の手段も気力もそがれてしまう。

　そのうえ、すみれ色のコットンドレスだの、レースとフリルたっぷりのオーガンジーワンピースだの出されては、余りにも少女趣味で目の前がくらくらする。

「わたしは主君の忍びなのだっ。そんな浮ついた服が着れるかっ」

「シロエ様の許可はもらってます。さっ。諦めてっ」

「謀はかったなぁ！　主君っ。謀ったなぁ!?」

　半分涙ぐんだアカツキは、目の色を変えた女性たちにもみくちゃにされる運命を辿るのだった。




　　▼２




　そして宴もたけなわとなり、楽しい時間は繰り返し述べられる感謝と祝いの言葉、乾杯とご馳走に対する賛辞の中にすぎ去っていった。

　呆れるほどに食べ、呆れるほどに飲み、そして騒いだ。

　すっかり月も沈んだころだろう。

　宴の熱気がかすかに残る〈三日月同盟〉のギルドホールは、お祭りのあと特有の、満足したような、どこか心残りのような、幸せで穏やかな雰囲気に包まれている。

　あちこちに設置されたテーブルには、酒瓶や飲み物を冷やすための氷入りの器や散々に食べ散らかした料理の皿などが、台風のあとの海岸線のように散らかっている。

　テーブルの下に、あるいはソファに、クッションを抱きしめたままうずくまって、ギルドのメンバーはあちこちで横になっていた。

　直継は会議室で大の字になっていびきをかき、〈三日月同盟〉が誇る少女趣味のエース、ヘンリエッタに飾り付けられてしまったアカツキは、今ではその疲れからか大きなクッションに埋もれるように眠りについている。

「──っと」

　シロエはテーブルの縁でゆらりと揺れた酒瓶をキャッチすると、その他数本とまとめて背負い袋に放り込む。内部のアイテム重量を消去するこのマジック・アイテムは、部屋の掃除の時にも威力を発揮するのだ。

　みなが寝静まった会議室で目を覚ましているのは、シロエとマリエールのふたりきり。

　部屋の隅に寄せたテーブルには、大きな皿が何枚も重ねられ、食べ残しもあるが、酔ってぶつかって部屋に撒き散らすようなものはすべて片付けた。会議室で雑魚寝をする仲間たちにウールの毛布をかけて回ったマリエールは、腰に手を当てて伸ばすとシロエに声をかける。

「こんなもんでええかな？」

「あ、はい」

　どこかで小さく寝言のような声がする。

　その声に口元をゆるませながら、シロエはマリエールに答える。もちろんみんなを起こさないように声を潜めてだ。

「どする？　シロ坊も寝る？」

「そんなに眠くはないんですけど……」

「ほうかー」

　マリエールはシロエに近づいてくると、まるで久しぶりに見たかのように表情をのぞき込む。

「んじゃ。お茶でも淹れよか。ここじゃなんやし、ギルマス部屋にいこ」

　マリエールはシロエを誘って会議室をあとにする。「ちょっとだけ待ってや」と囁いたマリエール。ひとつひとつの部屋を確認してゆくが、どの部屋でもご馳走をお腹いっぱいに食べたギルドメンバーが、ソファやクッション、あるいは床の上で眠りについている。

「明日は大掃除やね」

「手伝います」

「お客様にそんなこと、させられへん」

　メンバーを見るマリエールの表情は優しげで温かいものだ。そんなマリエールを見ることができただけで、今回の任務を引き受けてよかったとシロエは思う。

　危険そうな酒瓶や大皿だけを片付けて、ふたりはギルドマスターの執務室へと向かう。ススキノへと向かう前、マリエールの話を聞いて出発を決意したファンシーなギルドマスターの部屋だ。

　執務室という名にふさわしいのは大きな書類机ぐらいで、あとはマリエールの私室といってよいほどに、パステルカラーでコーディネートされている。

「なにがええ？」

「なんでも」

「んじゃ、なんかありもんでええな。……えーっと」

　マリエールは、厨房に残っていた飲料から、黒葉茶をもってくる。黒い茶葉で淹れたこの茶は、温めても冷ましても飲めて、果実をブレンドしたものは特にすっきりと爽やかな味わいだ。

　ふたりはソファへと座って、やっと一息つく。

　こんな大騒ぎのあと、シロエが一番最後まで起きているのはいつものことだ。宴が嫌いなわけではなく、むしろ大好きなのだが、楽しければ楽しいほどに、なぜかしみじみと見守りたいような気持ちになってしまい、眠りにつくことができない。そんな癖は昔からで、にゃん太などにはいつもからかわれていた。

　その気持ちはマリエールも同じようで、ひとりひとりの仲間を愛しそうに見つめては毛布をかけている姿が印象的だった。

　ギルドホールの中から、人が眠る気配や、寝返りの音が静かに聞こえてくる。その音はまったくの無音よりよほど安心感をもたらすのだった。

「今回は本当に世話になったん。おおきに」

「もういいですって。僕はなにも大したことしてないし」

　お祭りじみた宴会の熱気に当てられて、シロエはふわふわとした気分のままに答える。こんなに感謝されるとは思っていなかった。いや、正確にいうと、感謝はされると思っていたけれど、こんなに〝みんな〟にいわれるとは思ってもいなかった。

　顔中が口になったような気のよい〈三日月同盟〉メンバーの笑顔を思い出す。

　どちらかといえば人見知りしがちの……直継やにゃん太と違って、とっつきにくいであろうシロエの元にさえ、〈三日月同盟〉のみんながやってきては、食べ物を勧めて感謝の声をかけていくのだった。

（こんなに喜んでもらえるなんて）

　もしかしたら、余計なことをした、外部の人間なのに何様のつもりだといわれる可能性も覚悟していた。

　この世界が〝そんなふう〟になるのが許せなくて、その苛立ちをぶつけるためにわざわざススキノまで遠征にいったようなもので、それはシロエの極めて個人的な規範の押しつけにすぎない。

　その傲慢さを、シロエは自覚している。

（反省はしてないけど。感謝されることじゃないって、わかってる）

　だから手放しで感謝されると、なんだか答えに窮きゆうして、畏かしこまってしまうのだ。




「あれが大したことやないなら、なにが大したことやねんね。なんかお礼考えんとなぁ」

「そんなのはいいですけど……。いないあいだ、こっちは、どうでした？」

「こっちかぁ」

　シロエの問いに、マリエールは微妙な表情をする。

　その訳を問いただすことはせずに、シロエはただ手元のグラスの茶をゆらして待った。

「アキバの街は……いっときよりは、落ち着いたかなー」

「落ち着いた──ですか」

「うん。ＰＫはずいぶん減った。治安も……悪うはないんやと思う。いや、どこと比べるかっちゅー話なんやけどな。少なくとも最悪だったときよりはマシに思えるんよ。そこんとこは、マシ」

　マリエールは言葉を探しながら語り続ける。

「でもな。やっぱり雰囲気は悪いんよ。なにがどうとは、はっきりいえへんのやけど。つまり……。うーん。どこそこが悪いから悪い、とはいえへんのやけど。──それでもやっぱり、どこかが壊れてるん。どうにかしたい気持ちはあるんやけど、どうにもならん。きっと、それは、格付けがすんでもうたってことなんやと思う」

　──格付け。

　それはどことなく不安で不吉な響きをもった言葉だった。

「うちらは、30名弱の中小ギルドやろ？　そんでもって90レベルなのは４名で、50レベル以下が半数や。それがどうこういうわけやないけど、現実問題そうであるってのは事実なんよね。そこんとこは、もう客観的なモノで、動かせへん。たとえば〈Ｄ．Ｄ．Ｄ〉は今、アキバの街で最大手の戦闘系ギルドや。メンバーは１５００人を超えてるっちゅー話やん。たぶん90レベルも比較にならんほどおるやろ。これも客観的な事実やから、動かせへん」

　マリエールはテーブルにグラスを置くと、指先をこね合わせて続ける。

「そういうのが悪いことやいうてるんやないねん。大手はんには大手はんの苦労があるのもよぉわかるん。でも、そういうのが積み重なって、どうにもならんようになってまうっていうか……。やっぱり大手で設備の整ったギルドの方が羽振りがいいのは当然やし、そういうところが街の雰囲気やルールを作ってるっちゅーとこは、あるんよ。たとえば、マーケットの優先使用とか」

「そんなことが……」

「明確なルールっちゅー訳やないよ。ただ、あんだけ数がいるとな。やっぱ、街で大きな顔をするのは大手ギルドの連中の方なんよね。あっちの方がなにかと実力あるわけで。そこに所属してるプレイヤーは、それなりに大きな顔をしても、通るし、当然だと思うてる」

　──バカらしい。

　それは、大手ギルドの方が人数が多いのだし、さまざまなことの効率がよくなるのは当然だ。たとえば戦闘系ギルドにおいて主な収入源は、モンスターとの戦闘で得られる戦利品である。戦利品を目当てに行なう戦闘──狩りと呼ばれる行為でも、人数は結局効率に繫がる。その戦利品である素材アイテムの有効活用にしたって、自前で生産職や仲間を数多く備えていた方が、有利に進む局面は多い。でも、だからといって、そこに所属しているメンバーの個人個人が強くなったわけではないし、ましてや偉くなったわけでもないはずだ。




〈彼女〉だったら笑い飛ばしただろう。

　せせこましく群れて生きるしかないプレイヤーを見て、高笑いをしながら宣言しただろう。お前らちっとも格好よくないな。と。

「ＰＫが減ったいうたやろ？　それも同じ理屈なんよ。どこそこのギルドはどこそこのギルドより、強い。じゃなければ、弱い。それがはっきりしたから、これ以上戦闘で白黒つけてもはじまらんっちゅーことなんやね。負けるのがわかってる方は、嚙みついてくる相手がいるところには近寄らんやろ？　別の狩り場に出掛ける。でも、別の狩り場っていうのは、大抵遠いか、稼ぎが悪いところが多いわけや。ＰＫは減ったけれど、それは要するにギルドによって、出掛けるゾーンの棲み分けができてきたっていうだけのことなんよ。強いギルドがおいしい狩り場に縄張りをもつってことやねんな。街の中では戦闘はできひん。だからそういう意味では、角突き合わせるようなことにはなっとらんよ？　でも、それでも目に見えない縄張りはだんだんと出来上がっていくん。それが、格付けいうことなんやと、うちは思う」

　元から酔っていたわけではないが、シロエは頭の中がしんと冷えていくのを感じた。それはシロエが想像していた治安の悪化よりも、なお嫌な状況だった。確かに最悪ではないだろう。ＰＫも減ったというし、いざこざも減ったのだろう。




（でも、なんだか……嫌だな。気持ちが悪い……）

　──それは少しも格好よくない。シロエはそう思う。

　その嫌悪感は渦を巻くばかりだ。

　──どこそこが悪いから悪い、とはいえへん。マリエールはそういった。たとえば、狩り場を占有するのは確かに見栄えのすることではないかもしれない。しかし、悪いかといえばそうともいい切れない。少なくともこの世界には法律はなく、その意味で法的に罪と断言することはできない。

　効率よく採取をするために一定の範囲を巡回するのは常じょう套とう手段だし、その地域に対する経験を積めば効率は上がる。つまり、その地域の専門家になるのは、けっして間違った戦略ではないのだ。

　ましてやその戦略を実行するために、大手ギルドは少なからぬリソースを消費している。メンバーを投入してその地域を警けい邏らしているともいえるわけだから。

　その戦略を頭ごなしに批判するつもりは、シロエにはない。

　もしそれを弱者が批判して許されるのであれば、弱者による逆差別というべき現象が起きるだろう。

　だから誰が悪いわけでもないというマリエールの言い分はよくわかる。実際これは「物事の成り行き」にすぎないのだろう。

　しかし、それでもなおかつ割り切れない思いが残る。

　法のないこの異世界では、実力あるものがないものの上に君臨してそれで許されるのか？　その問いの答えがこんなに格好悪くてよいのかといえば、答えは「否」だ。しかし「否」と答えるその根拠は、極論するとシロエの好みでしかないことも、シロエ自身には理解されている。




「小さいギルドの方からなんとかしようっていう動きはなかったの？」

「それは……あったんよ。たとえば、小さなギルド同士で連絡会を作って狩り場を押さえて、どうにかしようっていう話もこの二週間であったん。でも、うまくいかんかってん……。小さなところ同士でも、その細かい人数は違うやん？　細かい意見の食い違いで不満が出たり、我わが儘ままが抑えられなかったりして、揉めて割れたんよ。そんで、そんくらいならっていうて、いくつもの小さなギルドが大手に吸収されたり合流したん」

　そうなのか、とシロエは思う。

　それはそれで仕方がないだろう。狩り場の保持、と一口にいうが、レベルによっておいしいといえる狩り場は違う。ギルドの性格やメンバーのレベル、人数によってどこの狩り場に通いたいかはそれこそ千差万別の希望があるだろう。

　一致協力して狩り場を占有しようとすれば、エゴを抑えて協力する人間が多く必要になる。大規模ギルドであれば統制が利くかもしれないが、弱小ギルドという小集団の集まりでは、議論が発生してまとまらないのも仕方がない。




　考えてみれば、こんなところにもトランスポート・ゲートの停止と〈妖精の輪フエアリー・リング〉問題が影響を与えているのだ。日本サーバー管理区域のゾーン数は数万。本来でいえば、ギルドの数が１０００やそこらの状況で、狩り場の不足が起きるとは考えづらい。

　しかし、都市間トランスポート・ゲートが使用不能になり、〈妖精の輪フエアリー・リング〉のタイムテーブルがわからなくなってしまった現在、〈冒険者〉の移動は非常に制限されたものになってしまった。シロエたちのように〈鷲獅子グリフオン〉をもっているようなプレイヤーは極めて異例なのだ。馬や徒歩に頼る現在、「街から日帰りできる狩り場」の数はゲーム時代より限定されている。

　アキバの街でいえばそれは近郊の約50ゾーン。狩り場の数でいえば３００カ所あるかないかだろう。その中で経験値のよい場所、街から近い場所、安全そうな場所とランキングをつけていけば、自ずと人気のある場所は取り合いになってしまうのは予想がつく。

〈大災害〉以降、すべてのゾーンは売買が可能になってしまっている。ゾーンの値段は〈冒険者〉には理解し得ない要因によって決まっているようだが、少なくともその条件のひとつには面積があるらしい。だから、狩り場になるほどの面積をもつゾーンは、売買できるような金額ではないが、なにも購入しなくとも、十分に人員がいるギルドであればその人的資源だけで〝占有〟できてしまうものなのだ。




「それにな。〈黒こつ剣けん騎き士し団だん〉と〈シルバーソード〉が91を目指してるん」

「え？」

　91。それはレベルのことだろう。〈ノウアスフィアの開墾かいこん〉が導入されているのならば、レベル上限が解放されているはずなので、そのこと自体には驚きはない。レベル上限が解放されているなら、今までの限界レベルであるレベル90を超えて成長できる理屈だ。

　しかし、そのためには少なくとも85レベル以上のモンスターを狩る必要があるのではないか？　シロエはこの異世界化した現在の戦闘で、そんな危ない橋を渡れるのかどうかが疑問だったのだ。

「いまだって大手ギルドが強いけど、この先プレイヤーが増えることは望めないわけやろ？　だったら人数獲得競争もそうやけど、どんだけ高レベルを抱えられるかが、勢力に大きく影響を与えるって話みたいなん。ほら、もともと〈黒剣騎士団〉はエリート志向やったし……」

　マリエールの指摘にシロエは頷く。

〈黒剣騎士団〉はアキバの街でも誇り高い、というよりも些いささか排他主義に映るほどのエリート主義戦闘ギルドだった。彼らのメンバーには85レベル以下のプレイヤーはいない。そもそも85レベル以下のメンバーは入会を受け付けないのだ。純血主義の戦闘集団。それが〈黒剣騎士団〉だ。




「〈黒剣騎士団〉は入会にレベル制限を設けたままなんよ。もちろん今でも〈黒剣騎士団〉は大手ギルドの名門。うちら〈三日月同盟〉なんかとは比べものにもならへんよ？　でも〈Ｄ．Ｄ．Ｄ〉のメンバー１５００名には勢いで押されっぱなしや。〈大災害〉以降、あそこは小さなギルドをいくつも飲み込んだし。そこいくと〈黒剣騎士団〉は入会にレベル制限があるから、小さなところは吸収できひん。やから、レベル90オーバーを目指して、量より質でひっくり返そうとしてるん」

「でも、どうやって──」

　それがシロエの疑問の中心だった。動機はわかる。その気持ちも戦略も理解できる。しかし、達成する手法はあるのか？

「〈ＥＸＰポット〉を使って、や」

「──〈ＥＸＰポット〉」

　それは〈エルダー・テイル〉における有名なお助けアイテムだった。水薬ポーシヨン状のそのアイテムは、飲めば攻撃力や自己回復能力などがわずかに上昇し、戦闘から得られる経験値が２倍近くに増大する。

　また、副次的作用として、普段であれば自分より５つ以上下のレベルのモンスターからは経験点が得られないが、７つ下のモンスターからでもわずかとはいえ、経験点が得られるようになるのだ。

　このポーションの効果時間は２時間程度にすぎないが、結果として、その効果中は、非常に経験点を稼ぎやすくなる。

　この強力なお助けアイテムは、強力であるにもかかわらず、入手に大規模戦闘などの難関が必要ない。実際、ほとんどすべてのプレイヤーが使用した経験があるはずだ。

　ロングランの人気を誇る〈エルダー・テイル〉はレベル上限が上昇し続けた歴史があり、その意味では「新規参入した初心者が、先行者に追いつきづらい」構造をもっていた。それゆえ運営サイドからは新規参入者にはさまざまな救済手段が提供され、このポーションはそのひとつなのだ。

　具体的には、レベル30以下のプレイヤーに、１日１本このポーションが無償で自動的に支給されるのである。それは「早く中堅レベルになって楽しんでほしい」という運営サイドからのサービスだといえた。




「だけど、あのポーションは」

「……〈ハーメルン〉いうギルドがあるねん。初心者救済を謳ったそのギルドは、〈大災害〉後、たくさん初心者を集めたん。なんもかんもが混乱してたし、初心者を助けられるような時期でもなかったんは確かなんよ。うちらも、なんもできんかった。でも、その〈ハーメルン〉は──集めた〈ＥＸＰポット〉を売りさばいてるん。〈ハーメルン〉は金を儲けてるし、大手ギルドは〈ＥＸＰポット〉でレベルを上げようとしとる。誰が悪いのか、悪い人なんておるのかどうかもわからへん。ただそういう流れだけがあって、誰も止めることはできひんねや……」




　　▼３




　宴の熱気はすっかり冷めていた。

　初夏とはいえ夜の風は涼しく、チュニックの裾をはためかせるほどには強く吹いている。

　地面の上を雲の影がよぎる。

　余りにも月が明るいために、深夜にもかかわらず影ができるのだ。シロエはその影と月明かりのコントラストを追うように、真夜中すぎのアキバの街を歩いていた。




　目的地らしい目的地はない。

　得体のしれない黒々とした気持ちから逃げるように。あるいは確かめるように。シロエには自分でも自分の感情がよくわからなかった。

　重くて巨大な質量が胸の中にあるように感じる。夜の海のような、しかも爽やかなそれではなく、まるでコールタールででもできたかのような、把握しきれないほどのどろりと暗い正体不明の質量。もっているエネルギーは大きいけれど、どこに向かうわけでもなく、ただそこに在る感覚。

（……在るだけだけど）

　シロエにもわかっている。

　これは、やり場のない感情なのだ。

　もちろん悪いやつはいるだろう。〈ハーメルン〉というギルドは、善とはけっしていえない。もしその機会があるのならばシロエは〈ブリガンティア〉にもそうしたように、戦いになっても構わないという気持ちは、ある。

　しかし〈ハーメルン〉が仮に悪だとしたとしても、所詮は小悪党だ。今のアキバの街の状況の原因すべてが〈ハーメルン〉にあるわけではない。いろんなこと──さまざまな〝どうしようもないこと〟が重なって、今のアキバの街はこんな雰囲気になってしまった。その雰囲気に対して自分はやりきれない気持ちを抱えている。

　そしてその気持ちを〈ハーメルン〉だけにぶつけるのだとすれば、それは八つ当たりなのだとシロエは理解してしまっているのだ。

　呼吸を詰めて、シロエは歩く。

　八つ当たりは格好悪い。

　自分が爽快感を得るためだけに当たるのは嫌だ。

　だからシロエは、自分の中にある真っ黒い気持ちをはき出すことができない。それを〈ハーメルン〉にはき出すのは、シロエにとっては、当の〈ハーメルン〉たちに勝るほどの醜態だ。

（でも、だとすれば）

　だとすれば、シロエにはその気持ちをはき出す場所がない。

〈ハーメルン〉が小悪なのはよい。

　では誰が大悪なのか？

〈ＥＸＰポット〉がどうやって供給されているのかうすうす気が付いていながらも、自分たちの勢力拡大のために見過ごしてきた大手戦闘ギルドが悪いのか？

　自分たちが搾取されているとわかっていながらも、自分たちが弱者である事実に甘え、誰かに守ってもらうという呪縛にとらわれ続けている新人プレイヤーたちが悪いのか？

　ギルド間に不平等があると理解し、それを打破すべく結集したにもかかわらず自らの権益にとらわれて協力できない、小競り合いしか能のない中小ギルドが悪いのか？

　街の雰囲気が悪くなっているのを知りながらも、手をこまねいて傍観を決め込んで、無責任な第三者気取りのプレイヤーたちすべてが悪いのか？




　──それは、悪い。

　全員が、悪い。

　しかし、その悪は小さな悪であり、ほとんど愚かしさであるとか自分本位といった程度のものでしかなかった。どのひとつをとっても、すべての悪の裏側に潜む〝黒幕〟等はありはしない。誰かを倒せばすべての問題が解決するような、お伽話の〝悪〟はいない。そう都合よく簡単にはできていない。

　すべてが少しずつ歪んでいて、ただ苛立たしかった。

　そして歪みの中に、シロエ自身もいる。だんだんと息苦しく、いびつな秩序が作られていくアキバの街にあって、アキバの街の住民の大多数よりレベルも装備ももっているのにもかかわらず、こうしてなにもしないでいる自分。事態を十分に理解していながら、今この瞬間も見過ごして、見過ごし続けている自分。

　それはシロエ自身が苛立っている〝無関心な街の住民〟となんら変わりがない姿だ。知り合いが問題に巻き込まれている分、さらに質たちが悪いといえる。

　マリエールは失敗したとはいえ、ギルド連合の話まではこぎ着けたのだ。なのに、シロエはその地点へすらもたどり着けてはいない。

　そんな自分が「小競り合いしか能のない中小ギルドが悪い」等とは、情けなくて可笑しくて嚙みしめたくちびるが千切れそうになる。

（僕が格好悪い。……下手したら、一番格好悪い）

　いつの間にか橋の上にたどり着いていた。石造りで苔むした、古びた西洋橋がカンダの河にかかっている。欄干にもたれると、水の匂いと揺れるような音が月影の中に広がる。

　ではどうしたらいいのか？

　意識的にそんな気持ちを働かせるまでもなく、シロエは考える。問題を与えられれば考えざるを得ない性格でもあったし、〈放蕩者の茶会デボーチエリ・テイーパーテイー〉で染みついた「役割」でもあった。

　いくつものストーリーが組み上げられては破棄される。

　シロエの右手には赤いトランプの兵たち。シロエの左手には黒いトランプの兵たち。それらが交差して、否定の槍と肯定の剣で論理の音を奏でる。意味のない事実は淘汰され、可能性が検討され、推論は夜の河に流れていく。




　答えは出ない。出るはずもない。都合のよい答えがないことなど、初めからわかっている。シロエには、そもそもの最初から大きすぎるハンデがあるのだ。しかもそれは自ら望んで背負ったハンデ。

（ハンデなんて考えること自体おこがましい。ただ単にツケじゃないか。……僕が逃げ回っていただけで。僕がソロプレイヤーなのは、僕がそう望んできたからじゃないか）

〈彼女〉ならなんといったかな。シロエは川面に向けていた視線を月にあげる。真っ白い月は、磨きぬいた化石のような光沢で夜明け前のアキバの街を照らしている。

（あの人は豪快な人だったから……。それに僕みたいに卑怯でも未練たらしくもなかったし）

〈彼女〉だったら大きな口を開けて笑いながらなにもかも台風のような勢いで解決した、とも思えるし。もしくは面倒くさくなってアキバの街など放り出したかもしれない、とも思える。

　リアリティがあるのは、いいたい放題やりたい放題なことをやったあとに「後始末の方法はシロ君が考えるっ！　いいのよね、それでっ！　文句ある？　ないわよね！　シロ君優秀なんだからばびびっと片付けちゃって！」と宿題を出すラインだろうか。

　念話機能を呼び出す。

　フレンド・リストには、ふたつの名前。

　──トウヤ、ミノリ。

　おそらく〈ハーメルン〉にいる双子の姉弟。

　そうなのだ。話を聞いてすぐにわかった。シロエとはぐれたあの双子は、おそらく今、問題の渦中に巻き込まれている。シロエが放置したせいで。あの〈大災害〉が起きた瞬間、旧友である直継との合流を優先したせいで。

　助けてやりたいと思う。どうにかしてやりたいと思う。でも、〈三日月同盟〉のセララを助けたときとは状況が違う。

　ひとつには、〈三日月同盟〉の場合にはマリエールがいたということだ。シロエはマリエールの代理としてセララを救出した。つまり「依頼者」がいたのだ。

　もちろんセララという少女を助けたいという気持ちはあったけれど、どこかに「依頼があって、自分はそれを実行をしているだけ」という逃げがあったことを、シロエは知っている。

　ふたつめは、今シロエはトウヤとミノリを助けたいとは思っているけれど、それ以上に〝すべて〟をどうにかしたいと思っているということだ。それはススキノ脱出の時も感じた。あの時ススキノにはセララと同じような境遇のプレイヤーが多くはないにせよ何人かいたはずだ。そういったプレイヤーを見捨ててセララだけを救出してきたことに、シロエはどこか居心地が悪いものを感じていた。

　だがそれも「目の前の任務はセララ救出である」ということを言い訳に、いわば目をつむってアキバの街へと帰還したのだ。

　今回もその種の逃げをするのならば、きっと自分はもう戦えなくなる、とシロエは思った。

　では双子を助けて大手ギルドの専横を廃し、街の雰囲気をよくして新しい秩序を回復する──。そんなことなど大手どころか、零細ギルドにも所属していない単独プレイヤーであるシロエにできるのか？　といわれれば、不可能だ。

（ギルドにも〝所属〟していない、か……）

　それはシロエに鈍いが堪こたえる痛みをもたらした。

　考えてみれば、シロエは今までギルドを「所属するもの」だといつでも捉えてきたように思う。ギルドは常にシロエとは無関係に〝そこに在り〟、それが良いとか悪いとか、合うの合わないのと──いってみれば部外者のような態度で眺めてきた。

　無責任な態度だ。

　今となってはそう思う。

　それではまるで、アキバの街に暮らしながら「今のアキバの街の雰囲気は……」と語る第三者気取りの有う象ぞう無む象ぞうとまるで同じではないか。

　シロエは今まで一度だって「ギルドに参加」もしていなかったし「ギルドに責任」だってもっていなかったのだ。その上で自分の好みや都合を押しつけて……それはなんて傲慢な考え方だったのだろう。




「ギルド。……ギルド。か……」

「シロエちは未だにギルドは嫌いですかにゃ？」

　からり。アスファルトの欠片が転がる音を立ててビルの陰から現れたのは、にゃん太だった。

　にゃん太はその穏やかな目を細めて、シロエの独り言に問いかける。

「──っ」

　シロエは驚いたけれど、肩をすくめて少しだけ場所を譲った。

「いや、そんなことはない……と、思う」

　ギルドというものを嫌っていたのは、おそらくいくつかの不運な出会いがあったからだろうとシロエは思う。〈大災害〉の前後に渡る〈三日月同盟〉との付き合いが、頑なだった思い込みを融かしてくれた。

　今となっては自分が傲慢な思いをもっていたことも理解できる。

　しかし一方で、アキバの近郊で出会ったＰＫや、ススキノの街で出会った強盗団まがいの連中のことも思い出す。ギルドというシステムは、腐敗しやすい側面があるのも事実だ。縄張り争いが常態化した大手ギルドではモラルが低下していくのは容易たやすく想像できる。

「……まぁ確かに、そういう側面はあるかもしれないにゃ」

　にゃん太はシロエの述懐に答える。

「でも、腐らないものがあったら逆にそれは信用ならないのにゃ。生せい病びよう老ろう死しは三千世界の理ことわりなのにゃ。生まれ出でたものは、腐りもすれば、病に苦しみもする。老いて衰えることもある。いずれ死を迎える。確かにそれは苦しいことだけれど、それを否定するのは、誕生を否定するのと同じことなのにゃー。シロエちはわかっているはずなのにゃ。たとえば〈あそこ〉は確かに特別に居心地がよかったけれど、それは居心地をよくしようとみんなが思ってたから居心地がよかったのにすぎないのにゃ。誰もがなにもせずにただ得られる宝は、所詮、宝ではないのにゃ」

　──ああ、本当に、そのとおりだ。

　その努力は余りにも自然で皆が当たり前のように行なっていたから、努力だとすら気が付かなかった。だが、今ならそれが尊いことだとわかる。目の前の猫耳の仲間が、目に見えない努力をどれくらいしてくれていたのかも。

　それはたとえばマリエールがしている努力と一緒のものなのだ。

　マリエールのあの笑顔がどれだけ〈三日月同盟〉を支えていることか。レアアイテムをばらまこうが、金貨をばらまこうが、けっして敵わないような強さで〈三日月同盟〉はまとまっているではないか。

　であるならば、もし今までのアキバの街の居心地がよかったのならば、それはどこかの誰かがものもいわずに目に見えない努力をしていたからなのだ。

「班長。僕はどうすればいいのかな……」

　シロエの言葉に、にゃん太は同じ月を見上げる。

　黒い耳が風に吹かれてひょこひょこと動き静かになる。

「一番すごいことをするといいにゃ」

「すごい……」

　シロエはにゃん太を窺う。その表情はいつもどおり穏やかだったけれど、月の光の中でいつにもまして大人に見えた。

「シロエちは遠慮をしすぎにゃ」

　それはいつだったか、直継にもいわれた言葉。

　あの時流した言葉の意味をシロエは追いかける。

　その場限りの軽口ではなかったのなら、とその意味するところを真剣に考える。

　その意味するところは。

　自分が直継にしていたことは。

　自分がアカツキにしていたことは。

　つまりあのふたりは、そんなことはとっくにわかっていて。

「僕、待たせてたのか」

「そうにゃ」

「ふたりとも、待ってくれてたのか」

「そうにゃ」

「他のところにもいかないで。僕のそばにいてくれたんだ」

「そうにゃ」

（僕がギルドに誘うのを、待っていてくれたのか）

　シロエはうつむく。胸の中の黒い海のような塊が轟々と音を立ててうねる。どこにも行き場のない感情が、押し殺した蓋の下で暴れて、あふれ出そうになる。

　夏の虫の声と、静かな水の音。あとは白々とした月明かりの中で、シロエは棒のように立ち尽くしたまま、拳をぎゅっと握りしめて、必死に押さえつける。

　──期待してくれていた。

　──買ってくれていた。

　──待っていてくれた。

　いろんなことを考えて分析して悩んできたつもりの自分が、なんでそんなこともわからなかったのかと。あるいはそれほどまでに血の巡りが悪かったのかと。自分に対する不信感と劣等感は堤防のように高いにもかかわらず、うれしさが、親しさが、信頼が、冷たく凍えたくびきを洗い流していく。

「間に合うかな」

「もちろんにゃ」

「にゃん太班長。にゃん太班長も、僕のトコにきて。……班長が一緒にきてくれると、うれしい。班長がいないと、困る」

　シロエはにゃん太を見つめて誘った。にゃん太は照れたように笑うと「いい縁側が欲しいにゃ」という。

「うん。僕と僕たちが作るから。格好いい縁側を、用意するよ」

　シロエは頷いた。

　もし「一番すごいこと」を望むのならば。それを望むのが許されるのならば。シロエには支えきれないような大きな責任と共にではあるが、考えつく策がある。

　もし、共に背負ってくれる仲間がいるのならば。




　　▼４




　暗い部屋の中は湿っていた。

　カーペットの敷かれていない床は太古のコンクリート製で、無制限に熱を吸い込むために、初夏であっても今のような夜明け間際には墓場の土のように冷たくなる。

　くすんだ色合いの汚れたマントをしっかりと巻き付けて、ミノリは何度目になるかわからない寝返りを打つ。

　夜は長く、果てしなく思えた。

　疲れた身体は眠りを欲していたが、余りにも堅く冷たい寝床のせいか、それとも明日をもしれない不安からか、眠りは浅く、ふとしたことから容易く醒さめる。

　夜の闇から意識が浮かび上がるときに感じるのは、軋きしるような苦痛。思い出せるのはおぼろげな夢ばかりで、その内容は胸騒ぎと後悔を残して闇の中で曖昧に溶けてゆく。

　１日の大半を狭い部屋の中で〈裁さい縫ほう師し〉として働かされている彼女の両手は、まるで筋肉が枯れ木になってしまったように痛んだ。今日に限って、冷えた指先で何度撫でても痛みは引かない。

　隣では弟のトウヤが、膝を抱きかかえるように眠っている。

　この部屋には20人近くの仲間たちが寝ていた。

　ギルド〈ハーメルン〉。

　初心者互助を謳った、中堅のギルド。

　今やミノリとトウヤの所属ギルドでもある。

〈大災害〉のあと、街は混乱と閉塞感に包まれていた。突然の出来事にみんなが呆然として、なにをしてよいかもわからなくなってしまったのだ。最初の数日間、街が大規模な争乱状態にならなかったのは、多くのプレイヤーがこの出来事をどう捉えてよいかわからず、もしかしたらなにかしら手の込んだ冗談のようなモノではないかと期待していたせいだと、ミノリは思う。

　自分たち姉弟もそれはまったく同じ状況だった。

　初めの数時間はなにが起きたかわからなかった。

　それに続く数日間で、なにが起きたかはわかったものの、どうしてそれが起きたのかはわからなかった。

　この「どうして」については、未だにわからない。今になってようやく理解したのは「なぜこのようなことになってしまったのか？」という答えが出るはずのない問いに我を忘れて、最初の数日間という取り返しがつかないほどに貴重な時間を失ってしまったということだけだ。

　それに続く何日間かの記憶は、実をいえば霧の中にある。

　空腹だったことは覚えている。食事の仕方もよくわからなかったのだ。マーケットでいくつかの食料アイテムを買い、弟のトウヤと分け合って食べた。街から出ようとして、襲われ、訳もわからぬうちに全財産を奪われた。

　街から出るのならば銀行の貸金庫に当座必要のないアイテムをすべて預けるべきだというシロエのアドバイスを思い出したのは、一文無しになったあとだった。

　多くのプレイヤーは知己と連絡を取り情報収集に努めているようだった。

　しかし、ふたりは初心者プレイヤーで、頼るべき相手はいなかった。思いつく相手はたったひとりだけいたが、その名前に連絡を取ることははばかられたのだ。

〈大災害〉の直後だったら連絡を取れたかもしれない。しかし〈大災害〉に続く数日間を茫然自失のまますごしたふたりは、財産を失ってしまい、この世界の中で余りにも足手まといの存在だった。




　自分とトウヤは、仲がよい姉弟だとミノリは思う。

　聞くところによれば、中学生の年頃にもなると、兄妹や姉弟など多くの場合その関係は険悪になるという。その年代の潔癖さや自立心は、同年代の兄妹を排斥対象に峻しゆん別べつしてしまう。目障りでしかたがなくなるとクラスメイトたちはいう。

　世間ではそうであっても、自分とトウヤは仲のよい姉弟だ。

　喧嘩しようとは思わないし、そもそもトウヤを助けたいと、ミノリはいつも思っていた。

　理由はある。

　幼い頃の事故の結果、トウヤは歩行能力を失った。足という器官自体に問題はないのだが、後遺症で神経に異常が残ってしまっているのだという。

　別にそのことでトウヤを哀れんでいるから喧嘩をしないのではない。事故は非常に不幸な出来事だったけれど、できれば代わってやりたかったとときに思うけれど、ミノリにどうこうできることではなかったのだ。

　トウヤは姉である自分の目から見ても明るくてがんばり屋だ。そんな境遇であっても、周囲に対する怒りや苛立ちを見せたことはない。障害者の家族の生活はなにかと大変だ。父や母の負担を減らそうと、トウヤはいつも気を張っている。

　月に２回向かう病院への送り迎えなどの時、トウヤとは他愛ない話をしてばかりいたことを思い出す。トウヤは中学生の男子らしく、漫画やネットのことなどをおどけて話す。医師の話によれば、検査は時にかなりの痛みを伴うらしいのだが、そのような様子を見せたことはない。

　トウヤの子どもっぽい言動も、じつは気遣いなのではないかと、ミノリは時に思うのだ。

　ミノリのトウヤに対する評価は「よくできた弟」であった。もちろん姉の目から見れば子どもっぽくてお調子者だし、後先を考えないバカといえば、バカである。

　しかし、本質的な部分では信頼できる弟だ。たとえ両足が不自由であろうと、この先またなにかの困難にぶつかろうと、トウヤはトウヤらしい道を歩くだろう。

　そうであるならば、たとえ数時間差であろうと先に生まれた自分は、姉としての役割を全うしなければならない。自分は、トウヤの保護者である。トウヤが力を必要とするときその必要とする能力を備えていたい。

　兄妹や姉弟、特に年齢の低い間のそんな関係の間には発生しづらい、ある種の敬意に似た感情がふたりを仲のよい姉弟にしていたといえる。

〈エルダー・テイル〉をはじめたのも、そんな理由だった。

　検査のあとなどは消耗して外に出掛けられなくなるトウヤ。そのトウヤが興味を示したのがオンラインＲＰＧだった。通り一遍の室内遊戯に飽きていたふたりは、両親にねだり──勉強をおろそかにしないという約束付きで──ゲームを許可してもらった。

　トウヤが誰に気兼ねもせずに、好きなだけ走り回れる世界。トウヤはとても喜んで楽しんでいたし、ミノリも今まで経験したことがないような種類の遊びに興奮していた。

　ふたりは〈エルダー・テイル〉がいっぺんで大好きになった。




　しかし、そんな境遇だからこそ、ミノリは〝どうにもならない〟ということをよく知っている。

　子どもであるというのは時に残酷なことだ。

　それは、自分の望みを、思いを、力尽くでかなえることが不可能だということを意味する。

　ミノリ自身も子どもである以上、足の障害を抱えたトウヤに負けず劣らずの足手まといでしかない。そう、子どもであるというのは、障害を抱えているのと同じほどに、時に足手まといなのだ。

　たとえば病院までトウヤを送りたくても、ミノリには自動車が運転できない。中学生だから当たり前だといえば当たり前だが、そのためには両親に負担をかけなければならない。

　能力が足りない、自分の面倒を見られない、誰かを助けてあげられない、自らの希望を希望のままに達成できない。──それらは好きな人の顔を曇らせる特徴、つまり足手まといなのだ。

　そして、ゲームの世界であるこの場所で、〝レベルが低い〟というのは、それだけで罪悪と見なされるほどに、お荷物であることを意味する。




　──〈大災害〉のあと、一度だけ、遠くからシロエを見た。

　眼鏡をかけた背の高い影を見た瞬間、それがシロエだとわかった。

　声をかけることはできなかった。

　血と埃に汚れた姿の隣には、シロエと同じくらい歴戦の気配を漂わせた重装甲の戦士と、夜の精霊のような美しい少女がいたからだ。

　シロエにはシロエの戦いがある。

　そう考えるとミノリは近寄ることもできなかった。この混乱した世界の中で、誰もが自分の身を守るだけで精一杯の状況を、たかが数度遊んでもらっただけの知り合いに、なぜ助けてくれだなどといえるだろう。




　瞳を閉じると、まぶたの裏にメニューが開く。

　ミノリのフレンド・リストは短い。弟のトウヤ。〈ハーメルン〉で出会った同じ初心者の何人か。そして、シロエ。

　シロエの明るく輝く名前を、想像上の指先でそっと撫でる。

　自分の財産らしいものをほとんど失ったミノリにとって、それは誰にも奪えない宝物だ。

（シロエさんに、もうちょっといろいろ教わっておけばよかったな……）

　冷たい身体にマントを巻き付けながら思う。今日の夜の闇は、いつもより一層深いようだ。胸の鈍痛が眠りを妨げる。

　そのミノリの耳元で、不意に鈴の鳴るような柔らかい音がした。

　鋭く息を飲み込んで、それが暗い室内に思ったより大きく響いたことにびっくりする。

　脳裏ではたった今撫でたばかりのシロエの名前が脈動している。

　誤って念話機能を使用してしまったのではないかと確認するが、その形跡はない。シロエの方から通話が届いたのだ。こんな夜明け間際の時間に。

　鈴の音が再び鳴る。

　この音はミノリ個人にだけ聞こえるということは経験上知っている。しかし、声を出せば〈ハーメルン〉のメンバーに気付かれるかもしれないし、周囲の仲間を起こしてしまうかもしれない。

　それでも鈴の音を無視することは、ミノリにとって難しかった。

　脳裏でメニューを操作し、消え入りそうな声で「はい」とだけ小さく返事をする。

『あの……。こんばんは。わかるかな？　シロエだけど』

「……っ」

　それは聞き覚えのあるなつかしい声だというばかりではなく、楽しかった頃へと繫がる架け橋のようで、ミノリの胸をいっぱいにしてしまう。

　暗くて湿った寝床の中で、汚れた毛織りのマントの中で、ミノリは小さく鼻をすする。

『……ミノリ、だよね？』

　余りに気持ちが溢れかえってしまい、鼻の奥が水っぽくなったために、シロエの言葉は一度耳を通りすぎてゆく。ミノリは返事ができない。声を出せば部屋にいる他の人に不審に思われてしまうかもしれない。でも、それ以上に、ひび割れて涙で湿った声をシロエには聞かれたくないのだ。

　心の中ではそれこそ何十回も頷いていたけれど、ミノリは消え入るような声で「はい」と呟くことしかできなかった。

『──』

「……」

　ふたりの間に、呼吸音が流れる。ミノリは自分の聞き分けのない鼻をなんとか愚図らせないように必死で、シロエに呆れられてしまうのではないかと怖くて、目の奥がちかちかするほどに緊張してしまう。なぜ、こんな時間に？　なぜ、自分に？　そんな問いだけが頭の中をぐるぐると駆けまわる。

『あのね、ミノリ。よく聞いて。──Ｙｅｓなら小さく咳払いを１回。Ｎｏなら２回。なにか間違っていたり伝えたいことがあるなら咳払いを小さく３回。……いいかな？』

　そのシロエの問いかけで、ミノリは雷に打たれたように気が付く。

（知ってる。シロエさんは、全部知ってるんだ）
















　自分の今の状況も。〈ハーメルン〉がどういう場所なのかも。

　毎日の単調な強制労働でなかば麻痺させられていた思考力が蘇ってくるのを感じる。

（シロエさんにだけは、迷惑をかけたくない……）

〈ハーメルン〉に所属してみればよくわかる。たとえ自分やトウヤより10もレベルが高いプレイヤーであろうと、初心者はこの〈エルダー・テイル〉の異世界について体系的な知識をもってはいない。

　この世界において〝知識〟というのは強大な武器なのだ。その不足が初心者を初心者という位置に縛り付けている。シロエが遊びながら教えてくれた常識は自分とトウヤをこの異世界で生き延びさせる力になっている。〈ハーメルン〉という劣悪な環境でも、他の初心者よりはまだマシに立ち回れるのは、シロエが少しだけ分け与えてくれた〝知識〟のおかげが大きい。

　シロエは恩人。ミノリはずっとそう思ってきた。

　あるいは恩人以上の存在だと、願ってきた。

『わかったら１回咳を』

　ミノリはなけなしの熱をかき集めて、小さく、ほんの小さく喉を湿らせる。

　こんっ。ほんの小さな咳払い。

　思ったよりも喉が乾いてひりついていたらしく、自分でも情けないような音が漏れ出す。

　自分はシロエに恩がある。それに報いなければならない。ミノリはそう考えながら何度も唾液を飲み込み、耳を澄ます。

『ミノリとトウヤは〈ハーメルン〉にいるんだよね？』

　小さい咳払いをひとつ。

『〈ハーメルン〉に〈ＥＸＰポーション〉を納めている』

　もう１回、咳払いをひとつ。

『……大丈夫？』

「……」

　指でふれられるほどの静寂が、闇の満ちる室内を満たす。

　ここまで聞かれれば、シロエがなにを尋ねているのか、なにをしてくれようとしているのか、ミノリにもわかる。

　でも、わかるからこそ胸が潰れるような痛みを覚える。シロエが〝どうやって〟それをしようとしているのかはミノリには全然わからない。だけど、方法は問題ではない。問題なのは、シロエがミノリとトウヤを助けてくれようと、そんな決意をしかけていることだ。

　自分たちをどうにかするために、シロエが支払おうとしている代価はなんなのか？　このサバイバルを要する異世界で、自分たちふたりという足手まといを救うために、シロエはなにを支払うことになるのか？

　自分たちふたりにはどれほどの価値があるのか？

　それを問えば、自ずと答えはひとつしかない。

（大丈夫。まだ全然大丈夫。……毎日ご飯はもらえるし、ちょっとずつ〈裁縫師〉レベルは上がってる。わたしとトウヤだって、ここで生きていける。トウヤだってきっとそういうはず。だからわたしたちは、大丈夫……）

　自分にいい聞かせるような、まるで他人のような自分の胸の声。開きかけた願いの扉を閉じるように、ミノリは咳払いを、小さくひとつだけする。

　──大丈夫です、と。

『ほんとに？』

　シロエが再び尋ねる。その声は優しくて、ミノリは一緒に遊んだ頃を思いだしてしまう。

　トウヤが敵に突っかけて、自分がそれをフォローするために走り込み、その不用意な動きがかえって敵の増援を呼び寄せてしまったときのことを。

　シロエが眠りの呪文で増援を無力化している間にトウヤが必死で戦い、自分はみんなの回復をしてゆく。敵は多くてＨＰはいつも赤く染まった表示。てんてこ舞いでＭＰは尽き果てて、もうダメだ、全滅だ！　と何度も思いながらも、最後にはへとへとになって３人で生き残った。

　レベル90といえば、〈エルダー・テイル〉では最高峰だと聞く。

　死んでしまえば、ペナルティとして経験点が下がってしまうというのに、たかが10レベル前後の自分たちに付き合わせて生死の境を彷徨わせてしまった。それが情けなくて、申し訳なくて、必死に謝って、トウヤの頭もげんこつで叩いて謝らせた。

　自分たちなんかのために、シロエの大切な経験値を傷つけてはいけないと。だがそれなのにシロエは子どもみたいな笑顔で笑っていた。

　──僕は面白かったよ。冒険だもんね。ピンチだからこそ身につく技術ってあるもんだよ。……ミノリはちょっと行儀がよすぎだと思う。楽しかったよね？　僕は楽しかったよ。

　その声が優しくてミノリは救われた。そしてその時と同じ優しさが、念話の目に見えない回線を通して伝わってきている。

　だから、もう一度だけ咳払いを返す。

　──大丈夫です、と。

　そうすれば、今度シロエと会ったときに、笑顔で話ができるかもしれないから。もちろん、それには少し時間が必要だ。今の自分は薄汚れていて、浮浪児みたいに見える。お風呂にだって入っていない。女の子だなんて、いえないほどだ。

　胸の奥が小さくちりちりと痛むが、それでも、シロエに迷惑をかけるよりはずっとマシなはずだ。ミノリは、もう自分でも信じられなくなっているその理屈を自分自身にいい聞かせる。

『……わかった。大丈夫なんだね。じゃあ、また一緒に遊ぼう。一緒に遊びたい。楽しかったから。だから……ちょっと待っててね』

「……ッ!!」

　それでは全然わかってくれていないではないか。

　いいや、全部わかってくれているからこそかもしれないけれど。

　ミノリの胸の中で矛盾した思いがぶつかりあい、鼻の奥から熱い涙になって押し寄せてくる。どうしてシロエはこんなにもわからず屋なのか。そしてどうしてそんなに優しい言葉をいうのか。

　自分の気遣いをわかってもらえない苛立ち、申し訳なさ、戸惑い、巻き込んでしまったことに対する罪悪感、哀しみ。そんなネガティブな感情と同量の、うれしさ、優しさ、喜び、そして希望。

　……シロエへの信頼。

　そんなふたつの相反する感情が交じり合い、ミノリの内側を洗濯機のようにかき回す。なにかをいわなければならない。でもなにをいえばいいのかわからない。

　シロエを止めるのならば、ここが最後のチャンスなのだ。

　咳をする。何回？　助けてほしいの１回なのか、助けてほしくないの２回なのか。ミノリは、こぼれてしまった涙のままに、最初に１回。そして２回の小さな咳をする。

『どしたの？　いいたいことがあるの？』

（……っ。３回の咳をしちゃったんだ。わたし。違う、いいたいことじゃなくて、シロエさんは……。シロエさんはわたしたちのお父さんやお母さんじゃないです。シロエさんは優しいけど、それに甘える資格なんて、わたしたちにはないっ。だからそんな、お荷物みたいなわたしたちを背負い込む必要はないんですっ）

　けれど、その言葉は声にはならない。

〈ハーメルン〉の静まりかえったかび臭いギルドホールの一室に、喘ぜん息そくのような自分の呼気が広がるのを、ミノリは必死に抑えている。

『なにかいいたいことがあるなら３回っていったもんね。わかった。それを聞くためにも、急ぐね。でも、こっちはもう、決めたから。できることはする。トウヤと一緒の時にもいったよね。〝後衛を信頼できない前衛は死をもって罪を償うことになる。前衛を信じられない後衛もそれに倣ならう〟って。だから、今はミノリの〝大丈夫〟を信じる。ミノリもこっちを信じて。ちゃんと救援に向かうから』

　小さな途絶音と共に通話は切れる。

　自らを抱きしめるようにぎゅっと縮こまるミノリ。

　なにもわかってくれない自分勝手なシロエのせいで、鼻の奥の水っぽさが止まらない。言葉にならない想いが溢れて、耳の奥が嵐になったように、自分自身がわからない。

　しかし、その胸の中には１時間前まではなかった、温かくて確かなものが育ちはじめていた。




　　▼５




　ヘンリエッタがドアを開けると、そこにはすでに自分以外の参加者が全員揃っていた。

　あの大騒ぎの祝宴から２日後。後片付けに１日を費やし〈三日月同盟〉のギルドホールは元の落ち着きを取り戻している。

「どうしたんですの？　突然のお招きでしたけれど」

「まぁ、座ってや。ヘンリエッタ」

　ギルドマスターのマリエールはヘンリエッタに席を勧める。

　昨日まではご馳走の食べ残しだの酒瓶などが散乱していた〈三日月同盟〉の会議室は、今や綺麗に片付けられて爽やかな空気を漂わせていた。

　巨大なテーブルに着席しているのは、４人の男女。

〈三日月同盟〉からはギルドマスターのマリエール、会計を取り仕切っているヘンリエッタ。そして戦闘や狩りの面倒を見ている小竜。実質的に〈三日月同盟〉を率いている３名。

　そしてそれに向かい合う形で座るシロエ。

（あら……シロエ様）

「今日はシロエさんからお話があるとかで」

　年下の小竜は、シロエに会釈をしながら続ける。

「内容はまだうちらも聞いてへんのやけどね」

　マリエールと小竜の言葉だが、シロエの表情は硬質だ。確かに目つきが鋭い、というか凝視しがちの癖のあるシロエだが、それにしても今日は静かな迫力がある。愛嬌のある丸眼鏡も役に立たないほどの気迫を感じるのだ。

（ふむ……）

　ヘンリエッタはその様子を心にとどめる。

　普段のシロエも頼りがいがある青年だ。けれど、目の前にいるシロエは、それとはまた別人だ。一緒にするわけにはいかないとヘンリエッタは考えた。

「お世話をかけます。今日は僕が声をかけたんです。……まずは、先日の大宴会。ありがとうございました。マリ姐も〈三日月同盟〉の皆さんも」

　シロエの言葉にマリエールは手をぶんぶんと振る。

「気にせんで！　あんくらいなんでもないからっ！」

　小竜もとんでもないといって手を振る。昨日の宴会は見た目も派手だったし、料理も大層美味だったけれど、費用らしいものはさほどかかっていない。

　なにより〈三日月同盟〉たちも大いに楽しんだ。実質自分たちのためのお祭りでもあったのだ。謝礼はいずれ正式にしなければいけないというのは、〈三日月同盟〉内部で以前から上がっていた話題である。

「いえいえ、いいんですよ。わたくしはアカツキちゃんのことを隅々まで堪能させていただきましたから」

　ヘンリエッタもアカツキの可愛らしい反応を思い出してうっとりとした表情で微笑む。この際そのアカツキ本人が涙目だったなどは脇に置いておく。

「で、それはそれとして本日は別件なのです。今回は前回と逆に、力を借りたいことができました」




（あらあら。それは……。さて）

　ヘンリエッタは才女風のリムレス眼鏡の奥からシロエを見る。

　その申し出は、多少意外の感は否めなかった。

　彼女の見てきたところによれば、シロエは実力あるプレイヤーだし、情け深い性格だ。窮地に陥っている知己に力を貸すのに躊躇ためらう人間ではない。──悔しいが今回の〈三日月同盟〉とセララの件のようにだ。

　あの遠征において、シロエとその仲間たちは〈三日月同盟〉の救出部隊の代役を見事にこなした。おそらくヘンリエッタたちの何十倍も上手にこなしただろう。自分が役に立つ、うまくやれると感じれば、シロエは力を貸すことを躊躇わない。

　しかし逆はどうだろう？

　ヘンリエッタの見るところ、シロエは常識的で情け深いと共に、内省的でとても……不器用な青年だと感じる。他人を助けることに比べて、他人に助けてもらうのがひどく下手なのだ。

　そのシロエが「力を借りたい」という。

（どんなお願いごとがあるのでしょうか？）

　もちろん、他人に力を借りることが苦手なシロエの足下を見て礼を値切ろうなどという考えはヘンリエッタにはない。マリエールにはさらにないだろう。しかし、本人がはっきりと「力を借りたい」と申し出るのは、意外だったというのが本音だ。

「なんでもいってください。シロエさん！」

「ええ、そうですわ。シロエ様は〈三日月同盟〉の恩人ですから」

　小竜の言葉に合わせて、ヘンリエッタも歓迎の答えを返す。この場合は返さざるを得ない。〈三日月同盟〉はシロエに大きな恩があるのだ。

　だが、同時にヘンリエッタはマリエールの様子も気になった。マリエールはヘンリエッタがこの部屋に入ってきてから、どこか張り詰めた表情を崩していない。

　もちろん、表面上は友好的に振る舞っているし、その心遣いや優しさが陰るなどとはヘンリエッタは微塵も疑ってはいない。もう長い付き合いの親友なのだ。マリエールがシロエを嫌うなんてことがあり得ないのは十分に承知している。

　だが、それではマリエールの表情の重さはなんなのか？

（マリエはシロエ様がなにを願うか知っている？）

　シロエはヘンリエッタと小竜の言葉に微笑むでもなく、眼鏡を指先ですり上げるとまっすぐに目的を切り出した。

「知り合いの子ふたりがとあるギルドに──拘留中というか、所属させられています。そのふたりを助けたいと思います」

　シロエの言葉に小竜は頷く。

「そんなことですか。ギルドを解約させればいいんですよね？　僕らが陽動しているうちに、ギルドの脱会手続きをさせるとか？　おやすいご用ですよ。……あ。それともあれかな？　助け出したあとのアフターケアなんでしょうか？　そのおふたりを〈三日月同盟〉でお預かりするとか？　もちろん歓迎しますっ。仲間が増えるのはむしろお願いしたいくらいですから」

　明るい小竜の返事。

　しかし、その言葉に一層マリエールの表情は引き締まる。

（──それはないでしょう。シロエ様であれば、おそらくわたしたちの協力を得なくても、ふたりを助けるだけなら可能なのじゃないかしら。わたしたちの協力を、わざわざこんな席を作ってまで願うような、シロエ様の願い事……）




「その質たちのよくないギルドは、新人プレイヤーを集めて〈ＥＸＰポット〉を巻き上げているそうです。売りさばいて運営資金にしているのでしょう。それ自体が許されないことだとは、僕は思っていません。──『今』は、ですけど。でも、好き嫌いでいえば、好きではありません」

　シロエは和やかな口調で続けるが、小竜の動きがぴたりと止まる。

　ことここに至って、やっと話が飲み込めてきたのだ。

「そのギルド、ってもしかして〈ハーメルン〉ですの？　確かにあそこは──そう質たちがよくないですわ。よろしくはないですわ。しかしあそこはバックに大手ギルドも……」

　ヘンリエッタは当然の疑問を呈する。くだんのギルドが〈ハーメルン〉だとすれば、その顧客には〈黒剣騎士団〉と〈シルバーソード〉が含まれている。どちらもこのアキバの街の有力ギルドだ。戦闘系だけでいうのならば五指に入る。

「はい、そうです。退場してもらおうと考えています」

　シロエはまっすぐに口にした。




　会議室の中を重い静寂が流れる。

　マリエールの小さなため息。

（やはりマリエは知っていたか予測していたようですわね……）

　それであの張り詰めた表情にも納得がいくというものだった。

「た、退場って。その……。それって潰すという意味ですか？　それは──本当に？　そもそも、ギルドをひとつ退場させるって、そんなことが可能ですか？　ＰＫをしてこてんぱんに倒したとしても、それは相手のプライドをへし折るでしょうけれど、ギルド自体が潰れるとは……」

　小竜がおずおずと声を上げる。

　その疑問は、ヘンリエッタも感じていたものだ。

　ギルドが解散するというのは、ギルドリーダーが解散決定をするか、すべてのメンバーがギルドから脱退するかしかあり得ない。システム上そうなっているのである。

　ＰＫという手段は、確かにプレイヤーキャラクターを殺すことができる。しかし、この世界は〈エルダー・テイル〉を受け継いでいる。ゲーム的なのだ。〝死からの復活〟が自動的なこの世界において、殺害は決定的なダメージにはなり得ない。ギルドメンバーの士気や財産に影響を与えることはできるかもしれないが、ギルドの存続そのものを直接左右することはできないはずだ。

　だから小竜の抱いた感想、「ギルドを潰すなんて可能なのか？」という疑問は、正しい。理屈で考えればそれは外部からの干渉ではあり得ない事態だ。

　たとえば超大手ギルドなどが、その豊富な資金等を餌にして弱小ギルドのメンバーを引き抜きまくり、結果としてギルドを潰すことは可能かもしれない。その種の作戦ならばアキバの街で聞くことがある。

　しかし、賄わい賂ろや資金提供などに多くのリソースを投入したとしても、それで対象のギルドが潰れるという保証はない。たとえばそのような買収工作に〈三日月同盟〉が狙われた場合、そのほとんどのメンバーが引き抜かれたとしても、マリエールひとりが居残って抵抗し続ければ〈三日月同盟〉というギルドはシステム上存続するのだ。

「ギルドを潰す」というのはそれだけ難事であり、成し遂げがたい行為である。狙って潰せるようなものではない。そんなことが可能であれば、そもそもいま現在のアキバの街の状況はあり得ないはずだ。

　だいたいのところ「ギルドを潰す、退場させる」などという台詞は、罵倒や売り言葉に買い言葉というようなシーンで耳にするような言葉だ。それは脅し文句の類で、実際の計画として聞くような言葉ではない。

　小竜は、シロエの言葉を、いわば意気込み、目標として受け取るべきなのではないかと考えたのだ。「お前を倒す！」と似たような宣言として、だ。

「いいえ。文字通りの意味です。アキバの街から退場して貰います」

　しかし、その小竜の疑念をシロエは真っ向から否定する。




　落ち着いた、感情をそぎ落としたような声はいっそ冷たいほどだった。ヘンリエッタはシロエの表情をこっそりと窺う。もしそこに浮かんでいるのが、怒りや苛立ち、決意だったのならば、ヘンリエッタはこれほどに確信はできなかっただろう。

　しかし、シロエが浮かべていたのは、あるかなきかのかすかな笑みだった。笑みとはいっても、面白さとも喜びとも無縁の、くちびるの端をわずかにつり上げる狩人の表情。

　シロエはすでに決意も必要ないほどに決心しているのだ。

（ああ……。シロエ様は）

　やるのだろうな。

　このとき、ヘンリエッタはそう思った。

　止めても無駄だ、とも思った。おそらくシロエの決意は翻ひるがえらない。

　証券マンであるヘンリエッタの父が大きな相場に乗り出すとき、または市場が荒れ狂うような大恐慌の中で売り浴びせを行なうときにこんな表情を浮かべていた記憶がある。何日も家には帰れず、たまに帰ってきても短い仮眠とシャワーだけで飛び出していくような夜明け前に、玄関口で浮かべていたのと同じ、虎のような笑みだ。

　と、同時にマリエールの苦渋もヘンリエッタには理解できる。

〈ハーメルン〉には、大手ギルドがバックについている。顧客である〈黒剣騎士団〉と〈シルバーソード〉は、〈ＥＸＰポット〉の経験値上昇効果を用いて90レベル突破をめざしているのだ。

　豊富な資金を持つＡ級サイズのギルドだけができる無理矢理な成長方法だが、確かにその方法であれば、次のレベルを目指すことも可能かもしれない。

　新人から〈ＥＸＰポット〉を巻き上げて売りさばくなど、倫理的に見れば道を外れた行為だ。ヘンリエッタだって嫌悪感を感じるし、もし〈三日月同盟〉でそんな話が出るのであれば、首をかけて反対するだろう。

　しかし、「許されざる罪だ」とも断言はできない。

　そこに精神的重圧があれ、ある種の脅迫があったのであれ、その新人たちは自分からそのギルドに入会し、今でも在籍しているのだ。そうである以上、その巻き上げや転売が、ゲーム的に見て違反だとはいえない。そしてそれは、この異世界では〝違法〟ではないことを意味する。

（法……。法、ですか……。確かにそれはもはや夏の朝の蜃しん気き楼ろうよりも儚はかないものです。在るかどうかは疑わしい。それに──）

　それに実現性の問題もある。

　仮にその行為が──合法か非合法かはともかくとして、悪だとする。しかし、その悪を咎めることのできるものや組織がアキバの街に実在するのかと問われれば、答えは否だ。

　大手ギルドの発言力は巨大で、さしたるメリットもないのにそれに逆らおうなどという酔狂なプレイヤーはいない。すでに大手ギルドのメンバーが、ギルドの名前を利用して、街の各種設備を優先的に使用している。しかも、やや横暴なやり方で、中小ギルドのプレイヤーを邪険にあつかう風景が目立つようになってきている。

　この状況下で、シロエのような意見に同調することは、すなわち大手ギルドを敵にまわすということ。〈三日月同盟〉という小さいながらもひとつの組織を率いる立場として、マリエールの厳しい表情の意味もわかってくる。

　正義はなにかというよりも、その正義を実行する権限も権力も戦力も、誰もがもっていない。ゆえに正義が絵に描いた餅にしかならず、結果として正義などあってもなくても同じだと、誰からも興味をもたれなくなる。それがいま現在の、アキバの街の偽らざる真実なのだ。




（マリエ……）

　ヘンリエッタもくちびるを嚙む。

　シロエには恩を受けている。個人的には好感ももっている。

　もちろん、可愛らしさの欠片もない男性の中では、という但し書き付きだが、友人にしてもよいと思える青年だ。でも、だからといって頷くことができない「お願い」もある。

　本来であれば心からの忠告としてシロエの暴走を止めるべきなのかもしれない。

　でもあの不敵な決意を見れば、その言葉も出てこない。

　ふだんは控えめに見えるほど内省的なシロエがはじめて見せた〝戦意〟に、自分ごときが口出ししてもよいのか？　と問われれば、答えに自信がもてるはずもない。

　ヘンリエッタのそんなふうに口ごもる姿を横目で見ながら、マリエールは何度か躊躇ったあとに口を開いた。

「シロ坊……。シロ坊の気持ちはわかる。せやけど……、うち……。いや、うちらはな……」

　それは、謝罪の返事だったのだろう。ヘンリエッタや小竜というギルドの幹部にいわせることなく、ギルドリーダー自らが、シロエの願いを断る。

　もしかしたらその言葉でシロエの機嫌を損ねる、嫌われることもマリエールは覚悟して口を開いたことを、ヘンリエッタは理解した。

　しかし、そのマリエールの言葉を、シロエはキッパリと遮る。

「マリ姐。悪いですが残りもいわせてください。これはまだ半分です。まだ半分でしかありません。〈ハーメルン〉なんて最初からもののついでです。そんなのじゃ、全然足りない。まったく届きやしない。そんなのはただの行きがけの駄賃にすぎません。この際だからはっきりいいます。僕は今のアキバの街の空気が好きじゃないみたいです。せこくて格好悪くてみっともないですよ」

　啞然とする周囲の中で、シロエだけは最初からすべて納得していたように言葉を続ける。

「だから、アキバの街の掃除をします。〈ハーメルン〉のことはそのついでです。ミノリとトウヤは友人だから助けますが、それさえも──ついでです。僕たちは他にやらなければならないことがたくさんあるんです。こんなことで時間をとられている訳にはいかないんですよ」

　小竜もヘンリエッタも、そしてマリエールさえも彫像のように固まっていた。そんな３人にシロエはたったひとりで言葉を続ける。

「小さいギルドにいるってのは、いつからこそこそしなきゃいけないような悪いことになったんですか？　ススキノは確かに荒廃してました。２０００人しかいなければ、強いギルドが我が物顔で威張るのもわからなくはないです。でも、アキバは僕らのホームタウンです。日本サーバにいるプレイヤーの半分以上の本拠地です。日本サーバ最大の街です。それが格好悪くて雰囲気が悪くてギスギスしてて、なんだかみんなが下を向いて歩いているって……。それはないでしょう？　それじゃあ、僕ら全員が格好悪くなるために生まれてきたみたいじゃないですか。狩り場の占有、大手ギルドの躍進、ライバル同士の確執、それらが悪いなんて口が裂けてもいいませんけれど、自分の首を絞めてるのは見るに堪えないです。──そういうのって、新人を泣かせてまでやることでしょうか。異世界に飛ばされちゃった僕たちが、力を合わせてサバイバルしなきゃいけないっていうこの状況を蹴飛ばしてまで、やることですか？　僕らは３万人もいますけれど、３万人しかいないんです。みんな、舐なめてませんかね。──異世界を甘く見すぎてます。必死さが、足りないです」

　言葉もなかった。

　それは途方もない話だった。

　ヘンリエッタや小竜はおろか、マリエールが凍り付いているところを見ると、これは予想もしていなかった話なのに違いない。

　知り合いを助け出すのはわかる。しかし、そのついでにギルドひとつ潰そうという時点で桁外れだ。だがその上、今の状況や風潮を変えるとなれば、これは桁外れというよりは、正気の沙汰ではない。

　だが、話を聞いていた皆を震え上がらせたのは、その内容よりもシロエの声だった。高ぶったところのない穏やかな声だったが、潜んでいるものは鋼はがねだ。触れれば切れるような鋭さがある。

　ヘンリエッタは我知らず止めていた息をそろそろとはき出す。

　見誤っていた。このシロエという青年を。実力も優しさもあるけれど、内省的でシャイな青年だと思っていた。でも、違う。この青年の本質的な部分は、ひどく純粋なのだ。目標に対してひたむきで、その考えも手法も直線的。効率的で、容赦というものが、ない。

　戦って奪い取る。この青年は、そのシンプルな原理に忠実なのだ。決めるまでは散々迷うかもしれない。刃やいばが鈍るかもしれない。でも、決めたら「やってしまう」青年なのだ。

「マリエ……さん？」

　尋ねかける小竜の言葉に、マリエールはくちびるを嚙みしめている。ギルドひとつを潰すというだけでも〈三日月同盟〉には荷が重く、そのリスクは高い。その計算でいくのならばシロエの提案に応えることはできないのだろう。

　しかし、シロエは「この街全体を変える」といった。それは勝負に勝った場合のリターンが跳ね上がったことを意味する。

　マリエールの逡巡はそれ故のものだ。リターンとは、この場合中小ギルドの地位向上だ。だがしかし、それだけではない。

　魂の問題でもある。

「うちは……」

「力を貸してください」

　シロエははじめて頭を下げた。

「シロエ様？　他のお仲間はどうなさいました？」

　言葉を探すマリエールに助け船を出すべく、ヘンリエッタは口をはさむ。本来であれば、たとえば直継やアカツキといったメンバーはこの席にいてもよいはずだ。

「調査と準備にかかってます。挨拶が遅れてごめんなさい。僕シロエがギルドマスターとして、ギルドを結成しました。〈記録の地平線〉っていうのがその名前です。直継、アカツキ、にゃん太、そして僕の４人がそのメンバーで、今回の任務ミツシヨンは、その最初の作戦になります」




「ギルド……作ったんや」

「はい。誘ってくれていたのに、すみません」

「ううん……」

　マリエールはまるで子どもみたいに首を振る。

「ううん。そんなん、ぜんぜん謝ることない。そか。シロ坊……。おめでとうな？　ギルド、作れたんや。シロ坊、作れたんやね。おうち、作れたんやね」

　マリエールは微笑んだ。その目尻には小さな涙の粒がある。

　ギルドに入ることをずっと避けてきたシロエが自分の居場所を作る。その意味合いはヘンリエッタには正確に計ることはできなかったけれど、マリエールの涙の意味はわかった。ヘンリエッタの天然気味な友人は、シロエという青年を心から祝福しているのだ。

「ギルマス。……話だけ、聞いちゃダメかな？　俺。興味ある。俺たちは街での活動も多いし、やっぱシロエさんのいうような悪い雰囲気、感じてきたよ。この街はずっとこのままいっちゃうのかって、不安に思ってきた。ずーっともやもや思ってたんだよ」

　小竜は言葉少なに意見を述べた。

　彼だって〈三日月同盟〉の戦闘班幹部として状況は読めている。もし自分が余計な口出しをすれば、マリエールが苦しむことになるのもわかっている。けれど、そういう意味でいえばマリエール自身が協力したい気持ちと、ギルドを守りたい気持ちの間で引き裂かれているのはすでに傍はたから見ても明らかなのだ。

　ヘンリエッタも言葉を添えた。

「ええ、協力できるかどうかは手法によります。まったく目処が立たない計画に乗る訳には参りませんでしょう？　シロエ様」

　本来ならば自分が矢や面おもてに立とうと考えていたはずのマリエールはふたりの部下が前に出て、ちょっと鼻白んだようだったが、すぐに自らも「シロ坊、話してや」と促した。

　シロエはその言葉に、ほんの半瞬だけ喋る内容を整理するかのように見えたが、唐突に結論を述べる。

「資金が必要です。とりあえず、金貨５００万枚」

「あり得ない金額ですっ」

　ヘンリエッタが悲鳴を上げる。〈三日月同盟〉の金庫を預かっている彼女は、かなり正確にギルドの資産を把握しているのだ。

〈三日月同盟〉のギルド口座にある資金は、金貨にして６万枚。在庫アイテムなどを徹底的に処分すれば、10万枚までは用意できるだろう。ギルドメンバーの個人的な財産を残らず処分すれば、おそらく50万枚までは達成できる。

　しかし、それが限界だ。メンバー全員の資産をなげうっても、50万枚以上は捻出できない。レベル90であるヘンリエッタの手持ちの資産が２万ほど。個人で５万ももっていれば相当に資産家である状況を考えれば、金貨５００万枚というのは桁外れな金額だ。

「そんな金額どうやって集めるんっ。うちら、こういっちゃお終いかもしれんけど、──零細ギルドなんやで？」

「お、お、お金ですか!?」

　案の定、マリエールと小竜の口からは絶望的なうめき声が零こぼれる。

　戦力や労働力というのならば「がんばって」みることはできる。しかし資金調達となると、彼女たちにははなから無理難題にしか感じられないのだろう。

「ヘンリエッタさんはどう思いますか？」

「わたし、ですか？」

「ヘンリエッタさん、元の世界では経営学の修士とって会計の仕事してるんですよね？　僕はいけると思っています。まだ、この世界ではみんなが〝舐めて〟ますから。別にそんな大したことじゃないです。ようするに、ただ引っ張ってくればいいだけで。お金なんて〝とりあえず〟です。一番の難関にはほど遠い」

「……引っ張る」

　ヘンリエッタの意識が引き延ばされる。

　シロエの言葉を軸に、波紋が広がる。

　──異世界を甘く見すぎて、舐めている。

　なぜシロエはそんなことをいっているのか？　なにを舐めているといっているのか？　ここは〈エルダー・テイル〉の世界だ。異世界というならば異世界だが、既知の世界といえばこれ以上既知の世界はないともいえる。

「どんな資金かとか、誰の資金かなんて、深く考えなくていいんです。どうせ向こうだってルールを守る気はないんですから。違うか。……『ルールがないのがここ』なんです。自分たちで狭いルールを作ることはない」

　ある意味むちゃくちゃだ。

　でも、それだけにヘンリエッタにはわかる。おそらく、ヘンリエッタにしかわからない。今、この部屋には自分とシロエしか、いない。シロエの言葉が届くのはわたしだけだ。ヘンリエッタはなんの脈絡もなくそう確信する。そうである以上、その領分内の判断は、自分がマリエールに代わって見極める必要がある。

　シロエのいっていることは。

（お金が集まるルールを作れ、ということですわね……）

　反抗する勢力はすべて叩きつぶせといわんばかりのシロエの言葉に、ヘンリエッタはくらくらとする。つまりそれは、奪えという意味だ。

　奪うというのは、なにも暴力的なことばかりを指すのではない。それどころか、非合法だったり非道な手法を用いる必要はない。世界が完璧に合法の中で回っている状態でさえ、その〝奪い取る〟という事態は日常的に起きている。世界はそういうところだと、ヘンリエッタは父親を見て感じていたではないか。

　むしろ、反発を招くのは愚策だと彼女は直感している。非合法や精神的軋轢あつれきの残る手段は最後の最後にやむなく切るカードなのだ。どちらかといえば、みんなが喜んでお金をもってくるような〝ルール〟が望ましい。

「……いけ、ますわ」

　ヘンリエッタは頷く。

「わたしたちは、その資金を集められます」

「へ？」

「ええっ!?」

　マリエールと小竜の驚きの声に、ヘンリエッタはまだ少しぼんやりした思考で応える。頭の中では思いついたプロットに細かい修正を加え肉付けをしている最中なのだ。

「５００万を集めたとして、それでおしまいではありませんわよね？　その先はどうするのですの？」

　ヘンリエッタが感じたとおりならば、目の前の青年の考えていることは空恐ろしいことだ。

　ネズミを駆除するために家ごと焼き払うような、あるいはＴシャツを買うために衣料メーカーを買い占めるような、そんなことさえやるであろう気配を感じるのだ。

　もしそれがどんなに荒唐無稽な道であろうと、目的を達するためにそれが唯一の道であるならば、シロエはやるだろう。

「５００万を集めるのは入り口です。一番の難関はその先にあります。それは──みんなの善意と、希望です。このアキバの街に住む多くのギルドが、このアキバの街の雰囲気なんてどうなってもかまわないと思っているのならば。その場合は、僕たちは負けます。でも、それはそれで仕方ありません。もしそうならば僕はそんな街に未練はありません。だけどそんなことはないって信じてもいます。アキバの街を好きな人は、嫌いな人より、多いはずです。今さらですけれど、セララさんの件を恩に着せて協力を強要するつもりはありません。〈三日月同盟〉に声をかけたのは、その力が必要だからです。マリ姐にも、ヘンリエッタさんにも、小竜にも、やってほしいことがあるからです。もう一度いいます。力を貸してください」

　シロエは深々と頭を下げた。

　小竜は小さく頷き、それを見たマリエールがヘンリエッタの表情をのぞき込む。

　シロエは本気だ。本気で実行可能だと思い、本気で実行しようとしている。だからこそ小竜は話の続きを聞きたがったし、マリエールは決断を躊躇ったのだ。

　シロエという青年は、誰かのために己を投げ出すということができる青年だ。しかし、自分のために「力を貸してくれ」というのは、己を投げ出すなどということよりもハードルが高いのではないか？

　ヘンリエッタはその意志を気け高だかいと思った。

　本気のシロエならば、アキバ全てを相手取るだろうこの途方もない作戦でも、もしかしたら勝ち筋を見つけられるかもしれない。

　ヘンリエッタの中のシビアな財務担当者の勘が、そう囁いている。

「ええ、マリエ。あなたの望むままに」

「うちは……。うちら〈三日月同盟〉は」

　マリエールは手をぎゅっと握りしめ、ギルドマスターの表情でシロエに答える。

「〈三日月同盟〉はシロ坊の作戦に乗ろうと思う。──うちたちだって、この街にはもっと格好いいところであってほしいから。このままだと何かが決定的になくなってしまいそうだから。で、でもな。うちらも苦しい所帯やねん。だから、夜逃げだけは勘弁してほしいんやけど……。でも、それもしゃあないか。見て見ぬふりをいつまでも続けたら、気持ちの方がすっかり腐ってしまうんよね。──魂の問題やから。だから、うちらも賭けてみる。教えて、シロ坊。その方法を。もしそのために何かができるときに、何もせえへんかったら、うちらずっと後悔しそうやから」


































　　▼１




　翌日から４日間の準備期間を経て作戦は実行に移された。

　タイトという言葉では生ぬるいほどのスケジュールは、目もくらむほどの慌ただしさと、誰もが限界を超えたがむしゃらさで進められたにも関わらず、奇跡的にすべてが予定通りに完遂された。

　予定を立てた当事者たち３人は殺人的なスケジュールの功績と責任を、それぞれになすりつけあっていた。

〈三み日か月づき同どう盟めい〉のギルドマスターでもあり皆に慕われる関西弁の世話焼き姉御のマリエールは、「うちの会計はすご腕やからね。数字任せて読み違いは万にひとつもおこらへんよ。ヘンリエッタに帳簿もってすごまれたら、地獄の鬼だろうがラッパもった天使だろうが座り小便漏らして謝罪するねんでー」とたわわな胸を張った。

　その会計であり、蜂蜜色の豊かなウェーブヘアをゆらすヘンリエッタは、「私の管理能力なんてたかが知れていますわ。シロエ様の容赦も呵か責しやくもない立案の悪あく辣らつさこそ言語道断驚きよう天てん動どう地ちです。まったくシロエだなんて冗談のよう。真っ黒クロエと名乗った方がよろしいのに。アカツキちゃんがいなければ抱かれに伺うところですわ」と褒めているのかけなしているのかまったくわからない評価を下す。

　散々にこき下ろされたシロエはといえば、ずり落ちかけた眼鏡を直して「僕の黒さなんて自覚してるだけ子どもだましもよいところです。マリ姐の天然には敵いません。疲れ切ってるメンバーだってあんな笑顔で励まされたらもう一働きってなるじゃないですか。マリ姐に褒めてもらうためだったら、ゾンビだって生き返ってご奉公しそうです」と真顔でいった。かなり本気だった。

　とにかく、そんな３人の立てたスケジュールにより、アカツキや直なお継つぐ、にゃん太はもとより〈三日月同盟〉の全員もへとへとになるまでこき使われた。経験の浅い同盟ギルドメンバーにしてみれば、この時点で「死線」である。それぞれの叱咤激励によりゾンビの如く復活させられた計画参加者たちは、すべての用意を終えて計画開始の朝を迎える。




　その朝。

　徐々に日の出は早くなり気温が上昇してゆく夏のはじまりのアキバの街の３カ所に、派手ではあるが多少安っぽい仮設店舗は出現した。

　竹を適当に切って木材と結び合わせた支柱。日よけの帆布でつくられた大きな天幕は、催し物かバザーの会場のようで、鮮やかな飾り布が揺れている。どうやら２頭立ての馬車を改造したとおぼしき中央の台と、これだけは立派な木製のカウンター。

　立地によって店舗の形は多少は違うが、風にたなびくのぼりにはこれだけは同じく〈軽食販売クレセントムーン〉と鮮やかに記してある。

　今のアキバにおいて、軽食屋や食事処ほど寂しい商売も珍しい。

　なんといってもすべての食料は同じ味しかしないのだ。

〈エルダー・テイル〉のゲーム時代の設定にそって、ノンプレイヤーキャラクターが経営する飲み屋や酒場は存在する。また宿屋で食事を提供するところも多い。

　しかし、それらの場所で提供される食料は、すべて同じ味なのだ。安い豆まめ粥がゆだろうが、最高級のローストチキンだろうが、すべて味気ない「湿気た煎餅」でしかない。脂っ気がなく、湿っているにもかかわらず、もそもそとしたその味は妙に飲み込みにくい。食べ続けるほどに気が滅入ってくる。

　飲料もそうだ。なにを頼もうと、色合いこそさまざまだが、匂いも味も井戸水そのものでしかない。唯一の違いはアルコール飲料だが、こちらも味はまったく同じ。アルコール特有の喉を焼く感覚すらもなく、ただ唐突に酩酊だけがやってくる。

　そんな状況で、酒場や食堂に通う人間などいない。

　もちろん、たとえば休憩場所や座る場所を求めてそういった場所に向かう人間は少数存在する。広場で立ち話をするよりも、日陰に椅子が並べてある場所の方がありがたいという需要というのはあり得る。しかし、そんな彼らでさえ、食事を目当てに訪れている訳ではない。

　彼らが注文するのはもっとも安い食事だし、それも「席に座る料金」という意味合いが強いのだ。

　今のアキバの街では、多くのプレイヤーは食料アイテムをノンプレイヤーキャラクターもしくはマーケットから調達する。

　すべての食料アイテムが同じ味であり、どうやら栄養をとることは可能だと判明してからその選択基準は値段のみになってしまったのだ。

　高レベルの料理には、ステータスを一時的に上昇させる効果があるために、戦闘系のギルドの人間はそういった食料アイテムを求めることもあるが、全体から見ればそういう需要はほんのわずかで、１％すらもないだろう。

　圧倒的多数のプレイヤーにとって食料アイテムはもはや「期待できない餌」であり、それを食べなければ空腹が耐え難いために食べているだけなのだ。そうであるならば値段の安いものを購入するのが当然だといえるだろう。

　結果訪れたのは、凄まじいまでの値下げ合戦だった。

　この世界における食料アイテムの生産は非常に高速だ。どのように高級な食料アイテムであろうと、作成メニューから選択するだけ。時間にして10秒で作成が完了する。

　素材さえ十分にあれば、１時間当たり３００食作ることも可能だ。〈料理人〉は人気があるサブ職業ではなかったが、それでも市場には安い食料アイテムが爆発的に流通することになった。

　当然生産者の側も、素材の入手が面倒な高レベルの食料アイテムをわざわざ作るまでもない。いま現在の低下した経済活動においては、低レベル用の食料アイテムで需要は満たせる訳で、それを安価に供給すればよい。

　そういった市場の理屈から値段は下がり、〝食事〟という、人間であれば誰もが必要とする行為であり、三大欲求のひとつに関わる消費であるにもかかわらず、食料アイテムの取引は一定の流通量こそあるものの、価格としては冷え切った状況にあった。

　そんなお寒い環境のなか、どうして軽食売店なんかはじめてしまったんだろう？　それがのぼりを見たアキバの街の住民の感想だったろう。

　今や〈料理人〉であっても、作成したアイテムはマーケットに流す手法が主流だ。その方が面倒がないということもあるが、手売りにはやりきれないストレスがあるのである。それも当然だろう。自分が作った食料アイテムを買う人々は、〝餌〟としか思っていないのだ。自分で食べたところでまずいと思う物を、客に売ってうれしい職人など存在しない。作っている側だって、本当ならおいしいと喜んでほしいのに、そんな笑顔は見ることができないのだ。今では露天売りの生産職の中に〈料理人〉の姿は見あたらなくなっていた。

　しかし、太陽がよい角度にのぼり、あと小一時間で昼かというタイミングになると、驚きの波紋が広がりはじめた。

　おそらくギルドホールかどこかの厨ちゆう房ぼうで作ったのだろう。大量の包みがそれぞれの仮設店舗に届けられると、なんともいえないよい匂いが漂いはじめたのである。

　それは油の焦げる香ばしい匂い。香辛料の混じり合った魅惑的な香り。

　それと同時に前に進み出たスタイルのよい女性が、緑の髪をゆらして声を張り上げる。

「本日開店おひとつどうぞっ！　〈軽食販売クレセントムーン〉や！　日頃の食事の味気なさまずさにげんなりしている貴方に朗報！　今こそ〝ホントの食事〟を取りもどせぇ！　おいしいで、おいしいで！　ほっぺた落ちるで～!!」

　マリエールはもはや半分以上ヤケクソで口上を叫ぶ。

　ギルドの〈裁縫師〉によってあつらえられた服装は、純白のブラウスにピンクのピンストライプ・タイトスカート、明るいサーモンピンクの大きなリボンにフリルエプロンという、元の世界でいえばファミレスかファーストフード店員の格好だ。

　その隣に待機していたセララは、負けてはなるものかと必死に細い声を上げる。

「ありがとうございますっ！　ありがとうございますっ！　お買い上げありがとうございますっ！」

　よほど緊張したのか、まだ１個も売れていないうちから〝ありがとうございます〟を連発して、手元のビラをくばる。
















　──クレセントバーガー、金貨15枚。スーパークレセントバーガー、金貨30枚。かりかりチキン（１本）金貨18枚、（３本）金貨50枚。フィッシュ＆チップス、（小）金貨10枚、（大）金貨20枚。ブラックローズティー、（コップ）金貨５枚、（水筒）金貨15枚。

　ビラには開店の見出しと、メニューが載っている。

　地球にあったハンバーガーショップに比べれば貧弱なメニューだが、それでもアキバの街のプレイヤーにとっては郷愁を誘うに十分だった。

　何人かの客が香ばしい匂いと野次馬根性から購入する。

　値段は、お世辞にも安いとはいえない。むしろ、高い。

　アキバの街では、宿屋の一番安い部屋で１泊するのにかかる値段は最低ランクで金貨10枚ほどだ。食料アイテムは、１食分金貨５枚もあれば手に入る。そう考えれば、１食当たりの値段にして３倍から６倍ということになる。これは小さくはない出費だ。

　しかし同時に買えない金額ではない。

　この異世界で生き抜くために必要とする金額は小さい。寝る場所など、最悪寝袋さえあれば、宿を取る必要すらない。

　廃墟はたくさんある。夜露を凌しのぐだけなら金を使うことはないのだ。食料だって安価なものがマーケットに溢れているし、衣服や装備はそこまで頻繁に買い換えるものではない。

　もちろん上を見ればきりがないだろうが、切り詰めれば毎日金貨15枚もあれば暮らせる。ギルドホールの維持費や、武器防具の修繕費など、何かをしようとすればランニングコストがかかり大きな金額を貯金するのが難しい世界ではあるが、日々の暮らしを支える程度の金額を稼ぎ出すのは容易な世界でもある。

　金貨１０００枚などという金額であれば、それはマジック・アイテム購入等と比較して悩むような価格帯だが、金貨十数枚ならば誰でもお小遣い感覚で使ってしまってもかまわないのだ。

　そんな心理から、野次馬たちは幾つかの商品を購入したようだ。

　買い求めてくれた客に、マリエールとセララは笑顔でお愛想を振りまく。ギルドホールで調理された包みを運んでいた若い男性メンバーも笑顔で「ありがとうございます！」と叫び、その声が唱和する。

　期待半分くすぐったさ半分で早速ひとくちかじった野次馬客は、それだけで腰が抜けるほどの衝撃を味わうことになった。




「なっ！　なっ！　なんだこれぇっ!?」

　味がする。言葉にするとたったそれだけのことなのだが、体験した人間にとってその感動はまさに天地が逆さになるほどのものだった。

　肉が肉の味をもっている。

　レタスが瑞みず々みずしく肉の脂を洗い流すほどに爽やかで、トマトのほどよい酸味がからまる。

　軽く焼かれたパンの甘さ、バターの滑らかさに、塗られたマスタードのぴりりとした辛さ。

　どの味わいもが新鮮で、感動的だった。

　それは完成度の点においては完璧にはほど遠かった。元の世界であれば、飲食店というよりは家庭料理の類であり、グルメ雑誌の巻頭を飾れるほどの美味ではない。しかしこの世界においては、文句なく最高峰の味わいだと断言できた。

　彼は涙でにじむ視界を堪こらえながらも夢中で食べた。

　生まれてから食べたものの中で、間違いなく一番おいしい。そんな思考を巡らす暇もなく目の前のハンバーガーはなくなった。

　彼は包み紙にたれた肉汁までも平らげた。

　恥ずかしいとは思わなかった。

　恥ずかしいと思うくらいなら両目から溢れている涙を止めている。

　彼が感じたものと同じ衝撃は、１時間も経たないうちにアキバの街を駆け抜けた。

　それはモノクロの視界しかもたなかった人々に突然総天然色フルカラーの視覚を与えたのと同じような意味で、革命的大事件だった。

　アキバの街の人々は、自分たちがどれほど元気を失っていたのかにわかに思い出したようだった。食事がおいしいということの重要性は、人々がすっかり忘れはてて、諦めていたことだったのだ。

〈軽食販売クレセントムーン〉はアキバの街の最新の神話になった。




　　▼２




　マリエールの執務室もまた、戦場のような有様だった。

　最初から置かれていたマリエールの豪華な執務机の前には、がっしりしているが質素な会議机が設置されて、可愛らしいソファは部屋の隅まで退却させられている。

　その会議机の上には山盛りの資料や書類。

　どれも会計担当のヘンリエッタと作戦担当のシロエが細かい数字をびっしりと書き付けた代しろ物ものだ。

　驚愕のオープン初日を切り上げ、〈三日月同盟〉のギルドメンバーがギルドホールへと帰還したのは、夜の10時を回った頃だ。手て強ごわいモンスター相手に一日中狩りを続けるにも勝る疲れの中で、多くのメンバーはあちこちで沈没していた。

　この世界の体力は、〈エルダー・テイル〉時代のキャラクター能力値──ひいてはレベルに関係があるらしい。中堅レベルの多い〈三日月同盟〉であればその様子は当たり前で、むしろ健闘を褒めるべきだろう。

　しかしそうやって倒れ込んでしまった販売班を尻目に、シロエとヘンリエッタはそれこそ地獄の悪鬼も逃げるような速度で書類相手の格闘を続けていた。

　部屋の隅にはシロエが〈筆写師〉のスキルで作り出した紙とインク壺が積まれている。そこから数十枚の白紙を引き出すと、ヘンリエッタはものもいわずに最新の数字を書き込み、大きな吐息をひとつついて顔を上げた。

「本日分の集計は一段落しましたわ」

「お疲れ様」

　シロエもその言葉に視線をあげて手を止める。

「慰労するならアカツキちゃんをください」

「……あげないけれど１時間もふもふしていいですよ」

「まぁ！」

　目をきらきらさせて喜びに身をくねらせるヘンリエッタから視線を逸らしつつ、シロエはその手元から数字をびっしり書き込んだ紙を取り出す。

「予想よりも廃棄率が低いですね」

「お客の列が途切れませんでしたから。──予定数は完全にはけたといえるでしょう」

「と、なるとやはり素材の備蓄ですか……」

「そうなりますわ」

　ふたりの手元の数字は予測の範囲内。むしろ、かなりの好感触を伝えてきているが、それでも問題がない訳ではない。〈三日月同盟〉の総力を挙げた販売大作戦ではあるが、料理である以上必ず材料を消費してしまう。

　準備期間中には素材を落とすモンスターや動物を狩って備蓄をし、開店初日の今日でさえ、直継と小竜を含めたパーティーをひとつ組織し収集に当たらせてはいるが、このペースで素材消費を続けては保って４日というところだろう。

「……やっぱり素材はどうにもなりませんね」

「買い付け、開始しますか？」

「マリ姐の返事待ちになりますけど」

　シロエとヘンリエッタは、さらに幾つかの数字を操作して異なったパターンのシミュレーションを走らせてみる。たとえばメニューを減らす、もしくは増やす。価格を値上げする、もしくは値下げする。

　どのような組み合わせでも、材料の備蓄が５日もつことはない。やはり〈三日月同盟〉という小規模ギルドの倉庫と動員力では、このラインが限界ということらしかった。

「おじゃまするで～。って、うちの部屋やんかっ」

　検討が終了してふたりがお茶に手を伸ばすと、ドアが大きく開きマリエールが執務室に入ってくる。ふたりの会話に呼ばれた訳ではないだろうが、意気揚々としたマリエールは疲れも見せずに、いつもの明るい微笑みを浮かべて近寄ってくると、くしゃくしゃとシロエの頭を撫でる。

「シロ坊、おつかれさま。それからヘンリエッタも」

　その大きな胸でぎゅぅっと抱きつかれたヘンリエッタは、いつものことで慣れているのかけろりとした表情のまま「お帰りなさい、マリエ」と挨拶をする。

　執務机には向かわず、会議机の椅子をひとつ占領したマリエールは、厨房からくすねてきたというビン入りの黒葉茶を自分を含めた３人のグラスに注ぐ。店で売るときにはブラックローズティーと名前を変えるが、薔薇とはなんの関係もない。その名前は完全なヘンリエッタの趣味である。

「どないやった？　売り上げはっ！」

　瞳を輝かせて尋ねるマリエール。

（こういうところは大阪人なんだなぁ……。まぁ可愛いから問題ないんだけど）

　シロエがこっそりと嘆息する傍らで、ヘンリエッタが数字的な状況報告をはじめる。

「売り上げは金貨４万３７７６枚。来店者数は１１５９人、客単価はおおよそ金貨38枚です。用意したクレセントバーガーおよびスーパークレセントバーガーは完売。その他のアイテムも、ブラックローズティーを除いては完売しました」

「すごいねっ！　えらいことやんねーっ！　金貨４万枚いうたら、えーっと、うちらギルドの月間予算の……」

「40倍」

「そう、40倍やん!!　大儲けやんね。この調子で行けば、金貨５００万枚なんてあっという間に達成やん！」

　会議机に向かったままうきうきと踊り出すマリエール。シロエはその揺れる胸からこっそり視線を外して「全然まったく間に合わないですよ、マリ姐」と制止する。

「そう？」

「だってそれじゃ単純に考えて、１２０日。３ヶ月もかかるじゃないですか」

「いや、だってお客さんいっぱいにごめんなさいしたで？　売ろうと思えばほしい人はまだまだいるん。だからもっと仕入れてさ」

　マリエールの言葉を片手をあげて遮ったシロエは反論する。




「潜在顧客数はおそらく数万人を超えますよ。このアキバの街には１万５０００人以上のプレイヤーがいるし。でも、問題はそこじゃなくて〈三日月同盟〉のメンバー数からくる、店舗数と、用意できる商材の量なんです」

「そうなん？」

　完全には理解できなかったのか、困ったような表情のマリエールにヘンリエッタは丁寧に説明する。

「ええ、そうですわね。売り子ひとりが対面でお客様に商品をお渡しして会計するのに、お客様ひとりあたり３分かかるとすると、１時間にさばける人数は20人。８時間営業で１６０人。売り子10名体制で１６００人。〈三日月同盟〉の全員を売り子にしたところで、さばけるお客の量は毎日４０００人が限度ですわ。しかもその体制は、仕入れも仕込みも調理も事務処理もぜーんぶ放り投げて〝店頭で売る〟だけに特化したときの数字です。とても維持できる数字ではありませんわね……。その意味では、売り子と調理場、雑用、そして仕入れに振り分ける人数は、私たちが立てたプランがもっともバランスがよいと思います。そしてそのバランスで商売をした結果が」

　ヘンリエッタは教師のような仕草で書類を指し示す。

「本日の来客者数とほぼ等しい客数１０００人ちょっと、ということになります。……つまり〈三日月同盟〉の規模では、どんなにユーザーがアイテムを求めていようと、１日１０００人までしか対応できないということですわ」

「そうなんか……。うぅーん。儲けどきなのに」

　その指摘に残念そうな表情で眉をしかめたマリエール、しかしすぐさま気を取り直して切り返す。

「ほいじゃ、人増やすのはどう？　いまならギルドメンバーも集められる思うんよ。なんてったってアキバの街の急成長株、奇跡の軽食クレセントムーンバーガー総本店やもん。なぁ？」

「それはダメです」

　今度はシロエが駄目出しをする。

「疑うのもあんまりよくないですけど、この時期メンバー募集をかければ、入ってくるのはスパイばかりだと思います。ただでさえ大忙しなのに、そんな対応していられないですよ」

「同感ですわ」

　そうかぁ、とため息をつくマリエール。

「マリ姐、そもそも今回の作戦の目的はお金じゃないです」

「うん……。せやな！　目先の大金に目がくらんでたわ、うち。……でも、お金がないのも困るんやろ？　このままじゃ、３ヶ月かかるいうてたやん。それじゃ間に合わないってことは……やっぱしもう１個の手を使うん？　成功するん？」

　マリエールの弱気な疑問に、ヘンリエッタが微笑む。

「大丈夫。まともな商人だったら断りません。わたしがいうんだから間違いありませんわ。そんな頭の弱いぽんぽこぴーがいたらパレート最適断頭台の刑ですわ」

　シロエはヘンリエッタの笑顔に苦笑する。

　その計画はシロエが想定していたものとほとんど同じラインを描いている。

（ふたりのコンビプレイは、見み物ものなんだろうな……）

　シロエは脳内で計画を確認する。今後の数日間は、３人が３人ともそれぞれ担当する交渉を成功させなくてはならない。

「じゃぁ、ヘンリエッタさんは、そっちの交渉はお願いします。詳細はお任せしますね」

「承りましたわ。お任せあれ」

　小首をかしげて令嬢然と微笑むヘンリエッタ。

「マリ姐は、商材の仕入れを」

「わかった。えっと、うち数字のことは苦手なんやけど……」

「大筋合意をまとめてくだされば、条件面での説明はわたしが同行しますわ。──というか、わたしの方の交渉と、商材の交渉は連結して行ないましょう。その方が手間を省けます」

　マリエールを励ますヘンリエッタに、シロエは安堵する。

　ヘンリエッタはシロエが考えていたよりずっと有能だった。今までの付き合いや、彼女の言葉の端々から切れるという印象はもっていたが、ここまでできるとは予想外だった。

　器量は大きいけれど、どこか抜けているマリエールには、ヘンリエッタや小竜のような仲間がきっと必要なのだろう。

　今も特別任務で街の闇をかけているアカツキや、昼間の狩りの疲れもあるだろうに倉庫整理を買って出た直継、そして明日販売するクレセントバーガーの下ごしらえを続けているにゃん太のことを思い出す。

（みんな、期待していたとおり、それ以上に任務を全うしているもんな。これで無ぶ様ざまに負けたら、その責任は全部僕にあるとしかいえない……）

「どしたん？　シロ坊」

「なんでもないです」

　自分は彼らに相応しい仲間なのか。そんな思いが脳裏をかすめる。

　でもそれは一瞬。そんな自分を待っていてくれた仲間のために、彼らを噓つきにしないために、自分は相応しくなる責任がある。

　あの日アカツキと約束し、直継やにゃん太、マリエール達の前で誓ったように。

　いや、相応しいか相応しくないか。そのような問い自体が傲ごう岸がん不ふ遜そんで無意味だ。今は目前の作戦を成功させること。その繰り返しの中にかろうじて、皆の力を借りた計画のいいだし手としての責任を果たす道がある。

「僕は会議のための根回しを行ないます。今やっているのは、すべて下ごしらえです。手の内をばらさないように祭りの準備を進めましょう」




　　▼３




　マリエールはそわそわと指先をこね合わせると、何度目になるかわからないため息をつく。皆の前では自信ありげににこにこと笑っているが、経験のないジャンルの行動に自信はまるでもてていない。

　シロエが自分を指名した理由はわかる。

　たしかに、アキバの街の中小ギルドであれば、それなりに知ち己きは多い。今から会う相手も、マリエールの顔見知りのひとりで、その意味では話しやすい相手だといえる。とはいえ……その中でもかなりの大御所だ。

　服装のあちこちを引っ張る。

　多少なりとも上等な服を引っ張り出してきたつもりだが、いささか落ち着かない。それも当たり前だ。ゲーム内で〝商談〟なんてした経験はないのだし、そんな経験をしたことがある人が大勢いるとも思えない。

　この〈エルダー・テイル〉において、服装──ついこの間まではただの〝装備品〟だったわけだが、その自由度は高い。

　探索や狩りをするとあらば、その装備は実利重視の選択以外にはない。〈エルダー・テイル〉の場合、よほど特殊でない限り、基本デザインラインは中世ヨーロッパ風ファンタジー衣装となる。すなわち、前衛戦士は金属鎧プレート・メイル。中衛の攻撃職は鎖帷子チエイン・シヤツや革鎧レザーアーマー。

　回復職はさまざまだが、マリエールのような〈施療神官クレリツク〉は比較的重武装も可能だから、軽量の胸甲に革製の具足、チュニックとマントあたりが妥当だろうか。ギルドの紋章をあしらったり多少染めたりとアレンジはできるが、性能本意で選ぶ装備の外観はそうおいそれと変更はできない。

　しかし、街中ですごす分にはかなり自由度が高い。

〈エルダー・テイル〉はたしかに中世ファンタジー風ＲＰＧだったが、それもばりばりの古典ではなく、いわゆる当世風にずいぶんアレンジされたアートワークを採用していた。

　中世ヨーロッパ風のファッションを基本にして、和装やエスニック調、さらには制服だのメイド服だのといった、いわゆるヲタクっぽい服装までかなりちゃんぽんな服飾文化をもっているのだ。

　モデルデータやアイテムデータに関しては、下請け開発や各地域のサーバ運営会社が大きな権限をもたされていたため、それも当たり前だとはいえる。

　どうもこの世界は現実の地球と異なり、日本に当たるこの地域もそこまで高温多湿ではないように思える。夏に向かうこの時期、ファッションの選択肢は広く、ハーフパンツに綿のチュニックシャツなどというカジュアルファッション、ファンタジー風のローブを着るプレイヤー、古代ギリシャ風のトーガ、そうかと思えば着流しの和装、鎧武者から、オートクチュールスーツまで、人々の着けるファッションは本当にさまざまだ。

　今日のマリエールは白絹のブラウスにマーメイドラインのロングスカートという出で立ちだった。ジャケットはなしだが、ケープをゆるく肩にかけている。ギルドの〈裁縫師〉はＶサインを出していたが、これでよかったのだろうか不安だ。

「おろおろしてはいけませんわ」

　隣のヘンリエッタが正面を向いたまま声をかける。

　そちらはいつもどおりのゆるくウェーブした蜂蜜色の髪に、黒のリボン。たぶんに少女趣味なモノトーンのドレス姿だ。

　自分のスタイルがあるというのは強いな、などとマリエールはその姿に思う。

「大丈夫やろか」

「不安がってはいけません。交渉事は強気で挑まなければ。そもそも、これは通さなければならない針穴の中でもっとも簡単なものですよ？　失敗したとしても、カバーが入れる位置です。あとのない交渉じゃありません」

　ヘンリエッタの声にマリエールは頷く。

　今日最初に行なわなければならない交渉は「素材の調達」だ。早くも底をつきかけている素材アイテムの補充を成功させないと、明日はよいにしても明後日辺りからの商売に差し支えが出るだろう。

　逆にいえば、ここで素材調達の交渉を成功させれば、今後〈三日月同盟〉は調理と店舗販売に集中して取り組むことができる。

　そのあとのことは──

（そのあとのことは、そのあと考えたらええねん。ヘンリエッタもシロ坊もおる。持ち場を守ってやってればきっとシロ坊がなんとかしてくれる。うちは、この交渉に全力や）

「とはいえ～。今日の交渉が大成功ですと、次のわたしのミッションが多少は楽になりますわ。気を抜かないで当たらなければ」

「ひぇぇぇ。うちにプレッシャーかけんといてぇ」

　開き直りかけた途端に、ヘンリエッタのクールなツッコミをうけて途端に弱気になってしまうマリエール。やはり人間には向き不向きがある。ポーカーフェイスはどうやったって習得できそうにないと、自己評価を新たにするのだった。




「や！　お待たせっ」

　現れたのは鋭敏そうな瞳をしたプレイヤーだった。ハシバミ色の髪と瞳をもった人間の男性で、名前はカラシン。アキバの街では第３位の規模をもつ生産系ギルド〈第だい８商しよう店てん街がい〉のギルドマスターを務めている。

　カラシンは扉を閉めると気さくに挨拶をして、席に着く。

　ここはアキバの街の中央広場の近くにある酒場、その個室のひとつだ。金貨数枚で２時間程借りることができ、密談には向いている。

　マリエールとカラシンは顔見知りだ。

　まだ駆け出しの頃は一緒に狩りをしていた時期もあった。

　マリエールもカラシンも自分のギルドを立ち上げてしまった同士だから、今では一緒に出掛けることなど滅多にないが、ギルド同士の横のつながりというのは意外にもけっして弱くはないものだ。

　特にカラシンのギルド〈第８商店街〉と〈三日月同盟〉のように互いに領分とする範囲が違えば、協力して情報を流しあった方がなにかと便利である。そんな経緯でカラシンとマリエールは、今でも互いに連絡を取り合っているのである。

「うぁ、マリエさんけっこう怖い顔してるなぁ。今日はなんの用です？」

　そんな関係もあってカラシンは気軽に声をかけてきた。

　昔なじみ、ではあるけれど、カラシンのギルド〈第８商店街〉とマリエールの〈三日月同盟〉では規模が違う。

〈三日月同盟〉は30名前後の相互互助型といえば聞こえはよいが、要するになんでも屋ギルドだ。中堅規模の冒険者が所属して、自分の道を研けん鑽さんしたり仲間と一緒に冒険をしたりするギルドである。

　カラシンのギルド〈第８商店街〉は完全に生産職特化の、いわゆる職人ギルドだ。戦闘や探索への支援は行なわない。メンバー間で素材を融通し合ったり、完成品アイテムの卸値での交換、交易などを中心に活動している。その人数は〈海かい洋よう機き構こう〉や〈ロデリック商しよう会かい〉に続くアキバ３位のサイズで、メンバー数は約７００名と巨大だ。

〈大災害〉以降、戦闘は大きく様変わりした。

　シロエや直継程の熟練者になれば、戦闘のどこが変わったかについて、特技ひとつひとつの性能や敵モンスターの生態まで含めてさまざまな考察ができるのだろうが、圧倒的多数のプレイヤーにとっての大変化とは「生身で戦わなければならない恐怖」の存在に尽きるだろう。

　戦ってみれば楽に勝利できるレベルのモンスターでさえ、生身で戦うとなれば恐ろしいものである。襲いかかってくる剣、斧、牙、爪、炎に呪い。レベルさえ十分に高ければ対応できると頭ではわかっていても、戦闘の場の血の臭いと恐怖に足がすくむプレイヤーは、けっして少なくはない。

　たとえここが異世界で、自分たちが閉じ込められ、モンスターとの戦闘がもっとも効率のよい生活手段だとしても、できるかぎり戦闘などしたくはない。そう考えるプレイヤーは想像以上に多いのだ。

　正確な数はわからないが、マリエールの予想では〈大災害〉以降は全プレイヤーの半数近くが、そういった「戦闘を回避したいプレイヤー」に分類されると思う。時流の追い風を受けて生産系ギルドは大きくその勢力を伸ばしているのだ。

　現在アキバでもっとも勢力のある生産系ギルド〈海洋機構〉は構成員２５００名。第２位の〈ロデリック商会〉は１８００名。

　それに目の前にいるカラシンが率いる〈第８商店街〉７００名を加えれば、それだけで５０００名だ。その他にも小規模な生産系ギルドはたくさんあるだろう。〈大災害〉以前はここまで生産専門のプレイヤーは多くなかった。これも〈大災害〉によって起こった変化である。




「今日はね、〈第８商店街〉に頼みがあるねん」

　マリエールは切り出す。

「なんでしょう？」

　カラシンは普段よりも真剣な表情のマリエールに、爽やかに返答する。カラシンとしても、この時期にマリエールが呼び出してきたその意味については考えているはずだ。

〈軽食販売クレセントムーン〉を成功させたマリエール。

　生産系ギルドから見れば彼女はこの世界の食のすべてに王手をかけうる位置にいる。一度フルカラーに慣れた人間がモノクロには戻れないように、豊かな味わいの料理を食べてしまったプレイヤーは、もはや元の味気ない食料アイテムには戻れないだろう。

　現にここ数日の間、マーケットに出品中の食料アイテムの売り上げは急減速してしまったという報告をマリエールは受けている。

　もはや〈エルダー・テイル〉はゲームではない。

　元の世界に戻る手段があるにせよないにせよ、それが見つかっていない現在、この異世界は第二の現実だ。たとえそこでは死を免れることができるとしても、生を免れることは誰にもできはしない。

　日本サーバ管理区域の約３万人のプレイヤーはそこで生きるという呪縛からは逃れられないのだ。

　大げさにいえば、少なくともこの極東地域における、食料供給のイニシアチブを握っているのが〈三日月同盟〉であり、マリエールである。少なくとも、カラシンからはそう見えているはずだ。

（うっわぁ、カラシンってば商売人の顔しとるなぁ。やっぱ大所帯率いとると中途半端はできないんやろな）

　マリエールは緊張感をたたえながらも気迫を見せるカラシンにそんな感想をもってしまう。「交渉ごとでイニシアチブを握ったからには強気で」とヘンリエッタにいわれていなかったら腰が引けてしまうほどだ。

「頼みというのは仕入れやねん。うちのギルドで使う素材アイテムをな、消費が激しいんで仕入れを外部にお願いしよーいう話になってん。具体的には〝若い鹿の肉〟と〝レタス〟、〝トマト〟、〝小麦粉〟に〝ジャガイモ〟。〝ハルハル魚〟、それから〝雷鳥の肉〟……あたりになるん。詳しい量や値段は相談になるけれど、量は相当に必要だと思ってもらってかまへん」

「仕入れですか」

　カラシンの返答はよどみがない。

　おそらく予想していたのだろう。それもある程度は当たり前だ。

〈三日月同盟〉は小さい。大規模な商売を続ければあっという間に備蓄がなくなるのは誰にでも予想できる。そうなれば商品の供給はストップせざるを得ない。

　メンバーの人数、自分たちで狩りをして入手できる素材の数、倉庫の備蓄……そういった諸もろ々もろを考え合わせての依頼であることは、頼んだマリエールも、聞いたばかりのカラシンも即座に了解事項となる。

「……量と金額は？」

　カラシンの問いに対して、マリエールはメモを取り出すと、幾つかの数字を答える。

「そうですか……」

　カラシンはゆっくり呼吸をすると、なにかを考えるような表情を浮かべる。おそらく、依頼を受けるかどうか迷っているのだろう。

　普通に考えれば、これは損な取引ではない。〈第８商店街〉規模の大手生産系ギルドともなれば、大規模倉庫に多くの素材アイテムを備蓄している。最近では値下げ競争に巻き込まれて調理・販売しても二束三文にしかならない素材アイテムを、外部に適正な価格で放出するのは在庫整理としてもありがたいはずだ。

　もし必要であれば、マーケットを監視して、今あげられた食材を安く購入。それを〈三日月同盟〉に転売するという作戦もある。

　商売的な観点から見て、断られる要素はない。

　それがマリエールとヘンリエッタの出した結論だった。

　しかし、それは簡単に引き受けてくれるという意味ではない。「うちは今や注目の的ですからね。先方だっておいしい仕入れ話をふたつ返事でＯＫとはいきませんよ。どうにかしてもっと食い込んでこようとするに決まっていますわ」。マリエールは、そんなヘンリエッタの言葉を思い出す。

　しばらくの沈黙のあと、社交的な笑みを浮かべたカラシンは

「それはやはり〈軽食販売クレセントムーン〉で使用する食材ですか？」と尋ねてきた。マリエールは「そうや」と微笑みながら答える。

「〈軽食販売クレセントムーン〉は大繁盛だそうですね」

「おかげさまで、みんなに喜んでもらえて、うちの〈料理人〉もにっこにこやん」

「……やはりそれは、新しいレシピで？」

「うっとこの〈料理人〉は腕利きやし」

　探りを入れるカラシンに、マリエールは微笑んで答える。

　端はたから見れば最初からニコニコとひまわりのような笑みを浮かべるマリエールはすべてを承知して大きく構えているように見えるかもしれないが、マリエール本人としては、この時点で精一杯である。

　カラシンの質問にも、ボロを出してしまうのではないかと、冷や汗が止まらないような気持ちを味わっているのだ。

　しかし、「どんな事態になってもマリ姐はにこにこ笑っていてください。それが一番大事です。とにかく微笑み続けてくれれば、他のことは他の担当が助けられます」とシロエからいわれている。

　だからマリエールは少しばかり自や棄けな気分で微笑み続けた。笑顔の大安売りである。少したれぎみの碧みどり色いろの瞳がゆるみ、とろけるような笑顔が浮かぶ。大きめの胸と母性的な雰囲気が相まって、それ以上追求できないような天然バリアが展開されていることに、マリエール本人の自覚はない。

「仕入れの件は十分に検討しますが、この際どうかな。販売店舗数も一気に拡大するために、〈第８商店街〉と〈三日月同盟〉で……」

「すみません。カラシンさん、そろそろ時間なんです」

　カラシンの言葉を遮るようにヘンリエッタが透き通った声で呼びかける。

「時間？」

「ええ、次のお相手がいるんです」

　落ち着き払ったヘンリエッタの声に、マリエールがばつの悪そうな顔をして、両手を合わせる。

「ごめんなぁ、カラシン。昔なじみだから、ちょっとだけ先に滑り込ませたけど、ヘンリエッタが本当は平等じゃなきゃダメだっていうんよ」

「えっと、どういうことです？　マリエさん」

「うー」

　マリエールは横目でヘンリエッタを窺う。この辺は演技ではなく、素だ。普段から、こと金銭支出に関して、マリエールはヘンリエッタに頭が上がらないのである。

「〈海洋機構〉さんと〈ロデリック商会〉さんとも商談があるんです。別件なんですけど……」

「別件？」

「せや。んとんっとな。出資っていうか、〈クレセントムーン〉の販売の件やねん」

「っ！」

　カラシンの顔色が変わる。

〈第８商店街〉は確かにアキバにおける第３位の規模の生産系ギルドではあるが、〈海洋機構〉と〈ロデリック商会〉はさらに巨大だ。〈海洋機構〉単体でさえ、〈第８商店街〉の３倍の参加メンバーを抱えた巨大組織である。そんな大資本が参加して商談をはじめるのでは、カラシンたち〈第８商店街〉の出番はなくなってしまう。

「うちはな、みんなで仲ようしたいん。〈第８商店街〉には世話になってるやろ？　古なじみでもあるやん。だから、〈第８商店街〉にも本当は同席してもらいたいん。……でも、仕入れの件をな、解決せんとだめーってヘンリエッタにいわれとるんよ」

「解決というか、当面の仕入れ環境を整えないと、次のステップにも進めないでしょう？　マリエ」

　マリエールの言葉にヘンリエッタは眉をひそめて、まるで幼子を諭さとすようにマリエールに語りかける。

「待ってくれ。マリエ。それからヘンリエッタさん。〈三日月同盟〉はなにを考えている？　出資ってどういうことなんだ」

　カラシンの問いにマリエールが口をなかば開ける。ヘンリエッタはそのくちびるに、ほっそりとした指先を触れて、カラシンに向き直る。

「その情報の価値に、〈第８商店街〉様は幾らの値をつけていただけるのです？」

　ヘンリエッタの謎めいた眼差しに、カラシンは射貫かれる。いずれにしろ、仕入れの件は〈第８商店街〉の損になるような話ではないのだろう。彼はわずかに目を細めると、意を決して宣言する。

「先ほどの依頼、〈第８商店街〉が責任をもってお受けする。〝若い鹿の肉〟、〝レタス〟、〝トマト〟、〝小麦粉〟に〝ジャガイモ〟、〝ハルハル魚〟と〝雷鳥の肉〟も。それぞれ３２００ずつ納品しよう。第１回の納品は明後日の早朝。……代金は金貨５万」

「４万」

「……わかった。〈第８商店街〉のカラシンがこの契約を請け負う」

「よかったぁ。カラシンもこれでええやろ？　な！　次の商談にも同席してもろて、話を聞いてもらおうやん」

「ええ、そうですわね」

　ヘンリエッタが頷くのと同時に、マリエールの耳元で鈴の音が聞こえる。それは次の来客到来を知らせる合図だった。




　　▼４




「これはこれは。キレイどころふたりに〈第８商店街〉の若旦那じゃないか」

「……ふむ」

　ドアを開けて入って来たのは、予告どおり〈海洋機構〉の総支配人ミチタカと〈ロデリック商会〉のロデリックだった。

「初めまして！　うちはギルド〈三日月同盟〉のギルマス務めてます、マリエールいいます。こっちのはうちの番頭さんのヘンリエッタ」

「ちょっと、番頭だなんて大時代的なのはやめてくださらない？　……ご紹介にあずかりましたヘンリエッタですわ。帳簿を預からせていただいています」

　ふたりは交互に挨拶する。マリエールは元の世界では自宅でゆっくりしている家事手伝いにすぎないし、ヘンリエッタは経済学部卒のＯＬだ。会計事務をやっているし、父の教えを受けてはいるものの、やはり一介のＯＬにすぎないヘンリエッタも同様に、こんな規模の商談場面でどんな顔をしていればよいのか、本当に理解しているわけではない。しかし、ふたりはぎこちないながらもそれなりに見栄えのする挨拶をしとげた。

「俺は〈海洋機構〉のミチタカ。支配人をやってる」

　商人というよりは戦士のような体形の大男が、陽気な声で挨拶を行なう。握手を求める腕も太く、火傷のあとが目立つのは〈鍛か冶じ屋や〉だからだろうか。

「僕は〈ロデリック商会〉のロデリック。生産系ギルドのギルドマスターだ」

　一方ロデリックと名乗った青年は学者肌のように見えた。確か、事前情報によれば〈調剤師〉だったはずである。

「はい、存じ、存じ──えーっと、しっとります！　おふたりとも有名人ですからっ」

　にこにこと笑うマリエール。

　彼女の肩の荷がすこしだけ下りているように、ヘンリエッタには見えた。シロエとの打ち合わせでは、彼女の担当は〈第８商店街〉に当面の素材調達を依頼することだった。その意味ではさきほどの会談でノルマはクリアなのだろう。

　今から行なわれる会談は、担当でいえばヘンリエッタの分だ。

（つまり、ここからがわたしの戦場ですね）

　ヘンリエッタは怜悧な視線を閃かせて微笑む。目の前にいるのはアキバの街でもっとも巨大なギルドの長と、２位のギルドの長。本来であれば格が違いすぎて、〈三日月同盟〉など洟はなもひっかけてもらえないような超大手だ。ヘンリエッタも気後れして話しかけるどころではない。

　しかし、この１週間ヘンリエッタたち一同はこの瞬間のためにすべての準備をしてきたのだ。連日の狩りも、材料の仕込みも、炎天下での呼び込み販売も、塹ざん壕ごう戦せんのような書類整理も、今このときを演出するため。

　この１歩は事前の１歩に、その事前の１歩はその手前の１歩により紡つむがれている。そしてそれを紡いできたのは、ヘンリエッタではなくヘンリエッタの仲間たちだ。

（ここで引いたら仲間に合わせる顔がありませんわ。それに、シロエ様が組んだまっくろ黒の策ですからね。……これで勝てなければ他で勝つなんてできません。ふふふふ。そこにわたしがいるなんて）

　ヘンリエッタは自分のことを、〈エルダー・テイル〉においては二流のプレイヤーだと認識している。今まで大規模戦闘やハイエンドコンテンツに挑んだ経験はない。そんな自分が、こともあろうに、この世界はじまって以来ともいえる、最大規模の作戦の中心に座っているとは。

　自分の力が誰かの役に立つ。

　自分が自分の力を振るってもよいのだ。

　その認識は彼女の中に強い覚悟と高揚感をもたらした。

「おう。こっちも知ってるぜ。〈軽食販売クレセントムーン〉の店長だろう？　ここ数日ですっかりアキバの街の有名人だ。俺だって食ったよ。まだ１回こっきりだがなっ」

　ミチタカが笑いながらそんなことをいう。

　マリエールは相変わらずニコニコと受け答えしていて、まったく物怖じしていないように見える。

「……それにしても、僕たち生産系ギルドの、それも大手ばかり集めてどんなご用件ですか？　〈クレセントムーン〉のマリエールさん」

　ロデリックはちらりとカラシンの表情を窺いながら尋ねる。カラシンだけが先に通されていた理由を推理しようとしているのかもしれない。

「えっと、用件ですか。用件ですよね、そうやんね。えーっと」

「その前に、〈第８商店街〉を先にお招きした理由をご説明しますね」

　ヘンリエッタは自分の呼吸を数えながら説明をはじめる。

　ゆっくりひとつひとつ、早口にならないように、余裕をもって聞こえるように。言葉を選び、声の調子を整えて説明してゆく。

「〈第８商店街〉様には食材の仕入れを依頼いたしましたの」

　その言葉で、ミチタカのにこやかな顔にも、ロデリックの理知的な瞳にもにわかに緊張が走る。たったそれだけの言葉で、事態がどのように推移中か理解したのだろう。

〈第８商店街〉構成員約７００。

〈海洋機構〉登録者２５００。〈ロデリック商会〉同じく１８００。職人のレベル分布や方針の違いこそあれ、その勢力関係は人数の比率とほぼ等しい。しかし、食材納入と共に〈クレセントムーン〉が本格的に〈第８商店街〉と組むのであれば、その勢力図はひっくり返るだろう。

〈クレセントムーン〉は食料アイテムに革命を起こした。

　しかし、その規模から供給体制も小規模だ。毎日１０００人に食事を届けたところで、それではまったく需要を満たすことはできない。アキバの街には１万５０００人以上のプレイヤーが存在するのだ。

　しかし、〈第８商店街〉７００人が総力を結集すれば、その需要を満たすことができる。その利益は圧倒的なものになるだろう。

　なにしろ食料なのだ。

　衣服や家具、武器、鎧よろい、アクセサリなどの装備品と違って、食料は毎日のように必要で、消費される。食べればなくなってしまう。ひとつひとつは安価でも、全体での売り上げは天文学的なものになるに違いない。そしてその売り上げは消耗品である以上、継続的なのだ。食料供給を握った〈第８商店街〉の力は、人員拡張にも向けられ、いずれ人数比まで逆転されることは目に見えている。

　ヘンリエッタにはそんなミチタカの思考もロデリックの思考も手に取るようにわかる。使い方によれば、食料という武器は生産系ギルドのバランスを一撃で壊す核兵器にもなる。

「そりゃ、〈第８商店街〉と組むってことなのか？」

　先手をとったのはミチタカだった。

　見かけどおり率直な性格らしい。現実世界の経営者ならどうかわからないが、オンラインゲームのギルドで人望を集めるのは案外こういうプレイヤーなのかもしれない。

「いいや、それならば僕たちが呼ばれる必要はないでしょう。別の案件では？」

　線が細い眼鏡の男ロデリックは呟く。

　眼鏡男子というところはシロエと似ているが、些いささか神経質そうなところがマイナスポイントだとヘンリエッタは思う。黒さがシロエよりあったとしても、その黒を飲ませるだけの図太さは、この青年にはないだろう。

　つい先日まではシロエの内省的で控え目な性格を、このロデリックと似たような資質として受け止めていたヘンリエッタには、その差が余計に大きく感じられた。似て見えるのは、表面だけだ。

「はい、そのとおり別件ですわ。その別件におきましては〈海洋機構〉様にも〈ロデリック商会〉様にも〈第８商店街〉様にも、等しくお願いしたいお話です」

　小さく首をかしげるヘンリエッタ。




　交渉とはお互いの手の内の読みあいだ。

　その意味ではヘンリエッタの置かれている立ち位置は極めて危うい。

　話をもちかけたのはヘンリエッタの側なのだ。ある程度まではヘンリエッタ側が情報を開示しないと話が進まない。しかし、情報を渡すというのは、それだけで自らの手札を明かしていくことをも意味する。

　有利な点は、相手が利益を望んでいること。〈クレセントムーン〉は余りにも巨額のおいしい餌に見えているということだ。

　加えて、

（わたしたちが交渉のイニシアチブを握っているかぎり、どの情報を漏らし、あるいは隠すかという決定権は常にわたしたちが握っている、ということですわね）

　ヘンリエッタはまるでチェスを指すように「明かしてよい情報」、「明かすべきでない情報」を高速で整理していく。

　この交渉を行なうに当たって、ヘンリエッタはシロエからひとつの条件を課されている。それは「噓をつくことの禁止」だ。

　手の内の読みあいにおいてブラフを禁じられたため、その自由度は大きく下がっている。後後のことを考えるとその条件は絶対だと理解できるが、いささか不利になっているのは否めない。

（シロエ様も無茶な要求をしなさるんですから。……これはアカツキちゃんを貸し出してもらわないと割に合いません。ああ、アカツキちゃんっ。真っ黒ですべすべの髪の毛が麗しくてお人形みたいですっ）

　微妙に頰を染めて妄想をはじめるヘンリエッタに、マリエールが横からコホンコホンと咳き込んで警告する。

「……あ、すみません。本題ですわね。〈三日月同盟〉では現在大規模作戦を計画中です。ある種の──挑戦だと考えてもらってもけっこうです。しかしながら、この挑戦を行なうためには、〈三日月同盟〉だけでは力が足りません。その支援をお願いしたいのです」

「ふむ……。クエストですか」

　ロデリックの言葉にヘンリエッタはＹｅｓともＮｏともいわずに、わずかに視線を伏せて三日月めいた形にくちびるを歪ませる。

（誤解していただけたようですね……）

　クエストとは、〈エルダー・テイル〉における一種の任務である。ノンプレイヤーキャラクターからの依頼や、書籍や手がかりから発生する一連の冒険であり、その内容はさまざまだ。

　たとえば村の老人に頼まれて森の中から娘を捜し出してくる。またあるいは洞窟からゴブリンを一掃する。沼地の中からマンティコアのトゲを持ち帰る。クエストにはおよそ考えられる限りの種類の任務が存在する。

　一般的なオフラインのＲＰＧのような明確なストーリーがない〈エルダー・テイル〉において、クエストとはゲームの物語そのものである。どんなクエストをどれくらい受けるかというのはプレイヤー個人に委ねられた自由だが、〈エルダー・テイル〉はそのゲーム時代から、数十万、数百万といわれるクエストがあり、その全貌を把握しているプレイヤーは存在しなかった。

　クエストが多様であるのと同様に、クエストの報酬もまた多様であり、経験値や金貨、アイテム、魔法の知識、なんらかの権利であることもありえる。珍しいところでは、魔法の修行であるとか、生産職のためのレシピの場合もあった。

　ロデリックはヘンリエッタの〝挑戦〟という言葉をクエストだと誤解したのだ。さらにいえば〝大規模作戦〟という言葉から、そのクエストが個人レベルでは完遂できず、多人数を要する、下手をすると、パーティー単位ではなくより大きな集団を必要とするものであると考えているのだろう。

　現状進行中なのは〝新しい料理方法の知識〟を売却して、資金を得るという作戦。しかし、ヘンリエッタが見るに新しい調理法とは、一種のアイデアや気づきに近いものだ。

　こちらが少しでも情報を漏らしたら、勘のよい生産系ギルドの長は具体的な手法を伝えなくても察するかもしれない。実際、あの程度の〝気づき〟は、いつ他のギルドの人間が気が付くかもわからないのだ。

　そのような事情を考えたとき、ヘンリエッタが選んだ作戦が、この誘導だった。交渉相手の疑念とライバル心を利用して、自分の言いたいことを、相手の口から引き出す。

　──噓はつかない。しかし、真実にも到達させないヘンリエッタの手て管くだだ。

「で、マリエのところはどんな支援を必要としてるんだ？」

　カラシンの問いかけも、ヘンリエッタにとっては予測されていたアシストだった。その質問にすぐに応えることはせず、３人の瞳をじっとのぞき込む。

　決断に迷っている雰囲気を漂わせるのも、交渉ごとには必要だろう。

　隣では盟友のマリエールが、あのひまわりのような笑顔を燦さん々さんと振りまいているのがわかっている。３人の青年はマリエールとヘンリエッタの顔を交互に見やっているようだ。

（マリエは美人ですからねぇ。ほんとうに。あーんなに背が高くなければ、わたしの好みのド真ん中ドストライクで家にお持ち帰りの抱き枕なんですけれど……。ああ、やっぱり赤くなって。カラシン様はマリエに気があるんですね。初々しいこと……）

　実際には３人はお日様のようなマリエールと月のようなヘンリエッタを交互に見ては視線を逸らしたりしているのだが、自分のことには気が付かずにヘンリエッタはそんなことを考える。

　いうべきことを整理した数瞬のあと、ヘンリエッタは口を開いた。

「必要なものを申し上げる前に、こちら側の遂行体制をご説明します。どれくらいの戦力をそろえているかご説明差し上げないことには、信頼していただけないかもしれませんから。今回の大規模進行作戦の指揮を執っているのは、シロエ様」

　ヘンリエッタはひとつの賭けに出た。

　それはシロエには指示もされていないし、マリエールの許可もない問答。シロエの名前にどれほどの意味があるのかヘンリエッタは知らない。長い間プレイをしている古参プレイヤーで、思いも寄らないような人とも知り合いだとは聞いているが、なぜそんなシロエが〈三日月同盟〉のような小さなギルドと親しくしているのか、それをいうならばなぜ未所属なのか、わからない。

　ヘンリエッタ自身はシロエとも言葉を交わしたし、非凡なプレイヤーだとは思っている。だが果たしてそれだけなのだろうか？

　ヘンリエッタはセララから〈鷲獅子グリフオン〉の話を聞いた。ヘンリエッタの知る限りそれは「ただの古参プレイヤー」には手も触れられないアイテムのはずだ。

「〝腹ぐろ眼鏡〟がやってるのかっ」

　それはごく小さな声だったが、ミチタカは確かに呟いた。

「前線構築は直継様、切り込み役はアカツキ様、ポイントガードはにゃん太様にお願いして、後衛には不肖私とマリエールが入らせていただきます。その他、有志の方々と〈三日月同盟〉で作戦を遂行する予定です」

　ヘンリエッタは言葉を切ってミチタカの反応をこっそり窺う。

　彼は確かにシロエの名前と、ほか数名の名前で反応を見せた。だがその反応は抑えられていて、どんな意味をもっているかはわからない。──しかし、反応はあったのだ。確実に。

（やっぱりシロエ様にはそれなりの勝算がおありだった訳ですね）

　シロエの名前に意味はあった。




「中心メンバーはそのような形です。そしてそれでもなお足りない部分、皆様から受けたい支援ですが……それは資金です。現在我々は金貨５００万枚を必要としています」

　３人の口から息を飲み込む音が漏れる。

　それはたしかに巨額だった。




　今までのクエストで、その遂行に金銭が必要だった例はもちろん存在する。それは任務中の賄賂であったり、教練の代金であったりした。任務遂行になんらかのアイテムが必要で、それをマーケットで調達するために金貨が必要であるなどの例を含めるのならば、すべてのクエストのうち25％程度が広義の意味での「経費」を必要とするだろう。

　しかし５００万という金額は余りにも巨額だった。個人用クエストとしては考えられない金額だ。だがしかしその一方で、ある種の伝説級クエストや広域クエストであるのならばその可能性が否定しきれる金額でもない。

　そのようなクエストの噂を聞いたことがない以上、それはまったく未知のクエストなのではないか？　未知である、それはつまり拡張パック〈ノウアスフィアの開かい墾こん〉で導入されたまったく新規の誰も知らないクエストである可能性が高い。〈ノウアスフィアの開墾〉が具体的にどのような内容であったかは、まだ知られていないが、90レベルという今までのレベル上限を拡張するという情報がある以上、90レベル以上のキャラクターを対象にしたものだと考えられる。

　そしてそれは長編クエストとして、多数のクエストが一連の物語を形成するタイプの大規模クエストではないだろうか。もしそうならば、その大規模長編クエストでは、個別の単発クエストが終わる度に、一定の報酬が得られるはずである。

　長編クエストはプレイヤーのモチベーションを保つために、その要所要所で小さな報酬が手渡されるのが常だったからである。

　──おそらく、３人の思考はこのようなものだろう。

　人間は信じたい情報を真実だと思い込むものだ。彼女は証券マンである父親からそんな言葉をよく聞かされた。３人は、まったく知らない未知のクエストの話を信じたい気持ちに傾いている。

　ヘンリエッタはマリエールに荷物を取り出すように頼む。

　取り出されたのは、紅い茶に、カスタードプディング。

「どぞどぞ！　これ新作やねん。甘くておいしいで？　ロック鳥の卵でつくったんよ～」

　マリエールに明るい笑顔で勧められて、３人はそのおいしさと、話された内容に驚愕する。ロック鳥だとすれば、それは85レベル以上の高レベルモンスターだ。その卵で作られたというならば……それは確実に90レベル以上の、彼らの知らないまったく未知のレシピ、だということになりはしないか。

「もちろんただでお金を出してくれとは申しません。わたしたちは大規模作戦遂行後、作戦の詳細情報をお三方に提供する用意があります。また、現在わたしたちが運用している調理法、および挑戦の過程で知り得た調理法を〈筆写師〉に依頼して複製し、提供する準備があります」

　ヘンリエッタやマリエールにしてみれば〝作戦〟とはアキバの街の雰囲気をよくするための、いわば自警団活動である。まだその着陸地点についてふたりは詳しいことを知らない。──シロエがその部分についてはボカしているのだ。

　だがしかし、そのような活動であれば、詳細情報をあかすもなにもない。一度ことが終わってしまえばそれはガラス張りであろうし、そうでなければならない。密室政治で保つ治安などありはしないとシロエ本人がいい切っていたのだ。情報を明かすデメリットなどなにもないし、その時点で情報の価値などなくなっているだろう。

　しかし、生産系ギルドの３人にすればそれはまったく違って聞こえる話であった。もし〈三日月同盟〉が挑んでいるのが未知の長編クエストだとすれば、その開始位置、条件、途中の謎解き、すべてがＳランクの機密情報だ。攻略サイトの支援が望めない現在、同じクエストを見つけるためには年単位の時間が必要である可能性すらある。

　さらにその上、ヘンリエッタは「現在わたしたちが運用している調理法、および挑戦の過程で知り得た調理法」と明言している。そのような報酬があるのであれば、それは生産を絡めたクエストということになるのだろう。〈軽食販売クレセントムーン〉の活動からして、もはやそれは新しい──画期的な食料アイテムのレシピ以外にはあり得ない。もし仮に他の生産職とは無関係に〈料理人〉だけを対象とした報酬であったとしても、その価値は計りしれない。

　３人は自分たちが作り出したストーリーを信じはじめている。

　ヘンリエッタは峠を越えたと確信した。

　それだけこの条件は破格なのだ。頷かない方がおかしい。

　もし断るとすれば、それは話に疑いをもったときであるが、３人は自分たちが想定した未知のクエストというストーリーにすっかりはまっていた。

（そろそろ救命胴衣を投げてあげる頃合いですわね……）

「わたしたちは総力を挙げて資金調達をしています。資産処分や〈クレセントムーン〉の売り上げも含めて、金貨50万枚は用意できました。残りは金貨４５０万枚です。いずれかひとつのギルドにお願いするのは、現在のバランスを大きく変えると私どもは考えていますわ。ひとつのギルドにつき、金貨１５０万枚……いかがでしょうか？」

　ヘンリエッタは要求する金額を一気に１／３にダンピングする。

　現在この世界において、90レベルのプレイヤーの手元現金資産は金貨１万枚～４、５万枚というところだろう。だとすれば、この金貨１５０万枚というのは１００人程度の資産寄付でまかなえる金額となる。

　たとえば３ギルドの中では最大の〈海洋機構〉２５００人からカンパを集めるとすれば、ひとりあたりは金貨６００枚に過ぎない。

　金貨６００枚は、中レベルの鎧一揃え程度の値段でしかないのだ。３人の表情が決意に変わるのも当たり前だろう。

「〈ロデリック商会〉はその話にのりましょう」

「〈第８商店街〉もお受けする」

「わかった。〈海洋機構〉は資金援助しようじゃないか。なんだったらうちだけで単独スポンサードだっていいんだぜ？」

「それは困るな。……利益を独占するつもりかい？」

　いいあいをはじめる３人を、マリエールが「そんなこといわんと。な、な。うちに免じて仲ようしてやっ」と取りなす。

　会談の最中、終始笑顔を浮かべていたマリエールにいわれると、３人としても引かざるを得ない。そもそもこの話は〈三日月同盟〉がイニシアチブを握っているのだ。




「それでは、入金は……４日後でよろしいのですね？」

「わかった。で、レシピの引き渡しは？」

「調理法は〈筆写師〉のスケジュール次第ですが、できれば入金と引き替えに。遅くともその翌日にはお届けできますわ。シロエ様が〈筆写師〉ですからね」

　そんな別れの言葉を交わして、３人が貸し部屋を出た後には、マリエールもヘンリエッタもすっかりへとへとになっていた。自分のペースで終始イニシアチブをコントロールして話していたつもりのヘンリエッタだが、予想以上にプレッシャーを感じていたらしい。

　長い時間ではなかったが、精神的な疲労とでもいうのだろうか。背骨がぐにゃぐにゃになったようでうまく座っていることもできずにテーブルに突っ伏してしまう。

「ごめんなー。ヘンリエッタぁ」

　マリエールがだらけきった姿で、申し訳なさそうな声を上げる。

「どうしたんですの？　マリエってば」

　ヘンリエッタもいつものお嬢様言葉が、やや投げ槍になっている。

「うちも交渉助けよぉ思ったんやけど。あんまり助太刀できひんかったわぁ、難しいなぁ、交渉って」

　心底情けなさそうなマリエールの言葉に、ヘンリエッタは疲れ切っていたにもかかわらず、くすくすと笑いが漏れるのを抑えることができない。

「なにを仰おつしやってるんですか、マリエ。貴女がああやって微笑んでいてくれなかったら、今回の交渉なんてまったく勝ち目がありませんでしたわ」

　ヘンリエッタは心の底からの感謝を込めて、マリエールに微笑んだ。マリエールの、あのひまわりのような笑顔がなければ、到底、あの歴戦の３人から資金を引き出すなんてできなかっただろう。──こうしてヘンリエッタ達は軍資金５００万枚を手に入れたのだった。




　　▼５




　月の輝く夜だった。

　昼間の熱気を残した熱く乾いた風が、光虫の飛び交う朽ちたホームを渡っていく。そこはアキバの街の中央広場を見下ろす、高架の上に乗った長さ２００メートルほどのコンクリートの台地。

　現実世界では秋葉原の駅のプラットフォームだった場所。

　線路や支柱は今となっては錆び果て、得体のしれない雑草や苔に覆われている。プラットフォームをはさむ左右のビルは、大破砕の名残をとどめてか、途中から凄まじい暴力を振るわれたようにぽっきりと折れてぎざぎざの尖塔を晒している。

　月の光が、その槍の穂先のようなビルの黒々とした影を緑とコンクリートの絡み合ったホームに落とす中、ふたりの長身の影が立っていた。

　シロエとにゃん太である。

「少し、風が出てきましたにゃあ」

「ああ、そうだね」

　シロエは片手をかざすように月を見上げる。

　前髪が風に流されてまぶたにかかるのか、丸眼鏡の中の目を細めてゆっくりと。

「真夜中まではもう少しあるか。……ソウジロウが来るまでにはもうちょいありそうだ。にゃん太班長、どこかに座る？」

「いえいえ、お気遣いはありがたいですが、我が輩そこまでのポンコツ老人ではないのですにゃぁ」

「別に年寄りあつかいって訳じゃぁないけど」

　シロエは肩をすくめる。

「シロエちは、ソウジっちに会うのが気が進まないのですかにゃ」

「あー。ん……」

　その問いに少しだけ思考を巡らすシロエ。

「気が進まない訳じゃないよ。ちょっとばつが悪いだけ。ほら、ソウジロウがギルド立ち上げるとき僕も誘われたからさ。気まずいっていうヤツかな」

「そうでしたか」

「にゃん太班長は誘われなかったの？」

「その時期は、我が輩ログインが不安定だったのかと思うのです。誘われた記憶がないですにゃ」

「そっか……」

　待ち合わせの相手はソウジロウ＝セタ。

　にゃん太とシロエの、そして直継の旧友。

〈放蕩者の茶会デボーチエリ・テイーパーテイー〉にいた〈武士サムライ〉にして〈剣聖ケンセイ〉。〈放蕩者の茶会デボーチエリ・テイーパーテイー〉出身者で今のこの世界にいる８人のうちのひとりだった。

　ソウジロウは、ある意味もっとも〈放蕩者の茶会デボーチエリ・テイーパーテイー〉の影響を受けたプレイヤーのひとりだった。勤勉で、真面目で、それだけではなく優しかった。〈放蕩者の茶会デボーチエリ・テイーパーテイー〉が解散を決めたとき、もっとも別れを惜しんだのはソウジロウだったろう。

〈武士サムライ〉はさまざまな東洋的な武器を使いこなすが、その精髄といえるのはやはり刀だ。刀とはいってもその種類は多い。古式ゆかしい太た刀ち。小振りな小太刀。二本差しに用いる脇差し。そしてサムライの主兵装、打うち刀がたな。〈エルダー・テイル〉においてはおおざっぱにいって剛性に優れ攻撃力を重視するものを太刀と呼び、速度と取り回しを重視した技量を振るいやすいものを打刀と呼ぶ。

　ソウジロウはその打刀の達人だった。

　速度ではなく優雅さの中に自らの斬撃を隠すことのできる彼の技は、目を凝らしていても捕捉することが困難だ。ソウジロウにかかれば巨木をへし折る巨人の一撃も受け流され、鉄槌を防ぐ砂蟲の装甲も無意味化した。

「コツがあるんですよ、先輩」。ちょっとはにかみがちな笑みでソウジロウはそういっていた。

　直継がゲームから去り、時を同じくしてやはり個人的な事情で、何人かの仲間が〈エルダー・テイル〉というゲームから去った。話によればにゃん太班長も、しばらくの間は半休止というかログインが不定期だったらしい。

　そんな中でソウジロウは〈エルダー・テイル〉を去らなかったメンバーの筆頭だった。「〈放蕩者の茶会デボーチエリ・テイーパーテイー〉を無駄にはしたくない」。そういってソウジロウはひとつのギルドを立ち上げた。

　もちろん、残った〈放蕩者の茶会デボーチエリ・テイーパーテイー〉のメンバーを誘った上での話だ。しかし、〈放蕩者の茶会デボーチエリ・テイーパーテイー〉はギルドではなかったし、そこに属していたプレイヤーは、属していたとはいっても自由人が多かった。

　ソウジロウのギルドに参加した者も数人いたが、断ったプレイヤーもまたいたのだ。そして断ったプレイヤーのひとりがシロエだった。

「それでばつが悪く思う必要はないと思うのですにゃ。それぞれの道があった訳ですにゃん。ソウジっちだってその程度のことで腹を立てるような子じゃないはずですにゃ」

「それはそうだけど……」

　シロエは言葉を濁す。

　引っかかっているのは、ギルドへの加入を断ったからだけではない。あのときなぜ断ったのかが問題だ。

　自分は「ソウジロウを断った」訳ではないと、シロエは思う。

「ギルドという束縛」を断ったのだ。

　その自分が今、かたや〈三日月同盟〉というギルドを助けようとススキノまで赴き、大手ギルドが無言の支配力を強めるアキバの街に苛立ちを覚え、その状況を変えるために今度はソウジロウのギルド〈西風にしかぜの旅団りよだん〉の力を借りようとしている。

　時が流れてシロエも変わった。

　ただ潔癖で、ギルドという人間関係を毛嫌いしていた自分とは、すでに違う。でもただ「違う」と否定形で定義したとして、自分の今の気持ちをソウジロウに伝えられるとは思えない。

　もしかしたら〈放蕩者の茶会デボーチエリ・テイーパーテイー〉を失った直後に〈西風の旅団〉を立ち上げたソウジロウは、シロエよりもずっといろんなことがわかっていたのかもしれない、とも思う。

〈西風の旅団〉。

　けっして大きくはないが、このアキバの街で大きな影響力をもつギルドのひとつである。メンバー数は公称約１２０名。しかしその実体は60名を割り込むといわれ、その小人数でアキバの街の名だたる大手ギルド、〈Ｄ．Ｄ．Ｄ〉や〈黒剣こつけん騎き士し団だん〉、〈ホネスティ〉と渡り合ってきた。

　規模ではけっして勝てなかったが、〈ラダマンテュスの王おう座ざ〉や〈ヘイロースの九きゆう大だい監獄かんごく〉など、サーバの歴史に残る大規模戦闘の先陣争いを大規模ギルドと繰り広げてきたのだ。

　戦果という意味では、あるいは大量の予備人員を抱えた大手ギルドよりもさらに輝かしいものがあるかもしれない。

「あまり思い悩まぬことですにゃ。シロエちは征ゆくときめたのですから、胸を張らないと。シロエちはもはや我々の縁側の大家なのですにゃ」

　にゃん太の言葉にシロエはそういえばそうだった、と思い直す。

　ソウジロウが自らの居場所を作り守ってきたように、シロエも新しい居場所を作ることになったのだ。いつまでも思い悩んでばかりはいられない。




「こんばんは。お久しぶりです、シロ先輩。にゃん太老師」

　近づいてきた人影はまだ距離があるうちからふたりに声をかけた。ソウジロウの幼い表情に、シロエはそういえばそうだった、年下だったな、と思い起こす。こうして言葉を交わすのはほとんど１年ぶりだ。

「ご無沙汰。ソウジロウ」

「ご無沙汰にゃー。ソウジっちは元気でやってたかにゃー？」

　ふたりの挨拶に、ソウジロウは照れたように首をすくめる。

　こうして笑いあっていると時が戻ったようだ。

　ソウジロウはホームの上に無数に垂れ下がったツタを軽くよけるようにしながら近づいてきた。光虫がふわり、ふわりとその手から逃れて宙に舞う。

　近づいてきたソウジロウは和服に袴はかま、その腰には二本差しという幕末の志士のような格好をしていた。もちろん本格的な戦闘ともなれば甲かつ冑ちゆうをまとうのだろうが、街中ではこの程度の武装なのだろう。

「ギルドを組んだって聞いたにゃ。どうなのにゃ？」

「ええ、おかげさまで。ぼちぼち軌道に乗ってきてたんですけれど、その途端に〈大災害〉ですからね」

　ソウジロウは肩をすくめる。

　シロエはその表情で、ふとしたことに気が付く。

　考えてみれば、自分も含めて、直継も、にゃん太も、このソウジロウも、〈大災害〉ではちっともへこたれていないように見える。どんなひどい状況でも、観光半分、冒険半分で捉えてしまうという〈放蕩者の茶会デボーチエリ・テイーパーテイー〉の遺伝子かもしれない。

「ナズナっちと、沙さ姫きお嬢はまだ一緒なのかにゃ？」

「ナズナは一緒ですね。沙姫は一緒のギルドなんですけど──〈大災害〉の時はログインしてなかったみたいで」

　にゃん太が尋ねたのは、共に〈放蕩者の茶会デボーチエリ・テイーパーテイー〉で腕利きだったヒーラーの名前。その質問でシロエは、そういえばとソウジロウのギルドに入らなかった理由をもうひとつ思い出した。

「ソウジロウは、まだモテモテなのか？」

「え？　あ……。いえ、そんな」

　急におろおろとしだすソウジロウ。にゃん太は糸みたいに細い目をさらに細くして「青春ですにゃぁ。今は何人ですかにゃ？」と尋ねる。

　その問いにソウジロウはそっと片手をあげて、親指だけを折る。




（まーだハーレム状態なのかぁ。別に羨ましい訳じゃない……けど。けど、４人っていうのはなんだかすごく腑に落ちない……感じがする。なんなんだ？　４人って。ナズナと、沙姫と、他にふたりって、どんな豪華メンバーだ……）

　シロエは脱力するのを感じる。

「そんなことよりですねっ。どうしたんですか？　シロ先輩から呼び出しなんて。ボクはシロ先輩には嫌われているんだと思ってましたよ」

「え、なぜ？」

　予想外の言葉にシロエは真顔で問い返してしまう。

「いや、だって。その……僕、ハーレム体質だから」

　赤くなって口ごもるソウジロウに、シロエは返す言葉もない。その横でにゃん太は大きな声でからからと笑っている。直継であればすかさずツッコミチョップを入れていたところだろう。

「それは確かに重大な問題だけど、そんなことで嫌ったりする訳ない。僕たちは〈茶会テイーパーテイー〉の仲間だったんだぞ」

「そうか、そうですよね……。でも、じゃあどんなご用件なんですか？」

　ソウジロウの問いにシロエは背筋を伸ばして気合いを入れ直す。

「単刀直入にいうと、力を借りたい」

「どんな力でしょう？」

「……ソウジっちは、今のこのアキバの街をどう思うですにゃ？」

「この街、ですか。抽象的ですね……。それはやっぱり、いろいろ辛いとは思いますよ。この街に限らずですけれど、この世界すべてが考えようによっては牢獄じゃないですか」

「牢獄かぁ」

　ソウジロウは髪の毛を搔き上げる。武士風のポニーテイルがホーム上の風にたなびいた。

「ええ。──いきなり巻き込まれて、異世界になってて。帰る方法もわからない。死ぬこともできない。世界の仕組みからしてそうな上に、街の外はモンスターがうろうろです。僕らはともかく戦闘が嫌いなプレイヤーさんは閉じ込められている気分になるのも、わかります」

「そうだにゃー。そういわれればもっともだにゃ」

　ソウジロウの話ににゃん太も頷く。

　誰しもが漠然と思っていたことを、ソウジロウははっきりと言葉にした。たしかに、そう考えれば閉塞感があるのも当然だとシロエも思う。

「だから辛いですよね、よくないと思います。こういう状況だと弱い者いじめに走っちゃいますしね。実をいえば、うちのギルドでも、もう街を出ようかなんて話も上がってるくらいですもん」

「アキバ、出ていくの？」

「いや、そんな話もあるってだけで、まだ全然具体的な話じゃないですよ。やっぱり街に本部置いておくのは便利ですしね。ただ、やっぱり街の雰囲気がだんだん荒すさんでいくのは、見てて辛いですよ。なんにもできないですし」

　ソウジロウはそういう。

　なにもできない、その台詞をさらりといったのはけっして責任放棄ではないのだろう。ソウジロウは、なにかをしようとは思って、その可能性をちゃんと検討したのだ。その上でなにもできないと判断したから、正直にそういっているだけなのだ。

（その証拠に、声は苦いもんな……）

「なんとかする手がある」

「本当ですか？　シロ先輩っ」

「……と、思う」

　シロエは正直に断言を避ける。なんとかしたいとは思っているし、なんとかしよう、とも思っているけれど、保証はできない。もっとも、保証しなければついてこないようなヤツは、〈茶会テイーパーテイー〉でいうところの〝臆病者〟であって〝仲間〟ではない。

　だから〝仲間〟になってほしい相手に保証はしない。




「そのために、力を貸してほしい」

「どうすればよいんですか？」

「……ソウジロウだけじゃなくて、〈西風の旅団〉の名前も借りなければならないんだ」

　シロエはソウジロウをまっすぐに見つめていう。

　にゃん太がいうように、すべての事象には誕生と死があり、その生を全うするためには努力が必要だというのならば、〈西風の旅団〉を産みだし守ってきたソウジロウはしかるべき愛情を注いで労力を支払ってきたのだ。その力を借りるのに、目を逸らす訳にはいかない。

　なにかを育てようと思わなかったシロエならば、それはなおさらのことだった。

　少しきょとんとしたあと、納得したように頷くソウジロウにシロエは続ける。

「ひとつには、今のアキバの雰囲気はよくないってことを、周囲に話してほしい。このままでは荒んでしまう、って。他の大手ギルドにも流してくれるとありがたい」

「それはいいです、はい。でも、そんなのみんなどこかしらでは感じてますよ」

「でもちゃんと言葉にするのが大事なんだと思うんだ。〈西風の旅団〉がそう思っている、もしかしたら動くかもしれないと思わせるだけで十分に効果がある。もうひとつは、あと数日したら、招待状が届くと思う。できればその日まで、アキバの街にいてほしい。会議の招待状だ。その会議で、なんらかの決着をつけたいと思う」

「わかりました」

　ソウジロウはけろりとした表情で快諾する。




「いいのか？　経緯とか作戦とか聞かなくて」

「だってシロ先輩忙しいんでしょ？　そんなことで時間とらせちゃ申し訳ないですよ。それに僕は前衛バカですからね。〈茶会テイーパーテイー〉一番の作戦参謀の立案を聞いたからって、半分もわかりません」

　シロエはその言葉が温かくて、ひるむ。

　こんなにも信用されているとは、シロエ自身が思っていなかったのだ。１年も離れていたのに。一度はその手を振り払ったのに。

「ソウジっちは、よい子だにゃ」

「にゃん太老師に褒めてもらっちゃうくらいですからねっ」

　ソウジはそう微笑むと、表情を引き締めて、ふたりをまっすぐに見る。

「それとは全くの別件ですが、シロ先輩、にゃん太老師。……よかったら〈西風の旅団〉に入りませんか？　ナズナも喜ぶと思いますし。うちは気のいいやつらばっかりです。現在は辺境エリアの探索に交代で出掛けては、新拡張パックの情報を探ろうと動いているところです。こういってはなんですけれど……シロ先輩がやろうとしている、その作戦っていうのも、〈西風の旅団〉の看板でやった方が効率がよいんじゃありませんか？　──ダメでしょうか？」

　姿勢を正したソウジロウの申し出は理に適っていたが、今のシロエには頷くことができなかった。先週のシロエであれば頷くこともできたかもしれない。でも、今のシロエには、もう、家があるのだ。

「やっぱり、嫌われてますか？　僕」

　首を振るシロエに、ソウジロウはどこかしゅんとした声で応える。

　ソウジロウの誘いを断るのは二度目になってしまったな、と思いながら、シロエはその肩にふれる。

　にゃん太にいわれた言葉で、シロエにもやっとやるべきことの姿がはっきりと見えたのだ。それは今まで目を逸らしていたこと。

　直継やアカツキの優しさに甘えて、にゃん太にも守られて、言い出さないですませてきてしまったこと。

「本当にそうじゃないよ。ソウジロウ。……あのね、僕は、自分の居場所をそろそろ自分でちゃんと作るべきだってわかったんだ。昔あった面倒くさいことから逃げているうちにこんなところまできちゃったけれど、僕もちゃんと守る側にならなくちゃいけないって、やっとわかった。自分のギルドを作ったんだ。まだ人数も少ないし、走り出したばっかりだけど。誰かの居場所を作ることで、自分の居場所がはじめて生まれるって、やっとわかったんだ」

　まるではじめて逢ったかのように自分を見つめるソウジロウに、シロエはゆっくりと決意の言葉を告げるのだった。


































　　▼１




〈クレセントムーン〉の開店以降、アキバの街は活気づいていた。

　たかが飲食のことではあるが、されど飲食でもある。

　今までまったく味気ない物を食べていたアキバの人々は、あっという間に新しい美味に魅了された。〈クレセントムーン〉の食事はテイクアウト中心であり、元の世界の基準でいえば、けっして大盤振る舞いのご馳走という訳ではなかったけれど、この異世界においては何よりの美味として迎えられた。




　当初は３店舗で供給体制がまったく追いつかない有様だったが、開店後数日で４店舗目を開店。〈三み日か月づき同どう盟めい〉の〈召サ喚モ術ナ師ー〉が呼び出した〈火蜥蜴サラマンダー〉が温める鉄板で保温された切り分けピザと、甘いクリームを用いたカスタードプリンがメニューに追加されて、これも絶賛をもって迎えられた。

　アキバの街の人々は、〈軽食販売クレセントムーン〉が中小ギルドにすぎない〈三日月同盟〉の運営だということに、そもそもの最初から気が付いていた。中には中小ギルドが新レシピを独占して、という批判もなくはなかったが、ゲーム世界ではいち早く戦果をあげたものこそが正義だという考え方もあって黙殺されたのだ。

　実際問題、〈三日月同盟〉に新レシピを公開しろという恐喝めいた投げ文もあったが、これがいいがかりだということは本人たちにもわかっていたのである。

　第４店舗開店の頃になると、街にはひとつの噂が流れはじめた。

〈三日月同盟〉が、アキバの街の三大生産系ギルド、すなわち〈海かい洋よう機き構こう〉、〈ロデリック商しよう会かい〉、〈第だい８商しよう店てん街がい〉と手を組んだというものである。

　三大生産系ギルドは合計すればその構成員は５０００名を超える。それはアキバの街に住む全プレイヤーの３分の１にも当たる大勢力だ。事実その噂を裏付けるように、マーケットでは一部の食材アイテムの取引が活性化しだし、〈第８商店街〉による素材買い占めも見られるようになった。

　店舗が４つになり新メニューで客の回転率が高まったとはいえ、やはり〈クレセントムーン〉の食糧供給は需要にまったく追いついていなかった。すべての店舗あわせても毎日１５００人弱の顧客をさばくのが精一杯なのである。

　アキバの街の人々の多くが〈クレセントムーン〉からテイクアウトしたおいしいハンバーガーの味を体験していたし、一度体験した人は２回目を求めた。旧世界で慣れていた味わいを思い出してしまった今、味気ないふやけた宇宙食の生活に戻るのはひどく苦痛だったのだ。




〈クレセントムーン〉には夜明け前から行列ができることも少なくなく、また整理券などもくばられた。

　この降ってわいたような〈クレセントムーン〉景気は、あちこちにかなりよい影響をもたらした。

　まず、〈クレセントムーン〉の食事はそこそこの高額である。１食当たりの値段にして、マーケットで求める食事と比べ３倍から６倍の金額になる。もちろん、他に金を使う当てもなく娯楽もないアキバの街において、その程度の金貨を払うのに躊躇ためらうユーザーは少ない。しかし躊躇うことはないが、それなりに手持ちの資金は必要になる。

　毎日３食クレセントムーンのハンバーガーを食べるとなれば（そんなに買えるという僥ぎよう倖こうに恵まれるとして！）、１ヶ月に１３５０枚もの金貨が必要となる。

　今までのアキバの街での生活ではほとんど金がかからなかったために、毎日廃墟で膝を抱えて、元の世界へ戻れない哀しみに沈んでいた人々も存在した。そんな彼らも、多少の小銭は稼ぐ気になったというのは大きな変化だった。

　アキバの街の中央広場では極めて久しぶりに公開募集が行なわれた。ギルドとは無関係に一時的な仲間を集めて行なわれる狩り遠征のメンバー募集である。仲間を探す参加者が集まって出掛けるこのタイプの募集は、今のこの異世界では珍しく、広場では注目を浴びていた。

　彼らが出発する時になると、同じく広場に店を構えていた〈クレセントムーン〉の店員一同は、大きな声をそろえて「いってらっしゃい！」と手をふった。

　もちろんその臨時パーティーの参加者が、出がけに「ブラックローズティー」を水筒で購入していってくれたこととは無関係ではなかっただろう。

　しかしそれは〈エルダー・テイル〉時代でも見たことがない、奇妙な、心温まる光景だった。アキバの街から出発する臨時パーティーの参加者は、くすぐったそうに笑って旅立っていった。




　また、そういった個人の経済活動以外では、マーケットにも動きがあった。いくつかの食材アイテム、たとえば〝若い鹿の肉〟や〝ジャガイモ〟、〝雷鳥の肉〟等の値段が上がりはじめたのである。

　それらは〈第８商店街〉による慎重な買い占めによる結果だったが、値段が上がれば敏感に反応し、供給しようというものも必ずや現れる。情報を察知した複数のギルドは自主的に素材調達班を組織し、マーケットに流しはじめた。値段が上がることを見越して巨額の利益を目論んでいたのだろう。

　しかし、〈第８商店街〉のカラシンはそのような事態をすでに見抜き、それ以前の段階で、付き合いのある小さな冒険ギルド十数団体に直接大規模な遠征班組織をもちかけていた。

　数日間に及ぶ狩りの日程を組み、交代要員を手配して送り出す。現地で狩りを行なう班や、狩った獲物を街まで持ち帰る班を組織して、素材供給のラインそのものを生産系ギルドとして支援する体制を作り上げたのだった。

　それは〈大災害〉以降に限らず〈エルダー・テイル〉の歴史はじまって以来の「生産系ギルドによる戦闘系ギルドへの直接支援体制の樹立」だった。この手法は功を奏して、〈第８商店街〉はマーケットに過度な依存をすることなく、大量の素材を一定の価格で入手することに成功した。

　今までは街の外に出なかったプレイヤーが出掛けることになれば、消耗品や修理などの面でさまざまな消費活動が発生する。そうなれば職人も活躍する余地が増える。まだ微妙な変化ではあるが、アキバの街は少しずつ変わりつつあった。

　この変化の発信源は〈クレセントムーン〉なのではないか？

　もし〈三日月同盟〉がアキバの街の三大生産系ギルドと完全に手を組んだとなれば、その規模は、日本サーバーにおけるプレイヤーの６分の１にもなる。それは、すくなくとも日本サーバーにおける最大規模の勢力の誕生を意味した。最近では、〈三日月同盟〉に対し、他の都市からの念話による問い合わせも多い。また、ギルドに対する入会願いもあとを絶たないが、マリエールが「月末までは待ってやー」と断り続けている状態だ。

　普段は生産系ギルドとは不干渉を貫き、どちらかといえば別の世界で生きている戦闘系ギルドのプレイヤーもその事実には興味を覚えているようだった。

　ＷｅｂもＷｅｂＴＶもない、つまり娯楽というものがほとんどないこの世界において、うわさ話というのは楽しみの大きな部分を占める。

　アキバの街の人々は、あちこちに集まっては自分たちの予想や憶測を飽きることなく話しあった。それらのうわさ話の中には、〈三日月同盟〉の明るく面倒見のよいギルドマスター、マリエールの名前や、才媛と噂されるヘンリエッタ、まだ若い戦闘隊長小しよう竜りゆうの名前もあったが、同時に一部の古参プレイヤーや事情に明るい者たちは、小さな声でシロエや直なお継つぐ、にゃん太、そして〈放蕩者の茶会デボーチエリ・テイーパーテイー〉の名前を思い出したように呟いた。

　だがしかし、そうしたうわさ話をしていたのはプレイヤーたち〈冒険者〉だけではないということに気が付いたものは、ほとんどいなかった。




　　▼２




　10日が経った。

　連日大盛況の〈軽食販売クレセントムーン〉もすっかり街に馴染み、その大行列は名物となっている。今日もからりとした夏の陽気の中、４つの店舗は最大回転で押し寄せる顧客を捌さばいているだろう。

　しかし、ここはそれらの喧噪を離れた広々とした空間。

　アキバの街の要ともいえる建築物、ギルド会館の最上階にある巨大な会議室だった。

　この会議室は、ギルド会館を利用するすべての〈冒険者〉に開放された施設だが、電気のないこの世界ではエレベーターなどすでにただの鉄の箱でしかなく、廃墟化した16階までの階段を上ってくるような酔狂な人間はほとんど存在しない。

　天井が高く広大な空間中央にしつらえられたのは、大きな円形のテーブル。そこに着席しているのはアキバの街を代表するといえるだろう面々だった。

〈黒こつ剣けん騎き士し団だん〉の総団長、〝黒剣〟のアイザック。

〈ホネスティ〉のギルドマスター、アインス。

〈Ｄ．Ｄ．Ｄ〉を率いる〝狂戦士〟クラスティ。

〈シルバーソード〉の若きリーダー、ウィリアム。

〈西にし風かぜの旅りよ団だん〉のハーレム系ギルドマスター、ソウジロウ。

〈海洋機構〉の〝豪腕〟総支配人ミチタカ。

〈ロデリック商会〉のギルドマスター、ロデリック。

〈第８商店街〉を率いるカラシン。

〈三日月同盟〉のマリエール。

〈グランデール〉の〈調教師〉ウッドストック。

〈ＲＡＤＩＯマーケット〉の凄腕〈機き工こう師し〉茜あかね屋や。

　そして、〈記録の地平線〉のギルドタグをつける、シロエ。

























　円卓に座った12名の多くは、背後に数名の側近を立たせているので、この巨大な空間に30名弱のプレイヤーが存在することになる。

　集まった面々の表情はさまざまだった。

　不安げなもの、いぶかしげなもの、無表情なもの、自信のありそうなもの。いずれも昨晩届けられた招待状によってこの会議室に呼び集められたのだ。

　招待状のタイトルは「アキバの街について」。

　差出人は〈記録の地平線〉シロエと〈三日月同盟〉マリエールの連名だった。

　ここに集められたのは、ほとんどが巨大なギルドを率いるメンバーだった。〈海洋機構〉、〈ロデリック商会〉、〈第８商店街〉はいずれも大手の生産系ギルド。

〈黒剣騎士団〉、〈ホネスティ〉、〈Ｄ．Ｄ．Ｄ〉、〈シルバーソード〉、〈西風の旅団〉は大規模な、もしくは功績を挙げてきた実力ある戦闘系ギルド。

〈三日月同盟〉、〈グランデール〉、〈ＲＡＤＩＯマーケット〉の３つは、規模こそ小さいものの、かつて一度は試みて失敗した、中小ギルド連合の要となろうとしたギルドだった。

　ただひとつ、〈記録の地平線〉だけが、誰も知らない、聞き覚えのないギルド名である。

　しかしここに集められるだけの大規模ギルドになると、皆それぞれにそれなりの情報収集能力をもっている。シロエの存在に怪訝そうな表情を向けたのは、メンバーのうち４分の１にも満たなかった。

　席に着いたメンバー同士が互いを値踏みするように観察し合う中、〈三日月同盟〉のセララが現れて、よく冷やされた果実茶を給仕してまわる。その飲料は今まで〈クレセントムーン〉では販売されたものでないために、一部のメンバーが少しだけ驚くが、その小さな動揺も飲み込むような沈黙が続く。

　シロエは静かに座っていた。

　だが気持ちの方まで静かだった訳ではない。

　この会議はシロエにとっての戦場だ。

　今まで行なったどのような大規模戦闘にも劣らない、剣けん戟げきと火炎の飛び交う戦場。シロエは熱に浮かされたような火ほ照てりと張り詰めた冷気を同時に味わいながらこらえる。集まったメンバーはそのほとんどが妥協を引き出すべき敵。そうでなければ自分を頼りにしている、少しの味方。どちらにも余裕がないところを悟らせる訳にはいかない。

（僕が望んではじめた戦だもんな）

　ソウジロウの言葉どおり、この世界は牢獄だ。誰もがサバイバルという呪縛に捉えられている。帰れる当てがないという絶望、モンスターのいる荒野、無気力という枷かせ。

　シロエにしたところで、〈大災害〉以降の日々は状況に追われてきたといってよい。目の前の状況に対応し、準備を整え、生存確率を上げるために生きてきた。

　しかし、今回の作戦は違う。トウヤを助けることもミノリを助けることも、このアキバの街になんらかの秩序をもたらすことも、究極的にいえば、それはシロエの我が儘だ。シロエが望み、しなくてもよい戦いを引き起こしても手に入れようとしているにすぎない。もちろん、メリットはあるとシロエは思っている。

　自分ばかりではなく、自分の大切な人にも、このアキバの街にもメリットはある。そうシロエは信じている。

　しかし、だからといって本質的にそれはシロエの我が儘からはじまったということをごまかすことはできない。

　その意味ではシロエは〈大災害〉以降、はじめての自由を手に入れていた。我が儘からはじめて、自分の願いを叶えるために起こした戦いで全力を尽くす。それは確かに大きな緊張感と身がすくむようなプレッシャーをシロエにもたらしたが、同時に強い喜びを与えてもくれた。

「シロエち？　大丈夫ですかにゃ」

　右うしろに立ったにゃん太が問いかけてくれる。その言葉も今では素直に受け入れることができる。にゃん太も、この会場にはいないが直継も、アカツキも──いまではギルド〈記録の地平線〉のタグをつけている。４人ぼっちのギルドとして、この最初の戦いに挑んでいる。別別の任地に赴いているとはいっても、戦場はひとつだ。




　この仲間に勝利を。

　シロエは強くそう願った。

　場の緊張感が高まる中、やがてすべての参加者が席に着いた。

　シロエは立ち上がると開会の挨拶を述べた。

「お忙しい中集まってくださって──ありがとうございます。僕は〈記録の地平線〉のシロエといいます。……今日は皆さんにご相談とお願いがあってお招きしました。多少込み入った話なので、時間がかかるとは思いますが、お付き合いください」

　言葉を切って周囲を見回すシロエ。

（……まぁ、全員きてくれたってのはなんにせよありがたいな。ソウジロウが根回ししてくれたんだろうけど……。あとから個別に説得してまわるっていう面倒くさい手間がなくなった。その分、今、このときが決戦だ）

「挨拶は適当に切り上げてかまわない。〈放蕩者デボーチエリ〉のシロエ。別に知らない仲じゃあるめぇし」

　そう声を上げたのは〝黒剣〟のアイザックだった。日本サーバ有数の高レベルプレイヤーにして歴戦の勇者。幾多の大規模戦闘において常に先陣を切ってきた生きつ粋すいの戦士。シロエも何度か招かれてその戦いに助っ人として参加したこともある。〈付与術師エンチヤンター〉なんていう下っ端職業の人間を覚えてもらっているとは思わなかったが、そうでもなかったらしい。

「いったいなんだってんだ、この場は」

　苛立たしげに声を上げたのは〈シルバーソード〉の若きリーダー、ウィリアムだった。流れるような銀髪を後方でまとめた、典型的な「エルフの若君」といった容姿の青年だ。ずいぶん短気な性格なのか、何度も脚を組み替えている。

「お言葉ですので、早速用件に入ります。ご相談というか、提案というのは、現在のアキバの街の状況についてです。ご存じのとおり〈大災害〉以降、僕たちはこの異世界に取り残されてしまいました。元の地球に帰れる目処はまったくたっていない。これについての手がかりは僕の知るところまったくありません。非常に辛いですが、事実です。一方、そんな状況下で、アキバの街の空気が悪化している。多くの仲間がやる気をなくしていますし、逆に自や棄けになっている人々もいる。経済の方はぼろぼろで、探索の効率はちっとも上がっていない。この状況を、僕たちはどうにかしたいと考えています。集まっていただいたのは、そのためです」

　シロエは半眼になって言葉を紡ぐ。

　大丈夫だ。話すべき言葉は繰り返し想起して、もはや手触りを感じられるほど具体化している。

「集まってなにをしようっていうんだ？」

「面倒なことを……」

「なぜそのようなことを今いいだす必要があるんだ」

「いわんとすることはわかるが、いったいなにができる」

　いくつかのざわめきを抑えるように、〈ホネスティ〉の青年ギルドマスター、アインスが質問する。

「それは以前失敗した中小ギルド連合のようなものですか？」

「近いです。しかし、それは失敗したと聞いています」

　シロエがちらりとその当事者、〈グランデール〉と〈ＲＡＤＩＯマーケット〉のふたつのギルドに視線をやると、その代表者たちは少し青ざめて頷く。彼らは──それをいうならば〈三日月同盟〉もそうだが、この席に座るには余りにも小規模なギルドだ。人数でいえば、50倍以上の差がある団体も少なくはない。

「確かに、その計画は瓦が解かいしてしまいました。しかし、それはさまざまな無理があったからだと考えています。あのときの計画は、中小ギルドが集まって、大手ギルドに対抗しようとするものでした。……つまり小さなギルドが寄り集まって自分たちの利益を守ろうとする戦いだった。我々の計画は失敗した」

「そうやねん。うちら、協力するいうときながら、結局は自分たちのギルドの利益をおっかけてただけやったん。だから話もまとまらんし、壊れてもうたんよ」

　機械仕掛けの時計や細工物を生産するサブ職業、〈機工師〉のマスタークラス、〈ＲＡＤＩＯマーケット〉ギルドマスター茜屋の言葉を、マリエールが受けて補足する。

「今回は、すべての──少なくともアキバの街を代表する勢力すべてに声をかけて、その利害を調整しようというのか？」

「……中小ギルドをまとめ上げることさえできなかったんだぞ。大ギルドのエゴがからんでは実現するはずがない。正気の沙汰じゃないぞ！」

　参加者はマリエールの言葉に口々に反応をはじめる。

　招待状にはマリエール、つまり〈三日月同盟〉の名前も記してあった。そのことから参加者の脳裏には「今回の会議の正体は、つまり、失敗した中小ギルド連合の続きなのではないか？」という疑念があったのだろう。

（それは当たり前の推測だけど……）

　しかし知る人にとっては聞き覚えのある名前であっても、シロエの名前だけで会議を招集することは難しかっただろう。

　マリエールの知名度と、〈三日月同盟〉＝〈軽食販売クレセントムーン〉。このふたつのネームバリューによって今回の会議を開くところまでこぎ着けることができたのだ。だがその誤解は早い時期に解いておく必要があった。

「今回はすこし趣旨が違います。現在のアキバの状況の改善です」

　シロエのはっきりとした言葉を席を立つ音が遮った。

「そういうことなら、俺たちは抜けさせてもらうわ」

　立ち上がったのは先ほどからイライラしていた〈シルバーソード〉のウィリアムだった。彼は腰のサーベルの位置を直すとマントを翻ひるがえす。

「俺たちは、戦闘系ギルドだ。街の雰囲気なんて関係ない。ここは帰ってきてアイテムを換金するだけの場所だ。つまり、俺たちにとっちゃ雰囲気が荒れてようが和やかだろうが、どうでもいいんだよ。──街のことは街に興味がある連中でやればいい。別に相談するのが悪いとはいわねぇよ。時間の無駄だとは思うけどな。ただ俺たちはそんなことには興味がない。俺たち抜きでやってくれ」

　ウィリアムはそれだけいい捨てると、会議場をあとにする。

　場の空気はざわめいた。

　特に〈グランデール〉と〈ＲＡＤＩＯマーケット〉、〈三日月同盟〉の責任者の顔色は悪い。中小ギルド連合の末期もこんなふうにどんどん脱落者が出ていったとシロエは聞いている。

　しかし話を進めているシロエ自身は、こうした展開を十分予想していた。

（〈シルバーソード〉は離脱、と……）

　シロエはその戦局への影響力を分析して、心の中のスコアカードを更新する。

　確かに〈シルバーソード〉は規模の大きな戦闘系ギルドだが、この席に必須の存在という訳でもない。最大手の戦闘系ギルド〈Ｄ．Ｄ．Ｄ〉、あるいは最大手の生産系ギルド〈海洋機構〉。このあたりが席を立つのであれば、引き留めるために手を打ちもするが、最初からひとつふたつのギルドが席を蹴るのは計算のうちだった。

　それよりも、ウィリアムたちが立ち去り落ち着かない雰囲気の会議場をこのまま放置する訳にはいかない。

「11席になってしまいましたが、先を続けます。この場へとお招きしたのは、さっきの〈シルバーソード〉さんがいったとおり、アキバの街の自治問題について話し合う機関〈円卓会議〉の結成を呼びかけるためです。当面の目的は大きくふたつ。まず、アキバの街の雰囲気の改善。具体的には、活気を再び取り戻すような方向に誘導すること。──もうひとつは治安を改善することです。当面はこの２点を中心にすえて、ゆくゆくはアキバの街の自治に関して問題解決ができる機関を目指しています」

　場の返答はまたも沈黙だった。

　参加者同士が、互いの返答を探り合っているために起きる静寂だ。




（ここからが本番だ）

　シロエはやっとスタート地点に立った自覚をもって、周囲の表情を見回す。

　たしかに、この場に集まったメンバーならば、アキバの街の８割程度の人口に影響を与えられるだろう。集まったメンバーのギルドだけで、その参加人数は６０００名を超える。アキバの街に住むプレイヤーの40％だ。

　その上これだけ大手のギルドとなれば、友好ギルド、半傘下のギルドも数多い。資材を都合し合ったり一緒に狩りを行なうなどの横のつながりも広範囲にわたる。

　ここに集まったメンバーはアキバの街の全ての〈冒険者〉に大きな影響力をもっている。この会議の合意は、アキバの街の住民すべての合意とほぼ等しいのだ。もちろん、それはシロエが結果的にそうなるように会議への招待ギルドを選んだからである。

　しかし、それだけにこの巨大ギルド間で同意を得るのは限りなく難しい。その難易度は〝ギルドをひとつ潰す〟の何倍にもなるだろう。シロエはそれをわかった上で挑戦をはじめた。

「そのまえに、メンバー選定の基準を教えていただけるかな」

　その静けさを最初に破ったのは、アインスだった。大手の戦闘系ギルド〈ホネスティ〉のギルドマスターは、外見通り中年の落ち着いた声で問いかける。

「わかりました。──まず〈黒剣騎士団〉、〈ホネスティ〉、〈Ｄ．Ｄ．Ｄ〉、〈西風の旅団〉の各ギルドは、戦闘系の大規模ギルド、もしくは功績の大きいギルドを選ばせていただきました。お帰りになった〈シルバーソード〉もそうです。〈海洋機構〉、〈ロデリック商会〉、〈第８商店街〉は生産系を代表する三大ギルドとしてお招きしました。〈三日月同盟〉、〈グランデール〉、〈ＲＡＤＩＯマーケット〉は小規模ギルドの代表として、です。誤解のないように願いたいのは、この３つのギルドについては、ギルド単体としてお呼びしたというよりは、ギルドに参加していないようなギルド未加入者や、この席にはお呼びできなかった小規模ギルドの意見を汲み上げるために選ばせていただいたということです。ギルド自体が小規模であるからといって、その発言の重みは無視すべきではありません。また、もしこの会議が成立するとすれば、そのような行動をお願いすることになるかと思います」

　中小ギルドを３つも参加させたことについては反発も予想されたが、これは思いの外冷静に受け止められたようだった。

　たしかにここに呼ばれた大手ギルドの所属人員合計は６０００名。しかし、逆にいえば、アキバの街にはそれ以外の……つまりギルド未加入者や中小ギルド所属者が９０００名は存在することになる。そういった人々の代表として、という趣旨はそれなりに受け止めてもらえたようだ。

　もちろん会議が不成立に終わるという前提で聞き流された可能性も高いが──とシロエは観察する。




「君は？」

　言葉少なく尋ねたのは〈Ｄ．Ｄ．Ｄ〉を率いる〝狂戦士〟クラスティ。その名前に似合わず、眼鏡をかけた伊だ達て男おとこだ。

「僕は開催者兼発案者として臨席しています」

　シロエはいい切る。

　このアキバの街の自治会議を開催する。その会議の参加条件がギルドの大きさや街での知名度だとすれば、本来シロエ自身にその参加資格は、ない。

　先週できたばかりのような新興の、しかも４人しかメンバーがいないような中小というのも躊躇われる極小ギルドのギルドマスターが、アキバの街の未来などといったところで誰も耳を貸すはずがない。

　シロエ自身が選んだ参加ギルドの資格から見ても外れている。

（だけど、そんなことは関係ない）

　参加資格の有無でいえば、確かにないかもしれない。では今までその資格があるはずの大規模ギルドが街をよくしてくれたのか？　〈大災害〉以降、みんなのためになにかをしてくれたことがあるのかといえば、その答えは否だ。

（待ってるだけじゃ僕の思いどおりには進まないってのは、証明済みなんだ。……傲ごう慢まんだといえばそのとおり。僕の我が儘なんだから。もう遠慮するのはやめだ。出し惜しみはしない。やりたいようにやる。──そのためには下ごしらえもするし、会議の招集だってする）

「ふむ……。つまり参加資格を得るために、わざわざ主催をして招待状を送った訳だね？」

　クラスティの質問は、シロエの意図を正確に察知したゆえのものだった。だからシロエはその質問にも胸を張って「そのとおりです」と答える。

「仮にその会議が発足したとして、どんな手段で治安を維持する？　いや、そもそもこの場合問題にしている治安の悪化とはなんなんだ？」

　〝黒剣〟のアイザックの質問に、シロエは気を引き締める。

「一部のギルドが、保護を名目に、初心者を軟禁状態に置いているのは周知の事実ですよね？　そのような状況は健全だといえません」

　真っ向から突きつけられた言葉に、〝黒剣〟のアイザックはひるむ。

「……〈ＥＸＰポット〉の件だな？　しかしあれは法に反しているとはいえないだろう」

　──〈ＥＸＰポット〉。突然持ち出された固有名詞に会議がざわめく。そのうちの半数以上は「ああ、やはりその話題がくるのだな」というような反応だった。彼ら自身も合法か非合法かは別にして、どこかうしろ暗い気持ちをもっていたのはある程度の事実なのだろう。

「プレイヤーには現在、法なんて存在しません。存在していない『法』を破っていないなんてただの詭き弁べんですよ。そんなのはここにいる全員がわかっているでしょう」

　険しい表情のアイザックにシロエは続ける。

「別に、ことは〈ＥＸＰポット〉の件に限定していません、問題は僕たちプレイヤーにとっては〝法〟なんてないということです。今のこの世界では実際にはやりたい放題ではないですか。もちろん僕らにとっては、それでもほとんど不利益はありません。自分たちさえよければ、ですが」

「それこそいいがかりだ。〝法〟は存在する。現に戦闘行為禁止区域で戦闘を行なえば、そのプレイヤーには死というペナルティが与えられる」

「それは〝結果〟であって〝法〟ではないです。ただ単純に法則としてそうなっているだけ。……もっと明確にいうならば、戦闘行為禁止区域内で戦闘をするという〝原因〟に〝衛兵からの攻撃〟という結果があるだけです。それはルールとすら呼べない。ただの現象でしかありません。僕らが認めた訳でもなく、作り上げたものですらない。そんなものが〝法〟である訳がないでしょう？」

　シロエの言葉に口をつぐむアイザック。

〈黒剣騎士団〉は〈ＥＸＰポット〉を購入しているとされている大手戦闘系ギルドのひとつだ。うしろ暗い思いをごまかすために強弁しているのだろう。

　しかし、シロエの征く道においてそれは障害だった。だからシロエは全力をもって切り捨てる。

「たとえば、僕は先日ススキノの街にいきました。そこでは〈ブリガンティア〉というギルドが、ノンプレイヤーキャラクターの若い娘をさらっては、プレイヤーに奴隷として売りつけるビジネスを行なっていました」

　会議の参加者たちがぎょっとしたような表情でシロエを見る。




「先ほどの話でいえば、これは〝違法〟ではありません。衛兵に攻撃されませんから。でも〝法〟ってそういうものですか？　この世界ではありです。少なくとも仕様上可能ではある。〝可能か不可能か〟でいえば、可能です。でも〝法〟ってのはそれとは違いますよね。問いたいのは〝僕たちが僕たち自身に対してそれをありと認めるのか？〟という部分です。〝法〟とは本来そういうものではありませんか？　僕らが僕ら自身を律するルールをどこにおくかです」

　言い訳はどうとでもつく。

　たとえば、新人を軟禁しているのは保護のためであるとか。〈ＥＸＰポット〉を没収しているのは新人の乏しい戦闘能力では稼ぎきれない生活費を補充するためであるとか。

　ノンプレイヤーキャラクターの件にしたところで、彼らはＡＩ仕掛けの人形であるのだから、人権などないのだと抗弁することは可能だろう。すくなくとも「ＡＩ仕掛けの人形ではなく、人権がある」と証明することはできない。そもそも人権など証明するようなものではなく、勝ち取るものなのは現実世界の歴史が証明している。

　だからシロエの戦術目標は、それらの言い訳を個別に論破することではなかった。少なくとも短期目標は「無法地帯である異世界において自分を律する必要がある」と全員に認めさせることである。

　シロエの投げかけた疑問に、会議のメンバーのあるものは口をつぐみ、あるものは声高に意見を述べる。正規の代表だけではなくその参謀たちの会話も含めて、会議室は喧噪に包まれた。

　反応は大きくふたつに分かれているようだった。

　ひとつは、確かになんらかのルール作りは必要だという意見。

　もうひとつはそのような合意形成は不可能だという意見だ。




「〈シルバーソード〉は会議には参加しないといって席を立ちましたが、会議の続行自体は認めていたようです。──もし仮に会議の存在自体を認めない勢力がアキバの街に現れたらどうします？　つまり、会議の方針に逆らう勢力ということです」

　相変わらず冷静で的確な質問をしてくるクラスティが、後者の意見を代表するかのようにシロエに質問する。

「戦います。具体的にはアキバの街から追放します。仮に潜入したとしても、その活動は非常に困難になるでしょう。解散させることも当然視野に入れます」

　シロエの答えに戦闘系ギルドを中心に大きなどよめきが上がる。

　それは２週間前に〈三日月同盟〉の会議室で、マリエールやヘンリエッタ、小竜があげた驚きの声と一緒だった。

「ギルドを解散させる」、「ギルドを追放する」。

　言葉でいうのは簡単だがそれは困難を極める。この世界においては〝死〟すらも抑止力とはなりがたい。復活があるためだ。〝死〟が抑止力にならない以上、捕縛もその効力を大幅に減じる。たとえ捕縛、拘置されたにしろ、究極的には自殺してしまえば脱出が可能なのだ。

　そのような状況で、ギルドという組織に致命的なダメージを与えるのは限りなく困難だ。

　だがしかし、まごついたような沈黙は、かつて〈三日月同盟〉が口ごもった無力感を原因にしたそれとは違った。今、この会議にはアキバの街の住民の８割近くに影響力をもつトップメンバーが集まっているのだ。

〈三日月同盟〉には不可能なことでも、この会議のメンバーが同意すれば可能になることは多い。たとえば、アキバの街のゲートすべてに監視を置き、手配者が街に入ろうとした場合にはＰＫを仕掛けて抹殺してしまう。また生産系ギルドにおいては手配者に対しては一切品物を売らない。

　もちろんその手間とコストは膨大なものになるだろう。しかしそのように有形無形のプレッシャーをかけることができるのだ。




「だがそりゃ、俺たちみたいな戦闘系ギルドの助けがなきゃできねぇだろうがよ」

　〝黒剣〟のアイザックはシロエに醒めた言葉を投げる。

「だいたいのところ、10人20人だったらまぁ、まだいいさ。そうやって処罰もできる。だが、たとえばここに集まったようなギルドひとつが会議には従わない、会議の決定は無視する、〝法〟なんてクソ喰らえ……っていいだしたら、そりゃ戦争だぜ？　仮に会議が発足したとしても、その会議であつかうひとつひとつの案件で合意に達する保証なんてありはしない。むしろそんな状況で意見なんかまとまるのか？　反対意見をまとめようと思ったら戦争になっちまいました、じゃ会議の意味なんてないだろ」

　アイザックの指摘ももっともだった。

　会議に集まったメンバーは口々に同意の呟きを発し、ざわめきが広がる。




　たとえば彼の〈黒剣騎士団〉が反旗を翻せば、そのメンバーは１９０名。90レベルのメンバーがそれだけ集まっていれば、事実上対抗は難しい。街中での戦闘行為は禁止されているために、それ以外のゾーンで捕縛やＰＫということになるだろうが、それに勝利したとしたところで、ギルドに決定的なダメージは与えられないのだ。

　商取引の拒否など経済的な圧力も、一定数以上のメンバーが存在するギルドには効果を現しにくい。なぜならギルド内部の需要は、内部に存在する生産サブ職業所持者でまかなえることがほとんどだからだ。

　もちろんサブ職業所持者のレベルや比率にもよるが、50名もいれば自給自足の体制を作り出すことは可能だろう。




　それらを踏まえると、いくらシロエが提案したこの会議が成立したところで、大手ギルドが反対する案件は会議の支持を取り付けられないという公算が高い。つまり、大手ギルドが拒否権をもつことになり、それでは現在の状況となんら変わりがないのだ。

　シロエは視線を伏せて、眼鏡の位置を直す。

（ここまでの展開は、おおむね予想のとおり。確かに通常であれば、会議を成立させたところで、そのあと内輪もめをするのが関の山なんだよね。……でも、今回ばかりはそれじゃ困る）




「やはり現実味が薄いといわざるを得ないのではないでしょうか？」

　クラスティは相変わらず線の細い秀麗な横顔のまま問いかける。この知的な風貌の男が〝狂戦士〟と恐れられているとはちょっと信じがたいが、それは事実なのだ。その証拠に彼は苛烈な言葉を穏やかに続ける。

「その会議を成立させる意味はあると考えます。しかしそれは……ある種のポーズであり、実際的な拘束力を発揮するとは思えません」

　その指摘にシロエは片手を静かに掲げる。

　シロエの仕草に気を飲まれたように視線が集まり、会議室には一瞬の静寂が訪れた。

「本日──いまから４時間ほど前ですが、僕はこのギルド会館というゾーンを購入しました」




　虚を突かれたような空気がメンバーの間に流れる。

　その言葉の意味するところを理解するには、誰もが時間を要したのだ。




「当然ながらゾーンの設定権は僕にあって、その権利にはゾーンの入退場に関するものも含まれています。──つまり、僕がブラックリストに入れた人たちは、ギルド会館を使用できません。それはとりもなおさず、ギルドホールも銀行施設も貸金庫も使用できないということを意味します」

　誰もが喉になにか詰まったような奇妙な表情でシロエを見つめる中、ヘンリエッタは深々とため息を漏らした。この広い会議室の中で、彼女だけはシロエの目論見を見抜いていたのだ。シロエはそのため息に一瞬だけ苦笑を浮かべる。

「ほら見なさい。まっ黒くろですわ」

　呆れたような哀れむようなヘンリエッタの呟きに、固かた唾ずをのんで会議を見守っていたマリエールも頷いた。シロエの言葉は、さながら死刑宣告のように響いたのだった。




　　▼３




　朝、目が覚めると桶おけに満たされた水で顔を洗う。

　その無骨な桶は、本来厩きゆう舎しやなどで飼い葉桶として使うものだった。薄汚れた桶に満たされた冷たい水で顔を洗い、汚れたマントをかき寄せるように身をまとう。

　ここは〈ハーメルン〉のギルドホールのうち新人の雑ざ魚こ寝ねに割り当てられた部屋のうちのひとつ。粗末な家具で生活に最低限な設備が整えられている。

（厨ちゆう房ぼうにいかなきゃ……）

　朝の支度の時間は慌ただしい。それぞれが押しつけられた役目に従い動きはじめている。ミノリは朝食の配膳当番だから、厨房に朝食を取りにいかなければならない。

　今日１日は、どうかトラブルなくすごしたい。ミノリは祈る。

　今日だけは特別な日なのだ。

　ミノリは急いで身支度をととのえると、厨房に向かう。

　そこでは早起きをした〈料理人〉スキルの持ち主が、黒パンを作っているはずだ。粗末な食べ物だとは思わない。この世界では、どんな贅沢な食べ物でさえ、同じ味がするのだ。逆にいえば、この黒パンと水という食事だってご馳走といえるだろう。そう自分にいい聞かせてきた２ヶ月。

　ミノリは小さな声で〈料理人〉の子に挨拶をすると、そそくさと大きなお盆を引っ張り出す。厨房には同じ初心者の〈料理人〉の子以外にも、見張りの幹部がいる。ミノリはなるべく視線を合わさないように急いで水差しに井戸水をくみはじめた。

　全部で35人分。水と黒パンを大きな木製トレイにのせる。

「ちょっと待てよ」

　男の声に、反射的に身がすくむ。

　手のひらに脂っぽい嫌な汗がにじみ出すのをミノリは感じた。

（なんでっ。……わたしなんにもしてない。普段どおりのはずなのに）

　絶対に普段どおりにしなければならないのに、朝から躓つまずいてしまった。

「は、はい」

　自分でさえ蚊が鳴くような、消え入りそうな声だと思いながら返事を絞り出す。

「はっ。辛しん気きくせぇ顔だな。……あん？　挨拶くらいできないのか」

「はい……。おはようございます」

　見張りはつまらなさそうに鼻を鳴らすと、難癖をつける。

　ミノリは自分を抑えて挨拶を返した。

「まぁいいや。……お前〈裁縫師〉だったな？　いくつだ？」

「32レベルになりました」

「じゃぁ、もう30台の革鎧は縫えるって訳だ。今日は革エプロンと革手袋でスキルあげろ」

「わかりました」

　何度か頭を下げて、厨房を出る。ミノリはドキドキして心臓が壊れそうだった。




　シロエからはあの夜以降、何度か連絡を受けている。

　いずれも日が暮れたあと、ギルドが寝静まった時間だ。

　冷たいコンクリートの床の上でマントにくるまり息を詰めていると、自分だけにきこえる鈴の音が耳元でする。それはシロエからの念話を知らせる合図。

　もちろん、静まりかえった深夜の〈ハーメルン〉の寝間では会話らしい会話はできなかった。ほとんどは小さな咳込みや、軽く床を叩いてコンコンと鳴らす小さな合図。見張りがいないときにほんの２、３言の言葉を交わせただけ。涙ぐんだ情けないものになっているのがばれないように、小さな声しか出せなかった。

　シロエからの連絡は、多くは他愛のないことだった。

　日に１度、あるいは２日に１回。時間も短く、10分程度。

　今日はどこにいったとか、誰と会ったとか、そういう話題だ。

　シロエは今ではどうやら仲間がいるらしい。変な冗談ばっかりいっているけれど頼りになる直継という〈守護戦士ガーデイアン〉。辛しん辣らつで背の小さいアカツキという女の人の〈暗殺者アサシン〉。それからシロエが班長と呼ぶ年配の〈盗剣士スワツシユバツクラー〉にゃん太。その他にも〈三日月同盟〉のマリエールやヘンリエッタ、小竜という名前も聞いた。

　シロエが話してくれるのは、シロエがしてきたこと、していること。それは大げさにいえばシロエに見えている世界だ。

（わたしとシロエさんは、同じ世界にいる。……同じ世界にいるのに、わたしには世界がこんなに疲れて薄汚く見える……。シロエさんは綺麗で広いっていう……）

　それがミノリには辛い。

　〝不公平〟だとは思わない。同じ世界がそんなにもみすぼらしく見えるのは、きっと自分の瞳と魂が曇っているからなのだ。

　シロエの周囲には明るくて楽しくて優しい人々が揃っているのに、自分の周囲はそうじゃない。それを妬ましく思う心が自分の中にあるのがわかる。シロエの世界は眩しくて温かく、自分の世界は薄汚れていて冷たい。それはとりもなおさず、心の内側の汚れが外ににじみ出ているかに思えて、ミノリは辛かった。

　シロエはぽつぽつと語った。

　自分は今までどこのギルドにも居着いたことがなかったこと。

　あちこちで傭よう兵へいまがいの助っ人を繰り返してきたこと。

　築き上げては自分で壊し、育てるということをしなかったこと。それでもやっぱり、やっと、居場所を作ろうと決意したこと。他人と力を合わせるのは、たのむのも、誘うのも、今でも少し怖いということ。

　でも、ミノリにいわせればそんなのはシロエの杞き憂ゆうにすぎない。取り越し苦労だ。

　だってシロエはミノリとトウヤに優しくしてくれた。シロエにとっては取るに足りない優しさだったのかもしれないけれど、その優しさは今ミノリとトウヤを助けてくれている。

　シロエの身の回りにある世界はシロエが勝ち取ったもの。そしてシロエのもっている世界を自分がもっていないとすれば、それは自分が手に入れられなかったから。

　おそらくミノリは、あの〈大災害〉後の数日間で失ったのだ。

（わたしは、あの〈大災害〉のあとの数日を、誰かに救ってもらいたくて泣いてすごした。だから、失っちゃったんだ……）




　にがい苦しみと共にミノリはそう思う。〈ハーメルン〉に入会したのもそうだ。誰かに救ってもらいたくて、自分でどうにかする気がなかったから。誰かに救ってもらえるなどと考えたから失ってしまったのだ。シロエにも自分にもチャンスは等しく与えられた。ただシロエには生かせたチャンスを、自分は生かせなかっただけなのだ。

　だから、その意味ではこの状況は〝不公平〟ではない。

　シロエの身の回りにある輝かしいものが自分の身の回りにはなくとも、それはシロエに責任がある訳では全くない。

（それにそんなふうに思ったら、わたしは今度こそ、本当に……、シロエさんに声をかけてもらう価値すらなくなってしまう）

　そして今、シロエが自分の居場所を摑むために歩きはじめるというのならば、自分だってできるはずだ。……すべての財産を失ってしまったかもしれないが、所詮初心者プレイヤーである自分の財産なんて初めからないようなもの。

　自分にはトウヤがいる。大事といえる家族が残っている。

　街へ出て、怖かろうと寂しかろうと、それこそ廃墟ビルの暗がりに身を潜めるように暮らしたっていいはずだ。結局〈大災害〉に続く数日で、その覚悟さえできていれば、今のような状況にはならなかったはずなのだから。

　無理矢理に気持ちを立て直して、仲間の新人たちがいるはずの居間へと向かう。

　シロエはミノリたちを救い出すために本当に行動しているようだった。しかも、言葉の端々から感じられるその行動によれば、ミノリだけではなく〈ハーメルン〉に在籍するすべての初心者プレイヤーを解放しようとしているらしい。

（シロエさんはすごい人だ。……クールだし、大人だし、格好いいし、なんでも知ってるし、背が高いし、優しいし……）

　ミノリは自分の思考が些いささかループしがちなのを実感して、頰が熱くなる。

　そんな人が、自分を助けてくれようとしている。

　ミノリが手をさしのべるにたる知ち己きだと、シロエはまだ、そう思ってくれている。

　もちろんミノリ自身は自分にそんな価値があるとはとても信じられない。シロエは優しいから、少し遊んだだけの自分たち双子に責任を感じているだけなのじゃないかと思う。

　でも、トウヤは違う。トウヤは「兄ちゃんかっこいいな」と呟いた。そしてとても長い時間を黙り込んですごしたすえに、「……おれもなれっかな」と続けた。

　ミノリの自慢の弟だ。

　トウヤがそのように考えるのであれば、ミノリ自身もそうでなければならない。ミノリは、シロエに「あのとき助けたのは間違いじゃなかった」と証明しなければならない。未来においてそうでなければ、シロエに声をかけてもらう資格を現在において失うのだ。

　そのためには〝不公平〟なんて姑息な考えをしていることは許されない。

　羨うらやむのはいい。そして羨望から苦しむのもいい。

　その痛みが前へ進む力になるのなら、どんとこいだ。ミノリはそう思う。だけど〝不公平〟だなんてうしろ向きな感情にかまけている暇はないのだ。

　ミノリは他の子たちにパンをくばったあと、自分がいつも使っている部屋の西の隅で黒パンを小さくかじる。おいしくはないが、極めてまずい訳でもない、どこかぼやけた刺激のない食料を少しずつ飲み込みながら、息を潜める。




　居間の中には、ギルドの中堅メンバーはいない。

　周りに集まってきた新人プレイヤーたちが、ミノリに窺うような視線を送ってくる。ミノリはその視線に頷いたり、もうちょっとがんばろう、等と囁く。

　シロエが教えてくれた常識は、〈エルダー・テイル〉をプレイする上ですべての基本となるような、ごく一般的な知識がほとんどだった。しかし、Ｗｅｂの攻略サイトから切り離されたこの異世界において、それらのちょっとした知識やコツは、ミノリとトウヤの大きなアドバンテージとなっている。自分たちのメインクラスやサブ職業に限定されない広く浅い知識は、いつの間にかミノリとトウヤを「ただの初心者プレイヤー」からは一線を画す存在へと押し上げていた。

　ふたりはそういうちょっとした知識を使って〈ハーメルン〉から与えられる無理難題を少しでも緩和しようとしたし、その態度はいつの間にか同じ初心者プレイヤーから信頼を受けるという結果をももたらしたのだ。

　朝から不調そうな子に特別にくすねてきたお湯を渡して、ミノリは考えを続ける。

　シロエは今日、連絡するといっていた。その連絡がきたら行動しなければならない。

　すでに同室の子には少しだけ話をしてあるし、トウヤも今日の行動については理解しているはずだ。

　連絡はいつあるかわからないが、朝か夜だとミノリは考えていた。昼間であれば、トウヤたちは狩りに出掛けている。救出対象が分散していてはどんな作戦でもやりづらいだろう。

　パンをかじり終わり、トウヤを初め、狩りに出掛けるメンバーは支度のために別室に移動をはじめる。戦闘に参加する新人たちが集められ、今日の遠征先とメンバー、編成が決定されるのだ。そのあと選ばれたメンバーは着替えをして装備のチェックを行ない、出発することになる。

　その時、ミノリの耳元で幽かすかな鈴の音がした。

（きたっ。……シロエさんだっ）

　早鐘のように打ち始める動悸はこれから起きる騒ぎへの緊張感。たとえ仮に殺されたとしても死ぬことはない。頭ではわかっていても、武器を向けられればやはり身がすくんでしまう。

　これからどんな作戦が行なわれるかミノリは知らないが、暴力沙汰になる可能性は十分以上にある。戦闘になる可能性は低くない。でもそれも十分考えた上で、ミノリはけっしてみっともない姿は見せないようにしようと決心している。




　念話の接続をすると、ミノリにだけ聞こえるシロエの声が話しはじめる。

『おはようございます。──ミノリ？　……早速だけど作戦をはじめようと思う。合図はいつもどおりで。……今、自分の方の雑魚寝部屋？』

　コン。小さな咳込み１回で肯定の意志をかえす。

『トウヤはもう一方の部屋で準備中？』

　もう一度肯定だ。

『わかった。トウヤがギルドホールを出るタイミングに合わせて、そのギルドホールを出てね。新人全員でだよ。ただ単純にドアから出ればいいから。心配要らない。──ギルド会館はすべて制圧した』

（制圧？）

　ミノリは言葉の意味はわからなかったが、とりあえず肯定の返事をする。

『それから、もし中でなにかあって……それで倒れちゃって蘇生した場合には、神殿で蘇生後、ギルド会館を目指して走ること。ギルド会館のエントランスホールが救出作戦の本部になってる』

　正確に覚えようとミノリは必死に頭を働かせる。

『僕は別働隊として大事な戦いがあってそこにはいられない。その作戦の指揮は小竜っていう子が執っている。その他に頼りにしていいのはアカツキっていう〈暗殺者アサシン〉だ。彼女もホールか、すぐ近くにいる』

　緊張で膝の力が抜けて、胸が苦しいほどだ。でもミノリは必死の思いで、たったひとつの小さな肯定を返す。

『神殿には直継が陣取っている。最悪の場合は彼も頼りになる。じゃぁ、開始だ。──脱出作戦をはじめよう』




　　▼４




　同様の念話はトウヤの方でも受け取っていた。

（作戦開始だな、兄ちゃん）

　トウヤは生唾を飲み込む。戦闘用の具足を装着する手が、いつになく緊張してしまうのを感じながら、ゆっくりと深呼吸をして視線を走らせる。周囲の仲間に伝えるのは、まだ早い。

　シロエからの指示は「新人のメンバー全員を、ギルド会館側へと脱出させること」だ。今トウヤたちがいる〈ハーメルン〉ギルドホールと、ギルド会館のゾーンは、ドア１枚で繫がっている。

　そのドアを全員で突破すれば、シロエから与えられた作戦目標は達成だ。自分ひとりでよければ10秒とかからず逃げ出せる自信がトウヤにはあった。

　しかし、ミノリはそういうことはしないだろう。

　ミノリはトウヤが離脱するのを見届けてから自分も脱出する。いや、姉ミノリなら、トウヤ以外の新人メンバーすべてをも脱出させ、自分はしんがりを務めるだろう。

（それじゃ、俺が逃げる訳にはいかねえよなっ）

　姉のミノリが自罰的な性格なのは知っている。

　それは責任感の裏返しなのだが、その責任感の芽生えの原因は自分にあるのではないかとトウヤは疑っていた。

　トウヤは姉のことが好きだ。

　兄妹というのはなにかと角突き合わせるものだとクラスメイトはいっていた。他人であれば許容できる癖や考え方が、一緒に暮らすとストレスになってしまうのだという話を聞いて、なるほどと思った覚えがある。

　しかし、トウヤにいわせれば、ストレスの原因は上下関係にあるのだ。普通の兄妹は年齢差がある。それも多くの場合、ひとつから３つ程度の差だ。子どもにとってその年齢差は、能力的な意味で無視し得ないほど大きな格差をもたらす。

　年上側から見れば年下側の妹弟は自分の不出来なコピーであるだろうし、年下側から見れば年上側の兄姉は暴君だ。

　それでは一緒に暮らすのにストレスがたまるだろう。

　しかし、双子というのはその点気楽なものだ。ミノリは自分の方が姉なのだからと、ことあるごとにトウヤの面倒を見ようとするが、わずか数時間の出生時間の差しかないミノリを、トウヤは保護者だなどと思ってはいない。

　血縁として、相棒として、好ましい相手だと思っている。

　お互い遊び相手としても喧嘩相手としても呼吸が合うのは双子だからだ。兄妹といえば年齢差があるのが当たり前のなかで、自分たちふたりはそういう上下関係とは無縁でいられる。それは幸運なことだとトウヤは思っていた。

　しかし、同じ年齢で対等な人間関係とはいえ、姉はあれで臆病なところがある。自分は男だから、そういう場面で姉を守るのは自分の役目だ。トウヤは昔からそう考えてきた。

「おい、そろそろいくぞっ。俺はギルマスに声かけていくから、お前たちはギルド会館前で整列しておけっ」

　声をかけた狩猟チームのリーダー、あの高慢な〈召サ喚モ術ナ師ー〉はそれだけいい捨てると部屋を出ていく。おそらくギルドマスターの部屋に行ったのだろう。




　トウヤは安物の太刀をベルトにぐっと押し込むと、ドアへと向かいながら背後の仲間たちへと声をかける。

「前から話してた救援がくるっす。……今すぐギルド会館のホールに移動しましょう。急いでっ」

　息をのむ気配。みんなも、うすうす気配は察していたのだろう。慌ただしい動きがはじまる。荷物を持ち出そうと慌てるものに「そんなの放っておけ、どうせ俺たちはなにももっちゃいないんだ」という制止の声。

　そう、たしかにトウヤたちは財産らしい財産などはもっていないのだ。せいぜいいつも使っている、重量無視の魔法さえかかっていない、安物の既製品バッグに詰められる程度の衣服と雑貨しかもってはいない。

　ドアに耳を当てながら背後を振り返ったトウヤに、仲間の何人かが頷く。トウヤはドアを開けてギルドホールの廊下に出ると、そのままもうひとつの雑魚寝部屋に走った。

　そちらの部屋のドアに近づくと、中からは小さな悲鳴ともみ合う物音が聞こえる。考えることもせずにドアを勢いよく開けたトウヤの視界に入ってきたのは、ミノリともみ合うギルドの中堅メンバーの姿だった。

（ばれちゃってるのかよっ!?）




　トウヤは息をのむと、そのふたりのもみ合いを遠巻きに見て怯えている新人の少女たちに手振りで出ていけと合図を送る。と、同時に姉にのしかかり押さえつけようとしている短髪の盗賊に体当たりを喰らわせた。

「なっ!?　お前たち、なにを企んでっ」

　ひぅっと大きく息を吸い込む音。その短髪の盗賊は大声で叫ぼうとしたのだろう。姉の怯えるような表情。その表情だけで、トウヤはまたしても無意識のうちに身体が動くのを感じる。

　落とした腰、滑らかに回る左腕。

　引き抜くというよりは、鞘から発射されるかのようにほとばしる太刀。きらめく銀の光は一線となって目標の咽喉部に叩きつけられる。

〈武士サムライ〉の攻撃特技〈百舌の速贄ラニアスキヤプチヤー〉。

　その効果は、対象の声帯を潰し魔法詠唱を阻害すること。この場合は魔法詠唱ではなかったが効果はあったようだ。短髪の盗賊は無音で咳き込むと喉を押さえる。

　ギルドホールは本来、戦闘行為禁止区域だ。戦闘的な行為をすると、たとえ周囲にいなかったとしてもノンプレイヤーキャラクターの〝衛兵〟が瞬間的に現れる。

　しかし、戦闘行為禁止区域の設定は、ゾーン保有者によって指定、もしくは解除ができるのだ。〈ハーメルン〉のギルドホールにおいては、新人たちを〝管理〟する必要上、戦闘行為を解禁していた。

　その設定を用いて中堅メンバーは新人たちに苦痛を与えていたのだ。

　──少なくとも、今日までは。




「待避させてっ」

　トウヤの声にミノリは弾かれたように立ち上がると、仲間の少女をギルドホールの玄関の方に押し出す。ことがこうなってはぐずぐずしている暇はないのだ。怯える仲間を鼓舞して、誘導するしかない。

　一方、トウヤの方は中堅盗賊と向き合っていた。

　厳いかつい顔をしたその男の瞳の中には憎悪が燃えている。自分たちが雑魚と侮ってきた新人プレイヤーに喉を潰されたことで信じられないほどの怒りをかき立てているのだ。現に、トウヤとその盗賊の間には20レベルの差が存在する。

　盗賊は腰から刃渡り50センチはあろうかという曲刀を抜き放つと、トウヤに斬りかかる。〈百舌の速贄ラニアスキヤプチヤー〉の効果は詠唱と会話の能力を奪うことだけ。魔術師や回復術師相手には大きな効果を発揮するが、目の前の男のような体術系のキャラクターから戦闘能力を奪うにはいたらない。

　盗賊の剣先は鋭く、トウヤの防御の構えを乗り越えて易々とその身体を切り裂いてくる。そもそもの実力差がありすぎるのだ。

　トウヤの奇襲が成功したのは、新人プレイヤーが自分に逆らうはずがないと油断した男の慢心と、使用したのが〈百舌の速贄ラニアスキヤプチヤー〉だったという２点のおかげだ。

〈武士サムライ〉の特技の多くは、再使用規制時間リキヤスト・タイムが長い。５分に１回や、10分に１回使用できる技がほとんどで、いわゆる「一発技」ばかりだ。その分、技それぞれの威力は高く設定されているし、命中率は非常に高い。20レベル上の中堅プレイヤーにも効果を発揮したのは、その特性による。

　必殺技は強力で多様だが、間をもたせるための使い勝手のよい中堅技が少ない。それが〈武士サムライ〉の宿命的な特徴なのだ。




〈百舌の速贄ラニアスキヤプチヤー〉の効果時間は15秒。

　残りはおそらく10秒ほどでしかないだろう。トウヤはパニックを押さえつけながら、盗賊の剣を受ける。

（勝てなくていいっ。みんなが逃げ切るまで、ここで耐えればっ）

　辺りには赤い血しぶきが広がっている。見るまでもなく、トウヤの身体から流れているのだ。全身が疼とう痛つうをもち、痺れるように痛い。手足が冷たくなり、重くなっていくのが実感できる。

「トウヤっ！」

　その盗賊の攻撃が、水色に輝く鏡のようなエフェクトにはばまれる。レベル差のある男の攻撃で鏡は一瞬に砕け散るが、それはミノリの「ダメージ遮断」呪文だ。盗賊が忌いま々いましげに舌打ちするのが見える。

「みんな玄関に向かった。廊下に出よっ」

「おっけ、いこっ」

　大振りの一撃で牽制したあとに、ミノリとともに雑魚寝部屋を出る。廊下の幅は２メートルもない。この場所ならば横や背後に回られることなくミノリをかばえる。

「げふっ。がっ！」

　しかし、盗賊に仕掛けられた〈百舌の速贄ラニアスキヤプチヤー〉の効果が切れたのは丁度その時だった。彼は喉を押さえてひび割れた咳を漏らすと、トウヤに向かい叫ぶ。

「お前らこんなことをしてどうなるのかわかってるのかっ!?　１００回以上殺すぞ、クソガキっ!!」

　トウヤたちが恐れていたとおり、その蛮声はギルドホールに響き渡る。廊下に面したいくつものドアが開き、顔を覗かせたのは慌てて武器を摑んだ〈ハーメルン〉の主力たちだった。

　暗い目つきをしたギルドマスター。苛立ちを隠そうともしない〈召サ喚モ術ナ師ー〉。新人の少女たちを下卑た目で見つめる生産職の男たち。

　彼らは一様に威嚇の声を上げると、武器を抜く。

「お前たちふたりでなにができるっ！」

〈召サ喚モ術ナ師ー〉が大きく腕を振るうと、黒い風が巻き起こった。蟻粒ほどの羽虫の群れは〈デッドリィ・スォーム〉。視界悪化を伴う攻撃呪文が、トウヤを越えて直接ミノリに襲いかかる。

　ミノリは必死にダメージ遮断呪文を唱えるが、レベル差がありすぎる。次々と激突しては潰れていく黒い悪虫の群れに、輝く障壁はひび割れ、ガラスのように砕け散ってしまう。

（廊下だって魔法による直接後衛攻撃は防げる訳ないじゃないか。俺のバカっ！）

　トウヤは自分を叱りつけながらも、羽虫の巻き起こす擬似的な闇の中で右手にもった太刀を思い切り投げつける。トウヤの視界に映っていたのは、暗闇のその奥で杖を振るう〈召サ喚モ術ナ師ー〉の姿。

「トウヤっ。トウヤっ！」

「ミノリっ、もうちょっとだっ！　頭を、低くっ!!」

　トウヤはもはやダメージを受けすぎて青黒くなった両手に双子の姉を抱きしめて、まるで体当たりでもするかのようにゾーンのドアへと突進した。


































　　▼１




「それでは脅迫ではないかっ!!」

　一方、ギルド会館最上階の広大な会議室では、メンバーによる話し合いがまさに沸騰していた。

　シロエが「このギルド会館を所有している」と宣言したことが爆撃のような効果をもたらしたのだ。

　衝撃を受けなかったのは、シロエ本人とシロエの背後に控えるにゃん太。ギルド〈三み日か月づき同どう盟めい〉のメンバー。そしてどんな手段かはわからないがうすうす察していた〈西にし風かぜの旅りよ団だん〉のソウジロウだけだった。

　ギルド会館はアキバの街の主要な施設のひとつである。

　会館そのものの機能は、ギルドの結成やギルドの入会、脱退、さらには高レベルギルドの特典の受け取り。ギルドに関するシステム的な事務手続きのすべてといってもよいだろう。

　しかし、アキバの街の場合はそれに留まらず、ギルド会館エントランスホールに銀行の受付が存在する。銀行は〈エルダー・テイル〉の世界における日常的な施設で、そこには口座という形でお金、さらには貸金庫という形でアイテムを預けることができる。

　死亡したとしても若干の経験値低下と装備の耐久度低下くらいしかペナルティがないこの異世界だが、装備をしていない通常のアイテムは、死亡の瞬間、付近に一定確率でばらまかれることになる。

　運がよければ回収することもできるが、死因がＰＫの場合などはまず間違いなく盗まれてしまうだろう。それでなくとも、大量の現金を持ち歩くのは不用心だ。通常、あらゆるプレイヤーは財産のほとんどを銀行で管理しているし、マーケットで高額商品を購入する場合なども多少の手数料で銀行からの引き落としが利用できた。

　銀行は、この〈エルダー・テイル〉の世界のプレイヤーにとって、毎日利用するもっとも身近で重要な商業施設なのだ。

　そのアキバにおいて唯一の銀行窓口の存在するギルド会館の入場制限をシロエ個人が管理しているということは、途方もない意味合いをもっている。

　もちろん銀行はどの街にでも存在する。口座は同一で、現金どころかアイテムでさえ、どこに預けてもどこからでも引き出せる。たとえばアキバの街で預けて、ミナミで引き出すなどということも可能だ。

　だがしかし、都市間トランスポート・ゲートが沈黙している現在、都市間移動などという長旅はリスクが大きい。シロエたちはススキノの街まで旅をしたが、それは圧倒的な少数派のやることであって、〈大災害〉以降、自分が所属している街以外の街に移動したプレイヤーなど、日本サーバー全域で[image: 0.1]％もいないだろう。

　そういった現在の環境を考えると、シロエのもつ権利は、銀行の預金封鎖を自由にできる権限とほぼ等しい。この席のメンバーの驚愕もわからなくはなかった。

〈三日月同盟〉にシロエがこの作戦を発表したのは、ギルド会館取得の資金である５００万の見通しが立ったあとだったが、あのヘンリエッタでさえ、「シロエ様に比べれば悪魔の方が遙かにかわいげがありますわ。悪魔は悪い子の自覚がありますけど、シロエ様にはないですからね。〝腹ぐろ眼鏡〟なんてふたつ名は、可愛らしすぎです」と漏らしたほどだった。




「銀行の預金封鎖をするだって!?　お前、それが脅迫じゃなきゃなんだってんだ!?」

　小規模ギルド〈グランデール〉のギルドマスター、ウッドストックは声を震わせる。




「僕はアイザックさんの質問に答えただけです。その質問は〝たとえ会議が成立したとしても、案件次第では大手ギルドが拒否権を発動して戦争になるのではないか？〟というものでした。答えとしては、戦争は起きません。戦争勢力はアキバにおけるギルド会館の使用権を失いますから」

「だからそれを脅迫だと──」

　重ねて行なわれる追及に、シロエは応える。

「そうおっしゃるなら脅迫かもしれません。しかし、僕がやったことが脅迫だというのならば、〝都合が悪い提案をされたら戦争を起こすぞ〟といっているアイザックさんを初め大手ギルドの方々のやっていることは脅迫ではないんですか？　どこに違いがあるんです？　僕は〝会議を設立して話し合いたい〟といっているだけです。都合が悪い言葉を無視するつもりもありません。どちらが常識的な申し出か考えてみてください」

　押し殺したような静寂が訪れる。

　会議参加者にしてみれば、質たちの悪い悪夢を見ているような気分なのかもしれない。

「どこからそんな金を手に入れたんだ!?　ギルド会館は一般ゾーンだぞ!?　そんな巨額な金をっ」

「我々が融資した」

　答えたのは〈海かい洋よう機き構こう〉の〝豪腕〟総支配人ミチタカだった。ショックからいち早く立ち直ったのか、その声には張りが戻りはじめている。

「ではシロエ殿が指揮していた挑戦とは……」

「はい、この会議の設立、そのものです」

「道理で」

　なぜ金を出したのだという質問が飛び交うなか、ミチタカは頷く。本来であれば、正式な会議参加者は円卓に座った11名でしかないのだが、シロエの発言の衝撃に随行のメンバーや参謀までもが恐慌状態のようだった。

「静かにしてくれっ！　騒がしいぞっ！」

　ミチタカは一喝してから、資料に視線を落とす。そこにはにゃん太が発見した調理法の秘密と、今現在〈三日月同盟〉で出しているハンバーガーの調理法が載っている。それは正しい意味での〝調理法〟であり、アイテム作成メニューに新しい完成アイテムを登録するゲーム的な特殊アイテム〝レシピ〟ではなかった。

　今日の朝早く、会議に先だってここへ呼び出された〈海洋機構〉、〈ロデリック商しよう会かい〉、〈第だい８商しよう店てん街がい〉の三つの生産系ギルドのリーダーは、シロエから直接この資料を手渡されたのだ。

　教えてもらえば余りにも単純な構造。──〈クレセントムーン〉の新食料アイテムは新レシピによるものではなかった。

　新レシピの幻想を追いかけた生産系ギルドが、〈三日月同盟〉に引っかけられた形である。それぞれが金貨１５０万枚という投資を失っていた。

　しかしシロエはそれに対して一切謝罪しなかった。

　機嫌を損ねる３人にシロエは逆に尋ねた。「どうしてその資料の価値が金貨１５０万以下だと思うのです？」と。




「シロエ殿にはまだいうべきことがあるのだろう？」

　ミチタカは覚悟を決めたものの、苦笑とも憮然ともつかない表情を浮かべて続きを促す。

「そうですね。シロエ先輩はどういいつくろっても、現在脅迫可能な位置にいるのは間違いないです。そして人間は相手が脅迫可能だと知るだけで平静を失って、ことによっては脅迫されたと感じる生き物なんです。それはわかるでしょう？」

　相づちをうったのはソウジロウだった。

　そのソウジロウに頷いて、シロエは言葉を続ける。

「いわれることはごもっともです。僕だって、こんな強権をたったひとりが握っている街は理想的だとは思いません。そこで最初の話に戻ります。皆さんはこの街が──もっと大きな話でいうならば、この世界における〈冒険者〉が、本当にこんな状況でいいと思っていますか？　僕の方から出す方針提案はふたつ。ひとつは街に住むすべての人々、ひいてはこの世界に活気を取り戻すこと。もうひとつは、少なくともこの街に住む〈冒険者〉を律するための〝法〟をつくって実施すること。ここまでのところで反対の人はいますか？」

　答えはない。

　それは当たり前のことだった。

　そもそもシロエがいっていることは、個別に考えれば悪い話ではないのだ。活気を取り戻すこと自体はよいことであり、戦闘系ギルドも生産系ギルドも恩恵を受けられるだろう。

　もちろんその具体的な方策において負担が厳しいとなれば話は変わる。一部の参加者の負担だけが厳しくなり、他のプレイヤーが活気を取り戻すなどという事態になれば、それは「誰が貧乏くじを引くのか？」という問題だ。

　しかし、この時点ではお題目として反対するような意見ではない。

〝法〟の制定も同様だ。堅苦しくなり面倒だという気持ちをもつ者もいるかもしれないが、ここに集まっているのは元々は日本サーバでプレイしていた日本人である。そうである以上、〝法〟の重要性を知らない人間はいない。

　こちらももちろん、法の内容によっては、問題が生じる可能性はある。賛成できないような悪法もあり得るだろう。しかし法を制定するということにのみならば、反対する要素はないように思える。

「わかった」

　分厚い手のひらを会議机に叩きつけた〝黒剣〟のアイザックが一同の混乱をたったひとりで背負うように切り込む。

「そこまでいうのならば、この会議に提案する──〈記録の地平線〉の具体的な方策とやらを聞かせてもらおう」

　強い凝視をシロエに注ぎ続ける黒い鎧の戦士に、周囲の視線も自然に吸い寄せられる。シロエは胸を張り、より一層熱を込めて語りはじめるのだった。
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　ゾーン移動というのは一種独特のものだ。

　たとえばギルド会館とギルドホールの関係でいえば、そのゾーン移動はドアという具体的な物品を〝使用する〟ことにより実行される。

　ギルド会館の側でいえば、２階と３階の「ギルドホール通路」にある無数のドアがそうだ。ドアだけがずらりと並んだこの通路は、いくつもの個別ゾーン「ギルドホール」に通じている。

　実際には、ドアのうしろに物理的な意味では部屋は存在しない。存在できるようなスペースがないのだ。ドア同士は隣接しているし、ドアのうしろの壁は厚さ１メートルほどしかない。このフロアにはこうした「ドアの立ち並んだ通路」が17本もあり、部屋を作るスペースなどはどこを探しても存在しない。

　ギルド会館の奇妙な通路にあるドアを使用すると、「ギルドホール」という別空間へ転送されると考えるとわかりやすいだろう。逆にギルドホールの側の出口であるドアを使用すると、今度は「ギルド会館」というゾーンの対応するドアの前に自分が転送される。

　ミノリがドアノブに触れたのか、それともトウヤが触れたのか、ふたりは最後までわからなかった。とにかく黒い煙のように群がる毒虫の群れから身をかばうように飛び退き、結果としてギルド会館の廊下に転がり出ていたのだ。




「もうふたり来たぞっ！」

　ギルド会館の通路には普段とは違い、何人ものプレイヤーが待機していた。階段の方では、革鎧を着けた少年や刀を装備した女性が、〈ハーメルン〉の新人メンバーをどんどん後方へと案内しているようだ。

　何度も咳をするミノリ。

　口の中にまであの毒虫たちが入り込んだような嫌悪感で嘔吐がこみ上げてくる。実際にはあの虫の群れは魔法で作られた〝効果〟であり、一時的な生成物だ。術者から視線が通らなくなった今、その実体は消えているのだが、身体に残るリアルな感触がそう思わせてはくれなかった。

「大丈夫か？　ミノリ」

　トウヤが心配そうに背中を撫でてくれる。床に跪ひざまずいたミノリには、トウヤの身体すべては見えないが、目の前の床に広がる赤い染みだけは視認することができた。

「トウヤこそ……。待ってね、すぐ〈小回復〉を」

「いや、平気。……だけど」

　トウヤが視線をあげる気配に釣られてそちらを見る。そこにいるのは中国風の直刀を二本装備した青い革鎧の少年剣士と、黒ずくめの少女だった。

「キミたち名前は？　他に逃げてくる人はいる？」

　少年剣士、とはいってもミノリたちよりは上だろう。高校生くらいに見える黒髪の剣士はミノリに話しかける。

（助かった……の……？）

　なぜ〈ハーメルン〉のメンバーがギルド会館のこの廊下へと飛び出してこないのかはわからなかったが、助かったことだけは確実のようだった。ミノリは安心感で膝の力がへなへなと抜けていくのを感じる。




　彼の差し出してくれた手を握ってミノリは立ち上がる。

　トウヤはそれより早く体勢を立て直していて、その問いに答えた。

「俺はトウヤ。こっちは姉貴のミノリ。新人メンバーは俺たちで最後のはず」

「そうか、よかった」

　少年剣士は肩の荷が下りたように笑う。

「俺の名前は小竜だ。よろしくな。……さぁ、まずはエントランスにいこう、そっちに他の仲間たちも待っているから……手当と人数確認と、今後のために軽く事情を……」

「おい、ミノリー。へろへろになるなよ、かっこわりぃ」

「もう。トウヤの意地悪っ」

　からかうトウヤの声も、内容とは裏腹に安堵で柔らかい。あとは小竜と名乗るこの剣士についていけば、シロエに会える。ミノリがそう思ったときだった。

（──っ）

　ミノリは背後にぞわりとした違和感を覚える。振りかえるまでもなく、そこに誰かが〝現れつつ〟あるのを感じる。ミノリはそちらに視線を飛ばしかけるが、その最中にも本当はわかっていた。今は確認などをしているときではなく、階段の方に駆け出すべきだと。しかし一度振り返りかけた身体は止まらない。

　視界に映る大人の男の手のひらがいっぱいになり、乱暴につかみかかろうとしているのを認識したとき、ミノリは身体に強い衝撃を覚えた。トウヤだ。

　男の手は突き飛ばされたミノリの襟首をとらえそこね、トウヤに伸びる。その腕は太くもないくせに、ミノリが青ざめるほどの剛力でトウヤの手首を締め付ける。鉄の骨組みをもつはずのトウヤの籠こ手てが、みしりみしりと鳴る。
















　あの〈召サ喚モ術ナ師ー〉の男が、ゾーン移動して現れたのだ。

「貴様ら……っ」

　怒りに顔を真っ赤に染めた〈召サ喚モ術ナ師ー〉は、確かに魔術師系職業である。しかし、十分に高レベルであれば、その筋力は戦士であるトウヤさえも凌りよう駕がする。このゲームじみた世界では、筋力という肉体性能は、けっして外見に比例しているわけではない。細い腕がどれくらいの破壊力を秘めているかは、トウヤの歯を食いしばった表情を見ればわかる。

「何をしたっ！　お前たち、なんなんだっ!!」

「うるさい。──だ、ま──れっ!!」

　だがトウヤは声を振り絞った。

　レベルという絶対に越えられない実力差を気合いではねのけるように、トウヤは男を思いっきり突き飛ばした。そんな攻撃で〈召サ喚モ術ナ師ー〉がダメージを受けるようなことはなかったが、トウヤは同時にカタナを抜いてミノリを庇かばうように立ちふさがる。

「ガキが粋がるなよっ。──お前たちに行くところなんて、あるもんかっ！」

　その言葉は、トウヤとミノリの奥深い痛みを呼び起こした。

　足手まといである自分たちは、今この瞬間でさえ、この男の暴力に抵抗することが難しい。

　だが、それでも勇気を振り絞ってミノリが言い返そうとした瞬間、今度は逆方向から漆黒の燕つばめに似た影が飛び込んでくる。




　影は体当たりするように大柄な男を蹴飛ばすと、ミノリたちとドアから現れた〈ハーメルン〉の〈召サ喚モ術ナ師ー〉の間に立ちふさがる。

（すごい……。この人、すごく綺麗だ）

　ミノリが賛嘆したとおりに美しいその少女は何千回も鍛錬したような滑らかな動きで、〈召サ喚モ術ナ師ー〉の膝を刈る。あまりにも滑らかな動きは、攻撃というよりも何かの舞いのようだった。

　しかし、桜色の唇から漏れた言葉は辛しん辣らつだ。

「やっぱり弱そうな顔だな」と呟いた少女は、心底軽蔑したような表情を〈召サ喚モ術ナ師ー〉に向ける。

「お前何者だっ!?　アカツキ？　──〈記録の地平線〉？　聞いたこともない」

　一瞬動きが止まった術師は脳内メニューで確認したのだろう、アカツキと呼ばれた少女のギルドタグを読み上げると、あからさまに侮蔑の表情を向ける。

　だが、その言葉は彼女になんの痛つう痒ようも与えていないようだった。彼女はいつもどおりの生真面目な表情で、少しだけ小首をかしげると返事をする。

「そうか？　〈ハーメルン〉のような三流ギルドのタグをつけている方が恥ずかしくないか？　街中を歩いているとくすくす笑われて、ギルドホールに戻りたくなるとか……ないのか？」

　その言葉に激高した男は、少女の胸ぐらをつかみあげる。戦闘行為が禁止されているギルド会館だが、〈ハーメルン〉のメンバーは、自身の経験から〝なにが戦闘行為か〟を知り尽くしているのだ。

　武器を抜いての攻撃、敵対的な魔法の使用。それらは即座に容赦なく戦闘的行為として認定される。しかし、素手での接触は強度の痛みを伴わなければ戦闘的な接触とは見なされない。

　現実世界のヤクザが、どこまでやれば違法行為になるのか知ち悉しつしているように、彼らもまた、どこまでやれば自らの行動がシステム上の戦闘的行為と認定され、衛兵に処罰されるか知り尽くしているのだ。

「お前、今なんつった？　〈ハーメルン〉のこと知っててそんなことをいってるのか？　チビ助がっ」

　底冷えのするような恫どう喝かつにもアカツキはまったくひるんではいない。軽量級のその身体は、魔術師系職業にしては逞しい男の腕に胸ぐらを摑まれて、爪先さえ地面に届いていなかったが、その体勢のままアカツキは呟く。




「……ああ、主君か？　すまん。登録漏れがあった。名前はシュレイダだ。息が臭そうな大男で、名前どおりシュレッダーに放り込んだあとみたいな顔をしている。……ああ」

「なんだと、お前っ！　このままギルドホールに戻りゃ、お前なんかどうとで」

　男の声は途切れた。

　正確には声だけではない。存在が途切れたのだ。

　軽い音を立てて床に着地したアカツキの眼前に、男は存在しなかった。

「登録追加を感謝する、主君。排除は完了された。どうやらゾーンに存在する対象の名前を進入禁止に指定すると、ゾーンの外側に排出されるようだな。アキバの街にいるのか、元のギルドホールに戻ったのかはわからないが。──うん。そうだ。わかった。今、ミノリという少女、トウヤという少年を確保した。最後のふたりだそうだ。引き続き、〈ハーメルン〉のギルドホールドアの監視を続ける」

　透き通るような美貌の少女は生真面目な表情のまま振り返ると、腰の力が抜けて通路の床にへたり込んでいたミノリたちのところにやってくる。

「ミノリとトウヤだろう？　わたしの名前はアカツキ。主君であるシロエの忍びだ。ふたりと仲間たちの安全は確保された。主君はもうひとつの戦場で勇戦中だ。とりあえず今は……風呂へでも入るといいのではないだろうか？」

　ミノリは今度こそ、安堵のために涙がこぼれてしまった。
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「僕の方から提案する基本的な方針はふたつ。地域の活性化と、治安の向上なのはさっき説明したとおりです。その具体策ですが、まずは活性化の方のアウトラインから。これはすでにいくつかの関係者には話を通してあります。……マリ姐」

　シロエの言葉にマリエールは度胸を決めて立ち上がる。

「知っている人もおる思うけど、〈三日月同盟〉は〈軽食販売クレセントムーン〉いう店を最近やっとるん。たくさんの人に引き立ててもらって、けっこう繁盛しとるん」

　両手を会議机について前傾姿勢で続けるマリエールに、背後からヘンリエッタが無言のエールを送るのがシロエには見て取れた。

「〈軽食販売クレセントムーン〉は、今までにない、ちゃんとおいしいと思えるハンバーガーを中心としたテイクアウトの店や。あちこちでいろんな噂が出ておるのは、うちらの方でも重々わかっとるん。その秘密は、未知のゾーンから発見される91レベル以上のまったく新しいレシピ……ではないんや」

　すでにそのことを知っている生産系ギルドは別として、このニュースも会議場に少なくはないどよめきをもたらす。




「その秘密を今ここで公開しよう思う。仕掛けはこうや──。ごく普通に材料を用意して、現実世界と同じように料理する。だけど、その調理する人間は〈料理人〉でなければあかんのや。そいから調理スキルが足りないと見なされた場合も失敗する。そんだけのことやんね。種も仕掛けもないのが、種っちゅーわけや」

　その言葉の意味が聞く者にしみいるうちに、ざわめきは大きくなっていった。

　料理は作成メニューで作るもの。その思い込みがみんなの目を欺いていたのだ。いわれてみれば簡単なことだが、それは革命的なことでもあった。

　ざわめきの中、席に座るマリエール。シロエは他の議論がはじまる前に言葉をはさみ込む。

「その調理方法を発見したのは、僕のうしろにいるにゃん太という〈料理人〉です。彼から許可を受けて、そのことを〈三日月同盟〉に教え〈軽食販売クレセントムーン〉を立ち上げました」

　──そうか。それで〈海洋機構〉は資金を提出……。

　──いやそれはつまり騙されたということではないか？

　さまざまな憶測のざわめきが一向に引かない会議室に、そんな声を無視したシロエの口上が流れ続ける。

「これは……ずいぶん多くの示唆に富んだ発見だと、僕は考えます。この発見自体はここにいるにゃん太班長によるものですが、この発見がなければ、僕はこの席を設けられなかっただろうし、設けようとも思わなかった。──ミチタカさん。結果出ましたか？」

「出たぞ」

　ミチタカは野太い声で返答する。一見落ち着いて見える巨大生産系ギルドのトップの表情には、深い驚愕の念が宿っている。

　この会議が開始されてから、三大生産系ギルドが一貫して沈黙を保っていた理由──それは今のシロエの言葉の中にあったのだ。

「我がギルドは……〈ロデリック商会〉〈第８商店街〉と協力してだが、先ほど蒸気機関の開発に成功した」

　今度の発表もまた驚きをもって迎えられたが、その驚きはもはや今までのようにざわめきを呼び起こすものではなかった。むしろその言葉を聞いた参加者たちは、耳を疑い、ミチタカの言葉の続きを聞き漏らすまいと熱気をもってシロエとミチタカの発言を見守っていた。

「正確には試作型だ。問題は多いが、理論は実証された」

「半日足らずで、素晴らしいですね」

「基本的な部品は作成メニューで作り出すことができる。道具や工具もだ。部品を流用するっていうアイデアは秀逸だったな」

　うなずき合うミチタカとシロエ。

「おい……。そりゃ、蒸気機関はすごいがよ。つまり、それは、いったいどういうことなんだ？」

　毒気を抜かれた〝黒剣〟のアイザックが尋ねる。




「わかりませんか？　アイザックさん。つまり、こういうことです。さっきの発見は調理スキルや〈料理人〉に関係したことには留まりません。〝生産の職人スキルを習得したプレイヤーが、作成メニューを使わないで実際に両手をもって作成すれば、作成メニューに存在しないアイテムを作り出すことができる〟ことが証明されたのです。もともとの〈エルダー・テイル〉の仕様には、蒸気機関に関連したアイテムはひとつもありませんでしたからね。新しい食料アイテムのレシピは存在しなかった。しかし、〝存在しない〟という事実が、レシピなどという小手先ではない、新しい次元を切り開いたんです。事はもはや、おいしい食事などというレベルの問題では、ない」

　アイザックの質問に、今度は〈ロデリック商会〉のロデリックが答える。その答え方は商人というよりは学者のように理路整然としたものだった。




「これからは、作成メニューにはないアイテムを作り出すことが可能になりますよ。しばらくの間は発明ラッシュです。現実世界にあったものもいくつかは再現できるとおもいます。そうですね……。テレビは難しいかもしれないが、ラジオ程度であれば作成できる可能性は低くはない」

〈第８商店街〉のカラシンはロデリックの言葉を受ける。

　カラシンの言葉に、学者然とした風貌のロデリックも、逞しい笑みを浮かべたミチタカも頷く。彼らのギルドは蒸気機関実験の成功に立ち会ったのだ。

「新しい発明が増えれば、新しい需要が喚起されるでしょうね。当然お金を稼ぐ手段も、稼ぐ必要性も増える。つまり活性化です。いくつかの配慮は必要だとは思いますよ。経済的な暴走が起きる可能性はありますから。──でも、それは克服できる可能性のある混乱です。絶望に向かう停滞ではないでしょう？　この世界では、中世の基本的なアイテムや手持ちできるような工具は作成メニューで作成できる。道具もお手本もある以上、進歩の速度は速いと予測できます」

「俺たち３つの生産系ギルドは、それらの事実を確認したし、そこから得られる儲けにも、新しくわき出してくるやる気ってのにも注目している。この一事をもってシロエ殿を支持してもかまわないと思うほどにな」

　シロエの言葉をミチタカが引き取る。

「では生産系ギルドは……っ」

「ああ。俺たちは〈円卓会議〉の設立を支持しよう」

　事実、小規模な〈軽食販売クレセントムーン〉ですら、その売り上げは１日に金貨５万枚を達成していたのだ。競争が起きれば新方式の食事の値段も下がっていくだろう。客当たりの単価は〈軽食販売クレセントムーン〉の金貨30枚からどんどん下がり、金貨数枚になるかもしれない。しかし、それにしても潜在的顧客層、つまりプレイヤーの数は〈軽食販売クレセントムーン〉が相手にしていた10倍以上いるのだ。

　計算できないほどの経済的効果を生むのは予想に難くない。

　戦闘系ギルドの面々は息を飲むしかなかった。

　３大生産系ギルドがそこまで断言するのであれば、活気という点については納得するしかないように思える。

「活気がないのは、絶望してやる気が出ないという気持ちの問題もありますが、やることがないというのが大きいと考えています。この世界で暮らすのにはお金が必要なさすぎます。ある程度お金を使って、使うために稼ぐっていう方が正しいでしょう。今後は今よりももっといろんな種類の仕事が増えると思います。たとえば〈クレセントムーン〉でいえば、売り子は金を払ってでもほしかったんじゃないですか？」

「せやなぁ。場合が場合やったから全部身内でやったけど、本当は売り子さん雇えたらよかったなぁ」

　カラシンの言葉にマリエールが首を何度も振りながら返したのは本音だろう。

「戦闘系ギルドの方にも仕事が増えるかと思います。素材の入手や探索、護衛なんかの任務もそうですが、会議が発足したら予算をつけて〈妖精の輪フエアリー・リング〉の完全調査を依頼すべきではないでしょうか？　〈妖精の輪フエアリー・リング〉の調査が終わったら、ゾーン情報の蓄積。ゆくゆくは史料編へん纂さん、そして新聞等の情報媒体の発行……。予算さえ付くならやるべきことはたくさんあります」

　ゾーン間テレポート装置〈妖精の輪フエアリー・リング〉が機能していることは判明している。しかし〈妖精の輪フエアリー・リング〉は月の運行の影響を受けて目的地を変えるタイプのテレポート装置なのだ。目的の場所へと接続されるチャンスは少なく、攻略サイトが閲覧不可能な現在では、どこに飛ぶかまったく予想できないために誰も近寄ろうとはしない。

　調査はもちろん可能だが、それに要する手間は膨大だ。月齢の28日周期に加え、１時間ごとに目的地点が変更される。ある〈妖精の輪フエアリー・リング〉の目的地情報は、他の場所にある〈妖精の輪フエアリー・リング〉とはまったく別であることも大きい。月が出ている間だけに限っても、各地の〈妖精の輪フエアリー・リング〉同士の接続は膨大な組み合わせ数に上るだろう。

　調べようという気持ちをもった人間がいなかった訳ではないが、それは単一のギルドが着手するには余りにも遠大な事業だった。

　だがシロエがいうようなバックアップ体制が取れるのであれば、けっして不可能ではない。戦闘系ギルドにも大きな任務がもたらされることになるだろう。

「次に治安問題です。〝法〟の制定というと不自由さを感じる人もいることでしょう。でも、さほど窮屈にしても仕方ないとは思っています。ここは中世的な異世界ですし、法で縛り上げなくたってうまくやっていける、そんな文化があると信じてます。狩り場の占有や縄張り争いだってありますけれど。それらは競争のうちだと考えれば、一方的に否定するようなものでもないです」

　頷く会議の面々。その中には〝黒剣〟のアイザックも見える。

「ただし、いくつかの行きすぎにはやはりある程度抑止が必要です。ひとつには、低レベルゾーンについてはさすがにＰＫを禁止すべきではないかということです。たとえば50レベル以下の仲間を虐いじめても仕方ないでしょう？　財産だって十分にもっていない彼らを狩る、それでは享きよう楽らく殺人です。具体的な場所やらはあとで決めればいいと思いますが、アキバの街の近くの低レベルゾーンではＰＫを禁止すべきだと考えています」

　これについてはコメントもなかった。

　さすがに会議に呼ばれるような大規模ギルドには、ギルドをあげてＰＫに邁まい進しんしているようなところはなかったので当たり前だといえる。そもそもＰＫをするようなギルドは、中規模の高圧的な集団が多いのだ。

「次に人権問題です。自由権はきちんと保障しましょう。死が絶対的な終着点にならない現在の環境において、たとえば監禁や拉ら致ちなどは元の世界よりも重い犯罪だと考えられます。ギルドの入会や脱退なども、本人の自由意志に任せるべきです。本人の意志を無視した人材の囲い込み、脅迫。これらは禁止して罰則を設けるべきです。いうまでもないですけど、異性に対する性行為の強要は極きよつ刑けいです」




　──それはなぁ。

　──盛り込まざるを、得ないだろうな。

　同意の色をにじませた空気が会議室に流れる。もともと、参加者たちも問題がないと考えていた訳ではないのだ。それらはここにいる誰にとっても忌まわしい問題だったし、「できればなくすべきだろう」とは思っていた。

　しかし、現在のこの世界のシステムでは「戦闘行為禁止区域での戦闘行為」は自動的な処罰の対象になってはいたが、それ以外の暴力的行為や監禁、脅迫などは自動的な処罰の対象とはなっていない。そして、自動的ではない処罰、つまり誰かが責任をもって監視し、ひとつひとつのケースについて判断を下し、時には罰を与えることは、手間がかかりすぎて実行が不可能だと考えられていたのだ。

　しかし、シロエによって預金封鎖というカードが手に入るのであれば、ずいぶん話は簡単になる。なんらかの問題あるプレイヤーがいるのならば、〈円卓会議〉による査問を経てギルド会館の使用を停止すればよい。問題のあるプレイヤーはアキバの街での生活が困難になり、現実的には他の街へ移住せざるをえないだろう。

　多くの参加者にとって、シロエの提案は実に穏当なものだった。

　蒸気機関の発明や生産系ギルドの〈円卓会議〉支持発言など、びっくりする要素はあったが、説明を聞けば十分に頷けるものだ。

　現在シロエが行なっている具体策の発表は、その提案の内容を聞いてみてから〈円卓会議〉成立に賛成か反対かを決してほしいという趣旨のものであった。

　そして、その提案は誰もが諸もろ手てを挙げて……とはいわないまでも納得できるラインではある。会議の雰囲気そのものは、次第に〈円卓会議〉成立後にどうすべきかに変わっていきつつあるようだった。




「そして、最後になりますが──この人権問題は〈冒険者〉に限らず〈大地人〉にも適用されるべきです」

　何人かの参加者が口を開きかけた。もっとも少し目端の利くものが聞いていれば、ススキノの街の人身売買のくだりからこの展開を予測することは可能だっただろう。

　しかし、シロエが話しはじめたのはまったく別のことだった。

「今日の会議の結果がどうなるかはまだわかりません。僕の出したアウトラインが承認されて〈円卓会議〉が発足するのか、それともしないのか──現状ではまだそれはわからない。けれど、もういい加減認識してほしいことがあります。僕たちは、異世界にいるんです。この世界はどこかひどく奇妙で歪んでいる。〈エルダー・テイル〉の影響を受けているのは事実です。けれど、さっきの〈料理人〉の発見でもわかるとおり、ただ単純にゲームの世界じゃない。もっとちゃんとした物理的な法則のある異世界です。〈大地人〉とちゃんとした意味で話したことがある人は、いますか？」

　でもあいつらはノンプレイヤーキャラクターじゃないか、そんな声が誰かの随行員から聞こえた。

「彼らはノンプレイヤーキャラクターではありません。それぞれにちゃんとした人格をもつ人間です。それぞれに悩みごとや夢や倫理観や生活があって暮らしている。彼らは自身たちを〈大地人〉といっています。僕たちのことを〈冒険者〉と呼ぶのに対して、ですけど。はっきりさせるためにいいますが、この世界の本来の住人は彼らで、僕たちの方が寄生虫なんです。アキバの街は元々〈冒険者〉の街ですから、比較的〈大地人〉が少ないですが、世界全体でいえば〈大地人〉の方がずっと多いはずです。世界に対する役割として、〈冒険者〉と〈大地人〉は違いますけど、このままではまともな関係を築くこともできない」

「関係……？」

　シロエの言葉は、なるほど考えてみればそのとおりだと頷ける部分はあったが、それでも理に頼りすぎた嫌いがあった。「異世界化してしまった〈エルダー・テイル〉において彼らはノンプレイヤーキャラクターたちではなく、この世界の住民である」。いってしまえば、当たり前とはいわないまでも、理解できない話ではない。しかし、大多数のプレイヤーにとってはまだ感情的にぴんとくる内容ではなかったのだ。




「あぁ……。えっと、うちからもちょっと補足するん」

　その困惑の中で、おずおずと話を切り出したのは、マリエールだった。

　彼女はこんなお歴々の前で発言する度に緊張するのか、言葉を途切れさせながら、それでも持ち前の明るさを保ってはっきりと述べる。

「あんな、〈クレセントムーン〉は確かに大人気やってん。でもな、買いにきてたのはプレイヤー、つまり〈冒険者〉だけやないんよ。──〈大地人〉も買いにきてたん。つまりな、なんてゆうたらいいのかわからんけどな。うちもまだ、わかってへんのやけど。──あの人らもな、おいしいもの食べたいんよ」

　今度こそ会議室は水を打ったように静まりかえった。

　それは、足下がガラガラと崩れていくような衝撃を参加者にもたらしたのだ。

　多くのプレイヤーにとってノンプレイヤーキャラクターはノンプレイヤーキャラクターでしかなかった。ススキノの街の〈ブリガンティア〉たちは行きすぎだとはいえ、ここにいるごく普通の、つまりは善良なプレイヤーにとってさえ、彼らはよくいって〝喋る自動販売機〟の一種だった。それは少なくとも〈エルダー・テイル〉においては間違っていない。ここがゲームであった時代は、確かにそうだったのだ。

　だが逆に、だからこそこの会議室に集まったような〈エルダー・テイル〉経験の深いプレイヤーたちにとって、マリエールの報告は常識を崩壊させる一撃として感じられた。

「元の世界に帰るのを諦めるべきだとはいいません。いいたくもないし。……でも、ここが異世界だってことは認めましょう。もう飛ばされて２ヶ月近くになるんです。〝我が儘なお客〟でいるのは限界です。〈大地人〉に感情がないと思うのは勝手ですけど、実際にはあるんです。僕たちはどうやらこの世界において〈エルダー・テイル〉の公式設定でそうだったように〈冒険者〉というある種の特権階級であるみたいです。それってモンスターの拠点を攻撃することができる特殊技能をもった傭よう兵へい、というような位置づけですよね。しかし、この世界の多数派勢力は〈大地人〉なんです。重ねてはっきりいいますが、僕らは〈大地人〉抜きではこの世界で暮らすことはできません。銀行を初め、さまざまなサービスが〈大地人〉によって提供されているんですから。けれど、〈大地人〉のほうは僕ら抜きでも、おそらく暮らせるんです。このままこの世界で自分たちを律することもできないまま、毎日を勝手放題にすごしていたら、取り返しのつかないことになります」

　シロエは語り終えると、返事を待たずにすとんと椅子に腰を下ろした。疲れていたけれど、すっきりした気分だ。

　シロエの提案がすべて終わったあとも静まりかえる会議場。




　誰も彼もが彫像にでもなったように身み動じろぎひとつしなかった。シロエのいった内容はそれほどまでに異様で、衝撃的だったのだ。ここにいる参加者の多くは自分たちが〈エルダー・テイル〉の世界に巻き込まれたのだと考えていた。ゲームの世界が現実化した気分でいたのだ。

　それは今でも、別に否定できる訳ではない。

　しかしシロエが本日持ち出したいくつもの事実、たとえばアイテム作成メニュー以外を用いる物品の作成手法であるとか、〈大地人〉たちがこの世界では主流派勢力であり実際人格をもった存在であるとか、そういった事実は、彼らがこの２ヶ月でやっとかき集めた「この世界に対する理解」を粉々に打ち砕いてなお余りあるものだった。

「──シロエ君は、〈大地人〉と戦争の可能性があると示唆しているのか？」

　白皙はくせきの哲学者然とした言葉遣いで、クラスティが静かに尋ねる。

「それは僕が今考えることではなく〈円卓会議〉が考えることだと理解しています」

　シロエは無責任にいいはなつ。

　賽さいは投げられたのだ。シロエは打てる手はすべて打った。自分がもつすべての情報は開示した。わかりやすい形で示し、自分の望む世界を見せた。

　シロエの我が儘ではじめた戦いだが、シロエは勝ちたかっただけで、誰かを負かしたかった訳ではない。勝利を得たかっただけで、奪いたかった訳ではない。

　きれい事をいうつもりはないが、できれば、全員でそこに辿り着きたかった。アキバの街に住むすべての人々と、という意味だ。

（でも、ここまで話してもわからない人が圧倒的多数なら。……戦争になってしまうかも）

　シロエが横に視線をやると、マリエールと目があった。

　マリエールは困ったような、でもいつものひまわりのような笑顔でにへらっと笑う。その背後に立ったヘンリエッタは肩をすくめる。「どうぞご自由に」とでもいいたげな表情だ。

　とても長く思えるような、それでいて数回の呼吸にも満たないような時間がすぎ去った。全員が黙りこくったままの会議室の中で、真っ先に口を開いたのはアキバの街最大規模を誇る戦闘系ギルド〈Ｄ．Ｄ．Ｄ〉を率いる〝狂戦士〟クラスティだった。




　彼は高ぶったところのない冷静な声で、一同に告げる。

「我ら〈Ｄ．Ｄ．Ｄ〉はアキバの街を自治する組織として〈円卓会議〉の設立に同意し、これに参加する」

　続く言葉はどこか面白がるようなソウジロウからもたらされる。

「僕たち〈西風の旅団〉も同意しましょう。シロ先輩の全力管制戦闘、久しぶりに見ました。──やっぱりうちにほしかったですね」

「アキバを割る訳にはいかないだろ。〈黒剣騎士団〉も参加だ」

「〈ホネスティ〉も同意する。今後は〈大地人〉との関係改善に努めよう」

〝黒剣〟のアイザック、〈ホネスティ〉のギルドマスター、アインスも応える。

「先ほどもいったように、我ら３大生産系ギルドはシロエ殿と〈円卓会議〉を支持する。願わくはそこで為される決定が、実り多きものであることを」

　ミチタカの言葉にロデリックやカラシンも頷く。彼らはすでにシロエのレポートからいくつもの可能性を割り出して、ギルドメンバーにさまざまな実験を指示しているのだ。

　あとはもう、勢いのついた流れに乗せられるように参加の声が相次いだ。〈グランデール〉や〈ＲＡＤＩＯマーケット〉といった小規模ギルドも、かつてあった中小ギルド連合の取りまとめ役として参加を表明する。

　マリエールは、相当無理をしていたらしく、笑顔のままパタンと会議室の机に突っ伏して脱力する。苦笑いしたシロエは、握りしめて汗でぬめっていた手を、会議机の下でそのマリエールに悟られないようにゆっくりとほどく。




　この日、アキバの街に〈円卓会議〉が生まれたのだ。




　　▼４




「マリエール隊長！　戸棚の梱包が終了しましたデス！」

「隊長はやめてやぁ。ほんまかなわんでぇ～」

　慌ただしく作業をする者、梱包された荷物に番号をふる者。なにをしてよいかわからずにおろおろする者。

〈円卓会議〉を産み出したあの招集から１週間。〈三日月同盟〉のギルドホールは喧噪に包まれていた。

「マリエール隊長はギルドマスターなんですから、そこで座っていてくださいデス！」

「や。そうはいかんし！　うちは小さいギルドなんやから、そういうギルマスが偉いとかなんとかはナシにしようって日頃から何度もいうてるやんっ！」

「マリエっ。あなたはそそっかしいのですから邪魔にならないように隅っこでお茶でも飲んでいてくださいましっ」

　新人と押し問答をしているマリエールをヘンリエッタが一喝する。マリエールはその言葉に少しだけ涙ぐむと露骨にしょんぼりして「うち、役立たずなんやろうか」と執務室の隅へと移動した。

〈三日月同盟〉は引っ越し作業の真っ最中だった。

　ギルドメンバーは総出で掃除をしたり、元からあった家具をまとめたりと忙しく立ち働いている。人数が増えた仲間たちを見回して、マリエールは物思いにふけるのだ。

〈円卓会議〉が成立したあの日、それは〈ハーメルン〉が崩壊した日でもあった。マリエールたちが会議をしているその同じ建物の中で、〈三日月同盟〉の小竜やセララ、〈記録の地平線〉のアカツキらは、〈ハーメルン〉から脱走した新人メンバーを無事保護した。

　あれだけ紛糾した会議の提案者兼司会として議事をリードし続けていたシロエが、その一方で気付かれないように〈ハーメルン〉壊滅作戦の指揮を執っていたことを知る人間は少ない。

　マリエールでさえ事前に聞いていなかったらわからなかったかもしれない。

　ギルド会館の入場規制ブラックリストに構成員の名前を記入されてしまった〈ハーメルン〉のメンバーは、逃げ出した新人たちを追いかけることもできなかったのだそうだ。

〈ハーメルン〉のメンバーの名前は、アカツキがすべて事前調査をしたのだという。〈軽食販売クレセントムーン〉の営業中、アカツキの姿を一切見かけなかったのは、ヘンリエッタに着せ替え人形にされることを避けていたからという訳ではなかったようだ。

　ギルド会館へと避難が完了した新人たちは、小竜の指揮の下、すぐさまギルド脱退手続きを行なった。〈ハーメルン〉の管理下でほとんど軟禁状態だった低レベルプレイヤーは35人。その全員が埃と汗にまみれ、惨めな姿だった。

　セララと〈三日月同盟〉の有志たちがその新人プレイヤーに食事と着替えを見繕っているころ、〈ハーメルン〉のメンバーはやっと事態のあらましに気が付いた。

　ギルドホールに唯一接続しているゾーンであるギルド会館に出入りができないということは、〈ハーメルン〉は〈ハーメルン〉のギルドホールに幽閉されたということに等しい。

　もちろんシロエが事前に予測していたように、脱出する方法はある。ひとつは〈帰還呪文〉だ。この呪文はアキバの街に登録されているプレイヤーであればアキバの街へと移動する呪文である。通常であれば遠く離れたフィールドゾーンやダンジョンゾーンからの帰還に用いる。

　しかし、街中やギルドホールで使用してはいけないという制限もない。〈帰還呪文〉を用いれば、アキバの入り口に戻ることができる。

　もうひとつは、ゾーン内で自らの命を絶つことだ。この方法をとった場合、経験値に多少のペナルティは受けるが、大神殿で復活することができる。大神殿はアキバの街の中央部にあるため、実質的な移動に等しい。

　これらの方法に〈ハーメルン〉のメンバーが気付き実行した頃には、日がすっかりと暮れていた。会議はすでに方向性が固まり、施行される〝法〟について詰めの段階に入っていたのである。

　もはや事態は〈ハーメルン〉がどうあがこうと動かせないところまで進行していた。その上、彼らはギルドホールという幽閉場所から脱出できたとはいえ、ギルド会館へは二度と入れなかったのだ。

　勝負は、すでに何手も前から決していたのである。




　予想外のことも起きた。

　救出した新人プレイヤーについては、希望に従って新しいギルドを紹介するなり、自立するまでの援助を行なう予定だったマリエールたちだったし、その予定はすでに〈円卓会議〉へと報告され議題にも上がっていた。

　事実、会議に参加していたどのギルドも、新人の受け入れと責任をもった援助を申し出てくれていたのだった。

　しかし、蓋を開けてみれば35人の低レベルプレイヤーのうち、各ギルドへの入会を希望した者たちは16名。残りの19名はすべて〈三日月同盟〉への参加を希望したのだ。

　セララによれば、救出を行なったときの小竜がどうも〝男気〟を見せすぎたらしい。頼りがいのあるリーダーという印象をもたれたために、「〈三日月同盟〉に入りたい」という希望者が増えてしまったのだ。

　ヘンリエッタにいわせると「ヒヨコに玩具の親を見せたような種類のインプリンティングですわ」となるのだが、これはマリエールにも予想外であった。

　とはいえ、〈三日月同盟〉ももはや〈円卓会議〉の一角を占めている。会議が援助をするという方向性を打ち出した以上、捨て猫のように放り出す訳にはいかない。そもそも〈三日月同盟〉は中堅レベルや低レベルの仲間にも親しく接することのできるアットホームなギルドだったのだ。メンバーたちも喜んでいることを知ると、マリエールは新人の受け入れを決意した。

　そうなると、〈三日月同盟〉の本拠地にもいろいろ不都合が出てくる。

　２倍近い人数までふくれあがった〈三日月同盟〉は、今のギルドホールでは手狭になってしまったのだ。

　ギルドのメンバーはギルドホールで寝泊まりをしなければならない、という理由は特にない。どのギルドに参加しているプレイヤーであっても、宿屋などの部屋を個人的に借りることは可能だ。部屋は１晩単位でも借りることができるし、１ヶ月や１年単位で借り切ることも可能で、プライベートな空間を確保している〈冒険者〉は多い。

　しかし、低レベルのプレイヤーにとってはそれも懐に痛い出費となる。〈三日月同盟〉のメンバーはメンバー間の人間関係も良好だし、ギルドホールに寝泊まりをしている者が多かった。




　──そもそもギルドリーダーであるところのマリエールからして、ギルドホールを自分の家として使っているのだから、下のものが真似をするのも当然である。

「マリエ。マリエ？　準備できたから立って。ほら、マリエの荷物はこれですわ」

　ヘンリエッタにもたされた熊のぬいぐるみとクッションを抱えて、マリエールは住み慣れた執務室を出る。もはやほとんどすべての家具は運び出されてがらんと広くなってしまった部屋には、かつての面影はない。

「マリエール隊長～。新しいホールの執務室の用意もできましたデス」

　ぴょんぴょんと跳ねるメンバーに「あんがとなぁ」と笑って、マリエールは歩き出す。

　そんな訳で旧来のギルドホールでは対応しきれなくなった〈三日月同盟〉はギルドホールの引っ越しというイベントを迎えることになったのだ。場所は変わらず、アキバギルド会館の内部、ギルドホールである。

　マリエールが荷物を抱えて歩き出したとはいっても、古い方のギルドホールから１回ギルド会館の廊下に出て、１本隣の通路の別のドアから新しいゾーンにテレポートするだけの、短距離引っ越しだった。

　ただし、借りるホールのランクは変わり、７部屋のギルドホールから31部屋のギルドホールへとステップアップした。もちろん賃貸料も跳ね上がるが、〈軽食販売クレセントムーン〉で得た資金の一部がまだ残っている。

　支出と収入のバランスには厳しいヘンリエッタが「よろしいのではないでしょうか」と保証してくれたので、マリエールも安心して引っ越しの決断をすることができたのだ。

　ギルドメンバーは30名を超えたが、新しいギルドホールであれば十分対応は可能だろう。厨房や会議室、作業部屋に倉庫、ホールなどひとつひとつのスペースが広くなっているので、部屋数が増えた以上に広々としたギルドホールであると感じる。31部屋などちょっとしたお城のようではないか。

　驚いたことに、このギルドホールは２層構造になっていて、階段まである。

「広いデスねっ！」

「すっげー。でかいなぁ」

「ドラゴンでも入れそうじゃねーか！」

　はしゃぐメンバーに、マリエールも自ずと笑顔がこぼれてしまう。新しいホールのあちこちでは、もってきた家具を配置したり、梱包をほどいたり、新しく必要な設備のメモを作ったりといった作業がはじまっているようだ。

　テーブルやカーペットなどの支出を考えるとそれはそれで頭が痛いが、必要最低限のものは自分たちの生産職でも作り上げられるだろう。それにもし足りないものが出てきてそのために貯金しなければならないとしても、冒険をするためのよい目標になるのではないか。

　活気の戻りはじめたアキバの街を考えて、マリエールはくすぐったい気持ちになる。

（やるべきことはたくさんあるやんね。……いっぱいほしいものあるやん！）

　新しい執務室は広く、面積はこれまでの３倍以上もあった。広すぎてとてもではないが落ち着かない。旧ギルドホールで使用していた机や椅子、ソファやクッションなどはもってきてあるが、広い部屋の中に、こぢんまりと設置された執務机と応接セットは、かえって部屋の寒々しい広さを印象づける役にしか立っていない。

「これはずいぶん……。広いわねぇ。前のギルドホールの会議室より広いのではなくて？」

　書類を持って入って来たヘンリエッタも、少し呆れている。下見をしたときには家具が置かれていなかったために「広いのはいいことね」なんていっていられたが、実際に家具を設置してみると、空間をもてあまし寂しすぎる印象だ。

「どないしよう。うちこんなところで暮らすんかぁ？」

　マリエールは思わず情けない声を上げる。これはこれで相当に困ってしまう。

「仕切りを置いて使うのがよいと思いますわ。ついたてと観葉植物ね」

　ヘンリエッタは手元のノートに必要なアイテムを次々と書き込んでいく。いわれてみればそのとおりで、この広さの執務室であれば、応接コーナーを作ることも十分に可能だろう。３部屋に分割して使えば、奥まった辺りに自分の寝床も作れるのではないか、とマリエールは思う。

「いろいろ物いりになるやんねー」

「そうですわね。……でもそれはたぶんよいことですわ」

　ヘンリエッタはノートに視線を落としたまま、かすかに笑う。その綺麗な笑みに、マリエールは自分と同じことを感じてくれていたのだとうれしくなる。

「うちはヘンリエッタのこと、愛してるでぇっ」

　その気持ちを表すために思いっきり抱きしめるマリエール。

「今の会話の流れでどうしてそうなるんですか!?　マリエはもうっ！」

　ヘンリエッタは目を白黒させて抵抗する。おまけに、それが新人に見つかって「し、失礼しましたデスっ！」などとなってしまうから、コロコロと笑いながらもマリエールが部屋の整理を終える頃にはすっかりと疲れ果ててしまった。

「まったくあなたときたら……」

「ごめんいうとるやん～。ゆるしたってやぁ！　な？　な？」

「街の経済発展に寄与するためには多少家具を買いそろえるのもいいと、そういっただけなのですわ」

　マリエールの態度に真っ赤に照れて柳りゆう眉びを逆立てるヘンリエッタ。いつも散々アカツキに抱きついているくせに、自分がそうされるのは苦手らしい親友の笑顔に、マリエールはやはり微笑みが止まらない。

「ほんま、なんだか急にお日様が現れたみたいになったなぁ」

　マリエールがいったのは迫り来る夏のことではなかった。

〈円卓会議〉発足以降のアキバの街についてである。




　あの夜、いち早くアキバの街の中央広場には〈円卓会議〉の設立を知らせる何十枚ものビラが掲示された。そのニュースは恐るべき速度で広まり、夜が明けるまでにはアキバに住む人々にとって誰ひとり知らぬものはない情報となったのだ。

　反発がなかった訳ではない。

〈円卓会議〉は民主的な投票で選ばれたメンバーによる自治機関ではなかったからだ。標準的な日本人の感覚でいえば、上から押しつけられたに等しいこの会議は、大手ギルドの息がかかっているように見えたことも確かだったろう。

　しかし、それを見越して、ビラには、会議設立の趣旨と当面の活動目的や、その手法が事細かに書かれていた。

　また、〈軽食販売クレセントムーン〉によって知られたまったく新しい調理方法について、惜しげもなくその秘密が書かれていた。

　アキバの街には一夜にしてありとあらゆる食べ物があふれかえった。今までは〈軽食販売クレセントムーン〉から購入しない限り得られなかった「ちゃんと味がする食べ物」を、〈料理人〉限定とはいえ作り出すことができるようになったのだ。

　もちろん、新料理法においては調理スキルだけではなく、実際に料理をする本人の料理に対する知識や技術も重要になってくる。なかにはお世辞にもよい出来だとはいえないような素人料理もあった。しかし、そうであっても無味乾燥な今までの「食料アイテム」よりよほどましな代物だったのだ。

　一部の気の早い〈料理人〉は次々と露店を開いた。パンを焼いては売るもの、甘いジュースを販売するもの。もっと素朴に、焼き芋を作って売るもの。……中には道ばたのたき火で、大きな鉄の鍋を使って魚や肉のスープを作り、お椀いっぱいいくらで売るという、まるで被災地のどさくさ商売のようなものもあった。

　誰も彼もが今まで満たされなかった食事に対する欲求を満たすことができた。ちょっと評判になったおいしい食べ物はあっという間に売り切れ、アキバの街には昨日までは想像もしなかった娯楽「食べ歩き」が生まれることになったのだ。




　街の人々はこの変化を歓迎した。

　そして歓声を上げて迎え入れた中には〈冒険者〉だけではなく、相当数の〈大地人〉も含まれていたのである。

　街に活気を取り戻すこと、〝法〟の設置による治安維持と、〈大地人〉との関係改善、そしてそれらを支えるための税の導入は、翌日の午後に行なわれた演説で発表された。

　アキバの街の中央広場で行なわれた演説では、ギルド〈Ｄ．Ｄ．Ｄ〉を率いる〝狂戦士〟クラスティや〈海洋機構〉の総支配人ミチタカなど、アキバの街を代表する有名人が顔をそろえて、〈円卓会議〉設立の趣旨を語った。

　税の導入に関しては懐疑的な声も上がったが、それらの徴収はなかば自動的であることと、さして高額ではないことがわかると、消極的な同意によって迎えられる。ギルド会館の使用料というかたちで、ギルド会館に出入りした場合、１日に１回金貨１枚が徴収されるとの発表だったのだ。

　これはギルド会館のゾーン保有者が入退場に関して設定できる項目のひとつであり、ロデリックの計算によれば、〈円卓会議〉はこの税収から月間予算金貨40万枚弱を入手できるはずだった。

〝法〟の設定は誰しもが、特に大手ギルド以外のメンバーはその必要性を感じていたことであり、アキバの街の活性化についてはもはや全員がその意味するところを理解していた。

　たった一晩の食をきっかけとした革命により、街の人々すべての表情に活気が戻っていたのである。

　結論からいえば、〈円卓会議〉はアキバの街に住むすべての人々から広く受け入れられた。このような統治機構はいずれ誕生するはずであったし、そうであるのならば独裁的な──たとえば大手ギルドの支配よりは、有能な自治機構であるほうが何十倍もマシである。

〈円卓会議〉を構成する11のギルドの代表者が演説台の上から挨拶を述べた時には、それぞれ大きな拍手がわき起こった。とはいえ、それはまだ、政治的な集会における応援の拍手というよりは、大規模な宴会における好意的な野次のような雰囲気である。

　辺りはすっかり夕焼けに染まり、中央広場は人間でごった返してもいた。広場に入りきれない人間たちは辺りの雑居ビルのさまざまなフロアから、演壇を見下ろしている。

　その多くの手には、パンや甘いもの、串焼きの肉等が握られて、久方ぶりのイベントを見守っていたのだ。なかにはちょっとばかりアルコール飲料を摂取している人間もいたり、演説というよりは大騒ぎの中の方針発表という雰囲気に近かった。

　そして兎とにも角かくにもアキバの街はこれから新体制で立て直しをはかること、〈妖精の輪フエアリー・リング〉の調査など計画は多数あること、そのためには街の住民の協力が不可欠であることなどが、〈円卓会議〉代表者であるクラスティによって告げられた。

　街の人々が喝采をもってその宣言を迎える中で、突如としてびっくりするほどの数の職人たちが、料理と酒を運びはじめた。〈海洋機構〉を初めとする３大生産系ギルド代表が「本日をめでたい祝祭日の最初の１日にする」と叩きつけるように宣言し、「倉庫にあるありったけのうまい物を全部出し尽くす」と高らかに叫ぶと、アキバの街の熱気は最高潮に達した。




「あんなバカ騒ぎが続いたら、頭がシュークリームになってしまいますわ」

「それもそやな」

　くすくすと笑うマリエールに困り顔のヘンリエッタ。

　止めどない乾杯のかけ声の中に、その夜は更ふけていったのだ。

　そしてその夜から１週間。

　アキバの街にはお日様が差し込み続けている。

　毎日のように供給される新しい料理。もちろん〈料理人〉以外の生産職人たちも、新しいアイテムを作り出すべくさまざまな試みをしていると聞こえてくる。

　今、マリエールとヘンリエッタが興味をもっているのは、入浴施設だ。〈エルダー・テイル〉がゲームであった時代、バスタブなどはただの背景オブジェクトのひとつに過ぎなかった。しかし異世界として生活してゆくとなると入浴は俄然別の意味をもってくる。現実世界の日本よりも湿度が低く夏のうだるような暑さは弱いような気がする──とはいえ、女性としては興味をもたざるを得ない。

　話によれば〈西風の旅団〉はいち早く〈機工師〉、〈鍛か冶じ屋や〉、〈大工〉の職人の協力を得て、ギルドキャッスルに大浴場を建築しはじめたそうだ。

　毎日のように新しいニュースが飛び込み、どこかの誰かが新しい工夫をしたとの情報が入ってくる。アキバの街には、本当に活気がもたらされた。それらすべてを企画した青年は、あの大騒ぎの祭りの夜の演説でもちっとも注目を浴びていなかったが、満足そうだった。

　シロエとその仲間たちを思い出すと、うれしいともありがたいともいえる感情と共に、マリエールはとても不思議な気持ちになる。




〈ハーメルン〉は先日解散を決定した。

（本当にギルド１個潰すんやもん。うっわぁ。シロ坊、おっかない子やぁ。でんじゃらすやでぇ～）

　マリエールは執務机の豪華な椅子の上で膝を抱えて、首をぎゅっとすくめる。シロエの丸眼鏡の奥にある強い瞳を思い出す。意志の炎で会議をリードしたシロエは、確かにちょっと怯えてしまうほどの迫力があった。

　マリエールが知っているのは、いつでもなにかを心の内でじっと考えているような、ありとあらゆる悪い予感で自分を縛っているような、それでも誠実で優しい、ベテランプレイヤーのシロエだった。

　どちらかといえばお人好しで、風来坊の宿なしで、妙に老成していて、つかみどころはないけれど頼りになる、ひとりの〈付与術師エンチヤンター〉にすぎない。

　そこが決闘の場ででもあるように、あるいはチェス盤の上ででもあるかのように、炎の意志で相手を追い詰めるあの鋼鉄の青年を、マリエールは知らない。

（でも、うちらのこと助けてくれたんよね……）

　両膝に顔を埋めたまま、いししし、とマリエールは笑う。シロエ、アカツキ、にゃん太、そして直継。あの頼りがいのある友人たちは、〈三日月同盟〉にセララを取り戻し、そしてアキバの街には活気を取り戻してくれた。

　自分たちには関係ないと切り捨てることができたにもかかわらず、その中で〝最善〟をどこまでも求めてくれたあの４人と、〈三日月同盟〉のギルドホールでお茶を飲みながらまったりすごしていた４人は、まだ頭の中できっちりとは結びついていないけれど、それでも恩人であることには変わりがない。

「……うや。そういえば、今日はシロ坊たちの姿が見えへんね。どうしたんやろう？」

　マリエールは突然気になってヘンリエッタに問いかける。

「あら。聞いていませんでしたの？　シロエ様たちも、今日はお引っ越しなんですのよ？」




　　▼５




　その頃、アキバの街の外れも外れ、もっとも北側の境界に近い雑居ビルのひとつにシロエたちは居を定めようとしていた。

　シロエがつい先日設立した〈記録の地平線〉は現在メンバー４名。

　物腰は柔らかいくせにやると決めたらどんなむちゃくちゃでもやり通す〈付与術師エンチヤンター〉、〝腹ぐろ眼鏡〟ことシロエ（このふたつ名自体、シロエ的には異論がたくさんあるのだけれど）。

　おぱんつの使徒にして軽薄軽口いつでも悪ふざけの鉄壁前衛〈守護戦士ガーデイアン〉の直継。

　小柄で黒髪、いつも生真面目なツッコミ担当の美少女〈暗殺者アサシン〉、アカツキ。

　そしてメンバーみんなの胃袋の番人にして相談役、いぶし銀の〈盗剣士スワツシユバツクラー〉にゃん太だ。




　メンバーが４人では中小というのも恥ずかしい零細ギルド。

　そもそも〈記録の地平線〉というギルドは〈円卓会議〉を起こすために一時的に作ったギルドだと思っていた。なんて〈海洋機構〉のミチタカなどがコメントしたとおり、いかにも急きゆう遽きよ設立したという印象はぬぐえない。

　そう思われても仕方がないほどに、シロエというプレイヤーはギルドというものに距離を置いたゲーム人生を長い間送ってきたのである。




　カンダ河にかかる白い月を見上げたあの夜があけて。シロエは、まだ朝あさ靄もやがただようアキバの街にアカツキと直継を連れ出した。

　夏の気配の強まる夜明けの日差しと早くも鳴きはじめたセミの声の中、切り出し方に散々悩んでいたシロエが選んだのは、「新しくギルドを作る。入ってくれないか」というなんの変哲もない言葉だった。

　しまった、もっと気の利いたいいまわしを考えればよかった、と一瞬経ってから後悔をはじめるシロエに、ふたりはふたつ返事で参加を引き受けたのである。

　──なんだ、シロはやっとその気になったのかよ。俺ぁこのままギルドタグのないギルドとしてお前とコンビを組んでいくのかと思いかけていたところだぜ。

　──主君のいくところについていくのが忍びだ。主君は主君らしく下げ知ちすればいいのだ。

　すでに誘ったにゃん太と合わせて、シロエのギルド〈記録の地平線〉にはこうして４人の仲間が集まったのである。人数からいえば〈記録の地平線〉というよりは〈記録の最底辺〉というべき弱小ギルドは、こうしてアキバの街にてささやかな船出を迎えた。




「お財布のほうは大丈夫なのか？　主君」

　ただひたすら広くなにもないと形容するしかない天井の高いフロアで、アカツキは掃除をしながら尋ねる。

　アカツキの心配ももっともだ。シロエたちのような弱小ギルドは、通常ギルドの本拠地などを特に用意することはない。

　人数が１桁台のギルドの多くは、メンバーそれぞれが宿屋などに１部屋を借りているということはあっても、ギルドホールを構えていることは少ないのだ。

　少人数であれば置いておかなければならない荷物やギルドの戦利品も少ないし、待ち合わせなどは広場や酒場で用が足りる。作戦会議などもその辺の道ばたで困らないし、そもそも連絡は念話機能で十分に間に合う。

　それよりもう少し人数が増えた中小規模のギルドは、ギルド会館でギルドホールを借り受け、そこを本拠地とする。

　ギルド会館は街の中心部にも近く、値段も手頃で清潔なために人気が高いのだ。部屋数も、値段も手頃な７部屋から、１００人規模のギルドまで対応できる31部屋まで各種取りそろえられている。広場での買い物にも銀行にも近く、とにかく利便性が高いために多くのギルドに利用されている。

　さらに大規模のいわゆる大手ギルドになると、そのギルド会館のギルドホールでも手狭になりはじめる。

　ギルド会館で貸し出されるギルドホールの最大規模は31部屋。〈三日月同盟〉のマリエールは「お城のようだ」等という感想をもっていたが、それは30名や40名のギルドにとってそうなのであって、２００名を超えるような規模のギルドにとってはそれでさえも十分とはいえなくなってくる。

　それゆえ〈黒こつ剣けん騎き士し団だん〉や〈西にし風かぜの旅りよ団だん〉クラスの大型ギルドは、アキバの街の中から購入可能なビルのひとつを選び、ゾーンを丸ごと買い取ることにより、ギルドの本拠地としていることが多い。

　５０００名のメンバーを誇る〈海洋機構〉等の生産系ギルドは、ギルド内部に職人の種別ごとにいくつかの部門を置き、部門ごとに廃墟ビルを所有しているほどだ。この場合、ギルド全体では本拠地を複数もっていることになる。

　このような本拠地はギルドハウスやギルドタワー、ギルドキャッスルなどと呼ばれている。

〈記録の地平線〉はメンバーの平均レベルこそ90と高いが、人数は少ない。本来ならばこのようなビルゾーンひとつを所有するなど非効率もよいところであり、本拠地を構えるにしたところでギルド会館からホールを借りればすむはずだ。アカツキが心配しているのは、その費用面のことなのだろう。

「そのへんは、まぁ。なんとか平気」

　シロエはシロエでデッキブラシでゴシゴシと壁を洗いながら答える。倉庫と大型店舗として使われていたこの廃墟は、１階から６階まで巨大な古木に貫通されてしまっているのだ。

　フロアの中心部の床には大きな穴が開けられ、そこを樹齢何百年だかわからない苔むした幹が貫いているのだ。この巨木はすべてのフロアを地下から空に向かってまっすぐに貫通した上に、屋上で大きく枝を広げて緑のドームを形作っている。

　樹海に飲み込まれたようなアキバの街だが、ここまで完全に樹木の生長とビルが重なり合ってしまった例は珍しい。

「このビルは、こんなありさまだから安いんだよ。階段もないし、使いづらいでしょ」

「ふむ……。そうだったのか」

　シロエは瓦が礫れきをどかしながら話す。大まかな片付けは〈三日月同盟〉の若手に手伝ってもらって数日がかりですませたが、まだまだ居住可能というのにはほど遠い廃墟でしかない。

　元は大きな家電か何かの売り場だったのだろう、仕切り壁もろくにないこの１階フロアの天井は高く、４～５メートルほどもありそうだ。

　もちろん、旧世代、つまりこのビルが作られたときから階段がなかったとは思えない。元は階段のあった吹き抜けと、それと隣り合って存在したに違いないエレベーターホールは、おそらく現在木の幹が存在している場所にあったのだ。

　このビルが廃墟になってダメージを受けたあと、その吹き抜けもしくはエレベーターホールで生長した古木が、フロアを貫いて浸食してしまったというのが真相だろう。

　この規模のゾーンが格安販売中のまま放置されていたのは、街の中心部から離れていることと、この使い勝手の悪さが原因だと思われた。

「でもよー。アキバなんて狭い街だし、優良物件じゃねえかな。階段なんて作ればそれですむ訳だし」

　２階フロアから降りてきた直継が示したとおり、今では１階と２階を結ぶ鋼鉄の階段が作られている。見かけは無骨で寒々しいが、使用するに当たってはまったく問題のない強度と大きさを備えた階段だ。

「だからさ。ゲーム時代には〝床に穴を開けて施設を改善する〟なんてできなかっただろ？」

　シロエの言葉に、直継もそういえばそうか、と納得した。

　にゃん太の発見した新料理法の衝撃は、料理の世界に留まらなかった。今やあらゆる生産職が新しいアイテムの開発に乗り出している。いや、生産系サブ商業に限らずロールプレイ系のサブ職業でさえもが、自分たちの技術がこの異世界でどんな適合を果たすかの実験を行なうようになっていた。

　この階段もそうした実験の結果のひとつだ。

　壁や床など基本的なオブジェクトに干渉することはゲームとしての〈エルダー・テイル〉では想像することさえできなかった行動だが、この１週間でそれが可能であるという実証まで行なわれた。

　今のところ階段は１階と２階の間だけで、３階より上のフロアにはロープで上る必要があるが、拡張の必要があればまた職人に工事をたのめばよい。

　このゾーンを購入する金額は相場に比べれば安かったが、それでもかなり大きな金額だった。それは覚悟のうちだったのだが、職人に階段を作ってもらうにもそれ相応の支払いをしなければならない。ビル全体を全面的に改装する資金的余裕は、弱小ギルド〈記録の地平線〉にはないのだった。

　階段の設置と、当面の寝床になる２階フロアの床の張り直し──フローリングだけは生産系ギルド〈海洋機構〉に依頼して工事をしてもらった。ギルドマスターのミチタカは、「確かにそうやって工夫をすれば今までは住居に向かなかった廃墟でも新しい用途が開けそうだな。階段を作るとは面白いアイデアだ」と快く引き受けてくれたのだ。

　何度も内装工事の現場に自ら足を運ぶ彼に対して、直継が「そんなに面白いアイデアだったんなら、値段をまけてくれよ。おい！」と声をかけると、本気で悩んでいるようなのが、シロエには面白かった。

　新しい商売に繫がりそうなのはわかっても、さまざまな素材の加工が現実世界とは余りにも違うこの異世界において、「適正な利益の金額」というのは算出が難しい。

　ヘンリエッタが「需要と供給の最適化」とか「完全雇用」とか「最低賃金」等という用語でそれらを説明していた。シロエもだいたいのところの理屈というか構造はわかるが、実際数値を当てはめてシミュレートすることはとてもではないが不可能だ。

　いずれにせよ、この異世界における経済システムは穴だらけで、どこまで現実世界の常識を当てはめてよいのか、疑問が残る。

　当分のところはミチタカのいうとおり「まぁ、適当に請求する。うまい具合な相場の価格ってのは時間が経って落ち着けば出てくんだろう」というどんぶり勘定でいくしかなさそうだった。

　その日もシロエたち４人は朝早くから掃除をしていた。

　しかし、地上６階、地下１階のすべてを４人で掃除しきることなどできる訳がないし、そもそも上にいけばいくほど天井には穴が空き、窓ガラスは破れているような廃墟である。

　全面的なメンテナンスを早々に放棄した４人は、当面の居住空間である２階の居心地をよくすることに集中をしていた。現在２階にはフローリングで作られた大広間がふたつあるだけだが、予定ではここに８部屋ほど個人部屋を作るつもりだ。

　それだけあれば当分の間は困らないだろう。

　もっともそれも、夏の間にできるのか、秋までかかるのかはわからない。冬までには終わらせたいな、と主に気温と野宿の関係からシロエは考えている。




　しかしこうやってシロエたちが自分たちのねぐらを作るために働いている間にも、さまざまな客が訪れる。シロエはこのゾーンの入場制限を無制限開放に指定していたから、知り合いは誰しもこの廃墟ビルの１階にやってきては、大声でシロエたちの名を呼ぶのだった。

　同じく今日、引っ越しの作業をしているはずのヘンリエッタは、律儀にも〈記録の地平線〉の本拠地決定祝いとして果物の盛り合わせを届けてくれた。おっかなびっくり受け取ったアカツキはあっという間に捕獲されて「特別のプレゼント」とやらを着せられそうになっていたが、そこは触れないでおくべきなのだろう。

〈西風の旅団〉のソウジロウは、同じく〈放蕩者の茶会デボーチエリ・テイーパーテイー〉出身の美女ヒーラー、ナズナを伴って挨拶に訪れた。持ち込んだサクランボ酒はどちらの趣味なのかはわからないが、清冽な香りで初夏の陽気にぴったりだった。〈西風の旅団〉の〈醸造師〉が工夫して作ったのだそうだ。

〈第８商店街〉のカラシンは相談事をもってシロエを訪ねた。

〈円卓会議〉における事務作業──多くは書類の配達や筆記などの軽作業に、〈大地人〉を雇用するというアイデアについてだった。

　たしかにそんな軽作業を行なうのにプレイヤーであるところの〈冒険者〉を拘束するのは難しく、また高くつくだろう。もし可能であればその方向はありだろうと結論が出る。

　カラシンは早速心当たりの〈大地人〉を当たってみると笑顔で帰って行った。

　戦闘系ギルドの中で意外にも長っ尻で居座っていったのは〈黒剣騎士団〉のアイザックだった。アイザックは部下の〈召サ喚モ術ナ師ー〉たちを数名連れてくると、「おい、〝腹ぐろ眼鏡〟。ここは広くて都合がいいから俺たちにも戦闘訓練させろっ」と勝手なことをいいはじめた。

　そして直継に文句をいう暇も与えずに、〈清き流れの水の精霊ウンデイーネ〉を召喚した〈召サ喚モ術ナ師ー〉たちは、大量の水塊で広すぎる１階フロアと２階フロアを綺麗に水洗いしてしまったのだ。水道がないこの異世界において、これは非常にありがたいことだった。

　アイザック本人はヘンリエッタがお祝いにともってきてくれた果物を食い散らかして帰って行っただけだが、「〈黒剣騎士団〉も悪い連中ではないですにゃ」とにゃん太班長が呟いたのは印象深かった。あるいはアイザックからシロエへの、仲直りの挨拶のつもりだったのかもしれない。

　シロエがこの廃墟ビル──ギルドタワー購入を決意したのも、半分くらいはこれが理由だった。

〈円卓会議〉の参加ギルドともなると、なにかと来客が多いだろう。シロエのフレンド・リストは、ここ数日でまた人数が増えている。親しく遊ぶ、という意味でのフレンドではないかもしれないが、連絡を取る機会が増えているので登録しておかないと「念話」が使えないのだ。




　今後も来客はあるだろうし、場合によっては長時間かかる相談事もあるだろう。〈円卓会議〉設立のような大騒動が今後起きるかどうかはわからないが、もしそういうことがあるのならば、厨房にせよ作業場にせよ倉庫にせよ、必要になることがあるかもしれない。

　そう考えて、街外れだが広さだけはたっぷりあるこのビルを選んだのだ。

「大は小を兼ねるっていうしな」

「直継は高い場所好きそうだからねっ」

「シロっ。お前なぁ。お前がそうだから俺がアカツキにばかばかいわれるんだぞぅ。絶賛株下落祭りだ」

　シロエにとっては、やはり直継は一番気が許せる古馴染みだった。こうしてなんの役にも立たないくだらない話をしているのは、限りなく心が安まる。

「ほらほら。シロエちも直継っちも。早く片付けないと夕飯が食べられませんにゃー」

「カレーなの？　今日カレーなのか!?　僕はカレーが大好きだっ」

「バカ直継。今日はカレーだぞ？」

「まじかー!?　やっほう！」

　そしてにゃん太とアカツキがそれに加わる。

　シロエだって長年の〈エルダー・テイル〉歴の中で、ギルドに参加したことはある。しかし、それはやっぱり本当の意味ではギルドに入った訳ではなく、お客様でしかなかったのだと今はわかる。

　ギルドなどという「カタチ」ではなく、自分の仲間と居場所。

　それらを自分自身で大事だと思い、守ること。

　それが〈放蕩者の茶会デボーチエリ・テイーパーテイー〉で学んだことだったはずだ。ギルドか否かという「カタチ」よりももっと大事なのは、集まった仲間の意志。

　街が赤く染まりはじめるとシロエはいつも特別な気持ちになってしまう。ゲームであった時代、夕刻というのは画面上のエフェクトに過ぎなかったが、この異世界では違う。

　森へと帰る黒い鳥たちが甘く寂しげな鳴き声をあげて低く飛んでいく。

　狩りから帰ってきた〈冒険者〉たちが中央通り沿いの露店を冷やかしながら広場へと入ってゆく。獲物が多かったグループは意気揚々と次回の予定を語り合い、不調だった者たちは雪辱を誓う。ツタに絡まれた廃ビルが茜あかね色いろに染まり、そんな戦士たちや街の職人の影を、〈冒険者〉も〈大地人〉もなく長く伸ばしていくのだ。




　この一週間で、その夕暮れは香りまで持つようになった。

　疲れた冒険者や１日の仕事を終えた生産職の人たちが求める夕食を販売する露店の数々。今は〈大地人〉の経営する酒場も、甘い味のついた酒と共に、簡単な料理は出すようになっている。

　じわじわと暮れてゆく空。銅あかがね色いろは次第にくすんだ薔薇色から紺を経て、藍色へと変わっていく。旧世界よりもゆっくりと感じられる夕焼けの中で、街の人々は一日を終えて明日の支度をするのだ。

「宵待ち星が出たぞ、主君」

「そんなことより、俺は腹が減ったよ。空腹祭りで動けないっての」

　荷物を運び終わったのか、窓辺で涼すずむアカツキと直継。

　まだランプもつけていない夕暮れのなかで、シロエを振り返るふたりの仲間。

　たずねるようなふたりの穏やかな表情が、ここが自分のいる場所だとシロエに確信させてくれた。

〈放蕩者の茶会デボーチエリ・テイーパーテイー〉がシロエの中で遠くなる。長い長い時間がかかった。あの古巣と比べることで、多くの人や場所を無意識に傷つけてしまったのかもしれないと、シロエは反省する。

　簡単なこともわからないで。遠回りをして。いいところなしだと自分を責めるシロエを、ふたりはきょとんとした表情で見て、「どうしたんだ主君？」「おまえも腹減ったよな。やばいぜ空腹がっ」と声をかけてくれる。

「あれ？　班長は？　まだ帰ってないの？」

　気を取り直したシロエは、にゃん太の姿がないことに気付いた。確かスパイスを買い足しに出かけたはずなのだ。

「そういえば遅いなぁ、班長。買い食いでもしてるんじゃなかろうか。だとしたら憎いな。肉食いたいだけに」

「余りうまいことはいってないな」

　ふたりのかけ合いを聞きながらもちょっと気になるシロエ。その時、下のフロアから、「シロエち～。直継っち～。アカツキにゃーん」というのんびりした声がかかる。




　にゃん太が帰宅したのだろう。

　荷物でも重いのか、いいやそれはこの異世界ではないことだな。そんなことを話し合いながら３人が階段を下りると、月明かりに照らされたがらんとしたフロアに針金で作ったように細い姿──にゃん太を発見する。

「どしたんだよ、班長。俺ぁ腹減ったよ。早くカレー食おうぜー」

「うむ、老師。わたしも空腹だ」

　階段の途中から身を乗り出して子どものようなことをいいだす直継とアカツキ。にゃん太は「にははは」と笑って、うしろにくっついているふたつの塊を押し出すようにする。

「……う」

「えーっと、えーっとっ」

「トウヤとミノリじゃないか」

　夜目にもわかるほど頰を染めた〈神祇官カンナギ〉の少女と、その双子、〈武士サムライ〉の少年。この１週間で髪型も整えられて、装備もこぎれいになった新人プレイヤーふたりが、にゃん太に励まされる。

「スパイスを買いに行った帰りに見つけたのですにゃぁ。このビルを何回も何回もぐるぐるぐるぐる回っていて、我が輩だったらバター飴になってしまうところですにゃ」

「どうしたんだ？　ふたりとも。〈三日月同盟〉も、今日は引っ越しじゃなかったっけ？」

　シロエはふたりに尋ねる。〈三日月同盟〉も今日はふたつ上のランクのギルドホールへと引っ越したはずだ。引っ越しが終わればまた宴会だろう。賑やかなのが大好きなマリエールが、可愛い新人を夜にふたりきりで放り出すとは思えなかったのだ。

「いや。兄ちゃん。あの、さ」

「うん」

　１階のフロアから、階段の途中に立つシロエを見上げて、トウヤが凜と響く少年らしい声をかける。

「──兄ちゃんのギルドに入れてもらいにきた」

「へ……？」

「わたしたち、シロエさんに師事したいと思ってきたんです。……〈三日月同盟〉にはこの１週間お世話になりましたけど、ギルドには入会していません。……入会、しなかったんです。わたしとトウヤは、〈ハーメルン〉を出た中では、まだギルドに入ってない唯一のふたり組です」

　まっすぐ直球の弟の言葉をミノリは丁寧に補足する。

「兄ちゃんがいろいろ教えてくれたから、俺たちがんばれたんだもん。兄ちゃんがギルド作ったんなら、そこに入りたい。俺、弱いかもしれないけど、強くなるから」

「わたしも足手まといかもしれませんけど……。もう、それを言い訳にするのは、やめると決めました。一緒にいさせてください」

「あ……。えっと」

　断られるかもしれない。

　断られたらどうしよう。

　そんな緊張が見ているだけで伝わってくるほどに身体を硬くして言葉を振り絞る幼い双子。

〈ハーメルン〉でどんなあつかいをされていたかは、なんとなく小耳にはさんでいる。〈エルダー・テイル〉に来たばかりで知り合いも頼るべき人もいないプレイヤーだったとはいえ、それは余りにも辛い経験だったろう。

〈三日月同盟〉にいれば、同じ境遇出身の、同じくらいの技量の仲間がたくさんいるはずだ。あつかいだって悪くないのは確信できる。その〈三日月同盟〉への参加を見送り、もし断られればいくところもなくなるだろうにシロエたちの元へきたふたりの気持ち。

　それはシロエからすれば推し量るしかないものだったが、その決死の覚悟だけは伝わってくる気がした。

　一緒に遊んだ〈エルダー・テイル〉がまだゲームだった最後の１週間。そのわずかな間の、どんな言葉に、ふたりが想いを寄せてくれているのかシロエにはわからない。

　そんなふうに自分が誰かにとっての道しるべになった経験などなかったのだ。だからふたりの願いに言葉を失ってしまい、ろくな返事もできなかった。

　そんなシロエを見つめていたにゃん太は、細い瞳を余計に優しく細めると、穏やかに話しかける。

「シロエっち。ぼんやりしてちゃダメですにゃ。ギルマスなんですからにゃー」

　ギルマス。

　ギルドマスター。

　ギルドのリーダー。

　そうか、そういえばそうなんだ、とシロエは気が付いた。余りにも馴染んだ、以心伝心の仲間たちだったから、ギルドを作ったにも関わらず、自分がリーダーであるというのは余り実感しないですごしてきてしまった。

　誰かの道しるべになることも。

　誰かを道しるべに歩いてきたのに、自分がそうなることなど想像もしなかった。

　シロエは階段へと顔をひょこりと突きだした腹ぺこの仲間２人を振り返る。直継は人の悪そうなニヤニヤ笑いを浮かべ「ったりまえだ」と親指を立て、アカツキはいつもよりほんの少しだけ優しげな表情でこくりと頷く。

「よし。僕たち〈記録の地平線〉はトウヤとミノリを歓迎する。新人の最初の任務はギルドの幹部と一緒にカレーライスを食べることだ。……用意はいいか？」




「はいっ！」「兄ちゃんっ！」

　幼いふたつの声が加わって、これで６人。




　異世界になってしまったかつての〈エルダー・テイル〉に、新しいギルドが生まれた。

　──その名は〈記録の地平線ログ・ホライズン〉。

　アキバの街の外れの、古木に貫かれた廃ビルが、この小さな仲間たちが産うぶ声ごえを上げる住処だった。





〈ログ・ホライズン２　キャメロットの騎士たち　了〉

















































































　　［あとがき］




　１ヶ月ぶりのこんにちはです。橙乃ままれです。

　今回は『ログ・ホライズン２　キャメロットの騎士たち』をお買いあげくださってありがとうございます。本書はネット連載時『異世界の始まり上・下』であったものを分割再構成した２冊目ということになりまして、ここにやっとシロエたち〈記録の地平線ログ・ホライズン〉の冒険の幕が上がったことになります。この先の彼らの活躍にご期待ください！




　と、前置きした所で橙乃（妹）の話です。

　皆様のおかげで『ログホラ』も発売の運びになりましたので、橙乃（妹）に食事でもおごってやろうかと考えたのです。お祝い的な意味で。

　といっても体力的に遠出できない惰弱な妹なので近場です。

　この場合、悩むまでもなく、もんじゃ屋ですね。

　下町在住ですからもんじゃは基本です。

　橙乃（妹）は事情がよく飲み込めないようで、「？、？」という顔をしていました。もはや「おごる」という日本語がわからないほどのお猿さんっぷりです。妹がバカなのか、兄があんまりにも兄らしいことをしなかったせいなのかは、墓穴を掘りそうなので今回は脇に置きます。

　お察しのとおり、実はまだ家族にも書ほ籍んが出たとカミングアウトできていない橙乃です。いや、別に内緒にするつもりはなかったんですけれど、先々月に告白したときに「噓つくな」とスルーされたせいで、説明するタイミングを失ってしまったのです。

　もんじゃ外食も、この機会にその辺の説明をしようという企画だったのですが、席に着いたときから橙乃（妹）が威嚇してきます。

　橙乃（妹）よ。兄はそんなに信用できないのか？　まぁ好きなメニューを注文したまえといったのですが、これが余計に悪かったみたい。「なにを企んでるのだ、バカ兄」なんてヒドイ事をいいだしやがります。

　それをなんとか言いくるめてふたりでもんじゃ。

　明太子チーズもんじゃに餅トッピング。

　橙乃（妹）だけではなくて橙乃の一族は「はまるとそればっかり食べる」という習性があります。いまは亡き橙乃（母）なんて、一夏丸ごとそうめんですごしていましたし、橙乃自身も最近では東ハトのオールアプリコットにはまって段ボールで買いました。

　橙乃（妹）の場合、それは柴漬けとチーズかまぼこだったりするわけですが、このようにして橙乃一家の食生活は下町的チープさにみちているわけです。

　そんなわけでふたりで明太子チーズもんじゃに餅トッピングを連続で３枚。ちょっと気の抜けたサイダーで食べました。

　世界で一番美味しいもんじゃは明太子チーズもんじゃに餅トッピングです。

　何度か出版の件も説明しようとしたのですが、説明しようとするたびに橙乃（妹）がもんじゃ境界線を侵犯してくるので、そのヒマもありませんでした。もんじゃを引っかき回して己だけがせしめようとするのは、下町においては仁義違反であります。

　病弱なクセにむやみに攻撃的な我が妹は、本当に他ひ人との話を聞かないのです。ヒマラヤナキウサギよりも傍若無人ですよ。

　橙乃（妹）が小学校の時、大分県をダイブンケンって読んでたのも、トランポリンとトランペットを取り違えて覚えてたのも、橙乃のせいではないのです。訂正しようとした橙乃の言葉を聞き入れなかったせいなのですからねっ。

「美味しかった腹一杯！」なんてにんまり笑う顔は、小学校の当時からたいして成長してないから、おつむの中も変わってないに違いありません。まぁ、それは同じく「腹一杯だぁ明太子サイコー！」なんていってる橙乃も大差がないわけですが。

　そんなわけで、未だにカミングアウトできておりません。




　さてそんな橙乃家の事情とは関わりなく、怒ど濤とうの進行でお届けの『ログホラ』です。本巻ではトウヤ＆ミノリという双子が登場して、シロエの周りはさらに騒がしくなります。とてもがんばり屋なこのふたりはシロエたちのエンジンにもなり得ます。

　今回も章扉の登場人物ステータス画面に記載されたアイテムは、ツイッターで２０１１年３月に公募させていただきました。IGM_masamuneさん、RyosukeKadohさん、ebius1さん、gontan_さん、hpsukeさん、kaze_syukiさん、makiwasabiさん、roki_aさん、sawame_jaさん、tepan00さん、blackusagiさん、kane_yonさん、wataru_mgさんのものを採用させて頂きました。ありがとうございました!!

　ここでは名前をあげきれませんが、投稿してくださった皆様に感謝です。格好いいアイテムからくすっとわらえるものまで百花繚乱でしたよ。あふれるアイテムから、この世界の様々な伝説や知識が浮かび上がってくるようです。

　今回のアキバマップも含め、編集部さまのほうでも企画を考えていただいています。詳しい、そして最新のニュースはhttp://mamare.netへ。『ログホラ』以外の橙乃ままれ情報も扱っております。

　最後になりましたが、今回もプロデュースしていただいた桝田省治様、１巻よりもさらに奔放なイラストを描いてくださったハラカズヒロ様、デザインしていただいた椿屋事務所様、編集部小さなＦ田様っ！　テキストの手直しまで面倒を見てくださった大迫様！　ありがとうございました！　あとは、みなさんがこの本を味わうばかりです。どうぞめしあがれ！





〝もんじゃ大好きな〟橙乃ままれ
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